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Foreword
This　Anl．iual　Bulletin　No．36　reports（）n　the　activities　of　t｝｜e　National　Museum　of　Western　Art，　T（．｝kyo（NMWA）durillg
the　Heisei　l3（2001）fiscal　year　which　ran　from　April　l，2001，through　March　31、2002．　The　Bulletin　is（］ivided　into
sections　covering　exhibitions，　new　acquisitions．　resear〔：h　rep（）rts、　conservation　activities，　education　activpin¶s．
iTlformation　services　activities，　and　malerials　and　records　related　to　these　activities．
　　OII　April　L　2001，legislation　came　il）to　effect　which　reorgallized　many　of　Japalゴs　l｜ational　i［1stitutiOlls、　inc’1uding
the　NMWA．　The　new　legislation　created　an　independent　Admir’）istrative　lnstitutioll（IAりwhich　includes　four
I．lational　museums、　namely　the　NMWA；the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo；the　National　Museum　of
Modern　Art．　Kvoto：and　the　National　Museum　of　Art，　Osaka．
　　This　change　marks　the　first　full　structural　reorganization　in　the　42　year　history　of　the　NMWA．　The　NMWA’s　new
structure　was　part（．）f　the　concurrent　establishment　of　l6　new　IAhlnder　the　aegis　of　the　Ministry　of　Educatiol1，
Clllture，　Sp（．｝rts、　Science　and　Techn（．）logy（MEXT）．The　new　legislation　made　II〕ajor　changes　i　1’1　how　public
i］lstitutiOlls　wil｜be　rllnin　the　future，
　　The　NWMA　has　accepted　the　sl）irit　of　the　i．ltwstructure．　We　intend　to　maintain　pas　t　i〔1eals　and　attitu〔les、　and　also
to　make　use（，f　the　new　possibilities　for　closei’links　a11（1｜）etter　cooperati（．）1］among　the　il）stitutiOllS　within　the　Ilew
IAI．　We　l．）elieve　that　the　new　stru（：ttLre　w川stimulate　the　（ievelopment　of　diversely　ingeiitious　ai．1d　creative　activitks
to　acco］nplish　ourgoals．　The　new　socia］setx・’ice－（）riented　structurc　r丁iandates　both　illdependence　at　a　set　distallce
fl’oM　the　goverl〕mellt，　and　responsibility　to　tl’）e　trust　gJ　ranted　us　l）y　the　citizenry．　As　part　of　this　reorganizatiotl、
bllsiness　mallagement　systems　have　also　been　restru（・tured，　and　thr（．）ugh　a　great　deal（）f　hard　work　ol．1　the　part　of
staff　members，11umerous　coml）lex　mallagerllent　issues　have　been　resolved　without　delay．
　　Thc　overall　activities　of　the　NMWA　are　reported　in　detail　insectiolls　devoted　to　each　department　of　the　museu［n，
amd　this　foreword　w川simp）y　pr〔）vide　an　overview　of　those　activities．　Please　refer　to　specific　secnons　for　details、　As
mthe　past，1．｜ew　works　were　added　to　the　stallding　exhibiti〔川（．）f　worlくs　from　the　NMWA〒s　col］ections、　West（w～
1そaintings／｝’（）ll’］～／～（・L‘itρルfediet）a／Pei“iod　throu9／～tflC？Eai’（y　2θ〃～C（～∫～tLlt’）ノCt’～d　Er（・～n（rhルfod（～t7’l　Sαulptl～re．　Th　ree　short－ru　n
special　exhibiti（．）ns（．）f　works　from　the　NWMA　Prints　ar］（／l　Drawings　c（．）ilection　were　held　in　the　newly　built　Prints　and
Drawillgs　Galleries，　Among　the　special　exhibitioiis　held　during　this　fiscal　year，　two　were　j（．）illtly　organized　with
olltside　co－sp〔）11sors．　The　first　of　these　two，　the〃1？inos（’～∫ηe”1to〃～／t（ttia－La　Civilt（ll　d（・〃e　Coノ’ti　exhibition　conth．ltied
over　from　thq）r（ivioUs　fiscal　year，　al．ld　was　the　opeIling　event　of　the　Ita〃（～～∫’ααρρθ〃（・year（）f　festivities．　Throしlgh
the　generolls　loと11）of　works　from　organizatiolls　alld　institutions　in　ltaly’s　variolls　regiolls．　this　exhibition　p｝’（．）vided
viewers　with　a　l．）road　overview　of　the　el．1tirety　of　Italiai｜Renaissallce　art．　Thc　se（：ond　jointly　orgai．iized　exhibition　was
the　Prad（）i　At1αstei’7）i（fC’es／｝’（ノ〃’〃～CJ　Pr（i（lo　Natioti〔’ilル1us（et〃〃exhibiti（）【｜．　DiSplaying　superb　works　sele（’ted　frOm　the
extensive　16th　to　l9th　centuly　pairlting　holdillgs（」f　Spaill’s　major　lnuseun．1、　this　exhibitioll　wEIS　accorded　vely　high
praise．　The　major　pa　rt（：）l　the　Prado　exhibition　run　c（）ntinued　into　fiscal　2002．
　　　II．｜addition，　the　Imlseum　organized　two　of　its　own　sl）ecial　c｝xhibitions，　till）eit　with　collsiderable　assistance　frol．11
0utside　organizations．　The　first　of　these　two，　A　Brttsh　lvi〃～〃ist（）’y／ん〃c！　ri（］（1〃〃ζ．？r（）isln　was　an　internatiorial　exhibitioi’］
jointly　organize（i　by　Japan　and　America　upoll　the　basis《）f　al．I　agr〔≒emellt　made　b｝ノthe　heads　of　state（）f　our　two
（：（．）lmtries．　The　fi　rst　half（．）f　the　exhibition、　A　Bt“usノ～IL）it／～〃～s〃）’y，　featured　portraits　from　the　National　Portrait　Gallety
（Washingiton　D．C，）while　the　second　half，　Aii’iei”i（’an〃eiJoiStl’1，was　niade　up　of　works　assernbled　frofi）　thi・oughout　thc）
United　States．　Relatively　t川precedented　exhibitions　iT1℃oncept，　these　two　exhibiti（）ns　presented　American　histoty
and　culture　from　novel　perspectives．　The　secolld　of　the　two　exhibitions　orgallized　l．）y　the　NMWA　was　titled　D～Lgita／
7’（・ビカ〃θ／（ノ9．y　ar～dルクuseulノビP乏1わ1↓（’5（～1〃irlarsθr’〔／E．xノ’／わ〃ions　（ノ／’11～／ヒ〃7ηα”o∫’σηd　Elq　Ll　iρ　ll’1（～ノ～r　R〈～～α’α1ωD～91’〔〃
Tecノ～r～（）log．y　a〃d　t／le　Ai”ts．　This　program　intro（luced　new　techni（lues　for　the　storage　and　display　of　pict（．）rial　images
that　have　been　made　p（．｝ssible　by　rapid　advances　ilコdigital　techn（）logy．　This　public　pr〔，gram　posed　the　question　of
what　Ilew　areas　will　develop　withill　museums，　whose　primaly　activity　has　traditionally　been　to　display（）riginal　art
works．
　　　During　this　fiscal　year、　three　paintings　ai）d　24　pl’illts　were　purchased　by　the　NMWA．　In　addition　to　tlコese
pLirchasesl　the　museum　also　received　importallt　works　as　gifts．　Th（se　gifts　were　works　from　thc　f（）rmer　Mats　ukata
Collectioll、　namely、　a　group（．）f　sculptures　by　Leonard（）Bist（．）lfi～md　six　tapest1戸ies．　Some　of　thulewly　acquh・ed
paintings　have　already　appeared　in　the　NMWA　permanent　collection　g．　al］eries．　Plans　are　in　place　f（）r　the　appropritit（i
display　in　the　museum　of　the　other　newly　acquired　art　works（．mc（conservati（．）n　procedures　have　beぐモIl　completed
OJI　these　w（．）rks．
　　　As　part　of　the　elforts　involved　in　the　ab（．）ve　Ilotedヒxhibiti（．｝11　alld　acquisiti（．m　activities、　NMWA　staff　membいrs
from　the　curatorial，　conservation　an（．1　education　departmeiits　also　carried　out　importEll）t　re．　latcd　activities，　Please
refer　t（）detailed　accounts（．）f　these　activities　in　othet’sections　of　this　Bしilletin，
December2002
Koichi　Kabayama
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まえがき
本年報第36り’は、’ド成｜3｛200川年1変についてのものであり、’ド成13年11川1から’1’i成川年3月3川までの1年
川に、’il川、”1西洋）二1’1；」』館が行な・・た展覧会、作ll｜｜1；購人、調在研究、また保仔修復、教育普及、情服　f［料等の
活動の根告、ならびにそれらに関連する資料・6己録類を収めている
　ll小㌦西洋）二術fll’iは、平成13年4月lllをも・・て、行政改革の　・環として組織替えを行ない、独、lil行政法人国
、‘tl）こ術館を↑1’t］：成する　・単位とな’・た　東京国、’tl近代）ミ術館、京都llミい1／1近代）隻術館、川11／1国際）諭；」二館とともに
統合され、1館をもって構成寸　る狙い‘肩f政法人に1り「属することになったわけである創、ン：以来42年川こして、初
めて経験する本格的な組織改赫liであるとともに、文部科学省の管轄ドにある16の新設独、1／1行政法ノvと1司時
の1川発をなすことで、公的機関の今後のありノiを示す、きわめて，F．大な転機となった　’1］館は、その、没置の趣
旨を受け継ぎ、従来の理念と態勢を維持しながらも、独立行政法人1ノ・Jの連携・協調に強く意を川いつつ、業務
の遂行に当たることを決意した政府から一定の距離を保った自版［生に基礎をおき、他ノ∫でllこ1民からの信託
に応えるべく、社会的サービスのありノiについても、より’層の創意と1：夫をもって諸活動の展開に当たる所存
である今川の改編に伴い、とりわけ‘」f・務処理のシステムは・変し、それへの対応には多人な労呂：を要したが、
要請された課題はほぼ滞りなく解決された
　館の活動の全体については、その各分野に関わる項目で詳細に出告されるので、それらを逐次、参照して
いただきたいここでは概要のみを記しておく常設展示「中lll：末期から20世紀初頭にかけての西洋絵画と
フランス近代彫刻」は、新たな収蔵品を］Jllえて、例年どおり実施された　また、新設の版画素描展・」1室では、期
間を限定した企1川展示を三次にわたって行なった　企画展示のうち、共催者の協力を得て行なわれた展覧会
は：次に分けられる．、第一は、その前年度末から引き継がれた「イタリア・ルネサンス宮廷と都市の文化展」
であり、「IMgにおけるイタリア年」行‘］1の膀頭を飾った　イタリア各地の機関・施設からの出品を得て、ルネサン
ス）こ術の全容を広く見わたす機会となった第1は、「プラド）／t術館展　　スペイン王室コレクションの丈と栄光」
である　スペインを代表するk一術館の、16川：紀から19．　lll：紀に至る広範なコレクションから選りすぐった展覧会と
なり、高い評lll‖をいただいたなお、この展覧会の会期の過’トは、’ド成M年度に属するものである次いで、
外部からの人きな協力をいただきながらも、’iG館の自i三的な企画によって行なわれた展覧会等は1次にわた
る　第　・は「ll米　：国間交流展　アメリカが創った英雄たち　　肖像が語るアメリカ史　アメリカン・ヒロイズム」で
ある　1山j国1ソ｜’脳の合意に基づいた交流展であり、前’卜部分はナショナル・ポートレート・ミュージアム（ワシントン）
から出品された肖像1由i、後’卜部分は合衆ld各地から寄せられた作品によって構成された類例の少ない展覧
会であり、アメリカの歴史や文化についての、斬新な視角を提供しようというものであった　第：は、「デジタル
技術とミュージアム：情幸1乏・機器展・」こ、セミナーによる公開プログラム」である　デジタル技術の急進展によって1∫∫
能になりつつある画像の蓄積・表示の新r・法を紹介し、これによりオリジナルな作II“ll展示をi准くとする美術館
にとって、どのような新領域が展開されるかを問う公開プログラムであった
　この年度の新規購人作品は、絵画3点、版画24点であったこれに加えて／）N　lll｜は、1’t・Eな作品の寄贈を受
けたいずれも旧松ノiコレクションに属する、L．ビストルフィの彫刻と6点のタピスリーである以ヒの作品の・
部はすでに常設展示に出展されており、他は修復作業の完」’後、適宜展示する〕弓ヒである
　ヒ記の展覧会、および作品収集をはじめとする’」渓の遂行に’iGたっては、それぞれ調査研究、保存修復、
教育普及の各分野において必要な活動を行なった．具体的には、本文を参照していただきたい
’r成11年12月
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《ルクレテイア》
1636－38イ1三ヒ貢
汕彩、カンヴァス
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l〔｝1，5×82．OCIn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］Liido　R｛・”t　Ln（r〔Jtict　oil　OII　c　arlvns、1｝M×　　　　　　クション
P．200｜－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71Sc’mコ’rlvn｛や（：ol［e℃n（川（Ex－V川c〔川（Ldl（川）　　　　　（ltti｛lo　Re【II　A　・～”，v’・t｝il　OI［cn［）v《ISI　712x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bo］09na　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　58，5〔・rll，The　Deuis　Mal）cm（’o［］（’utien　L（レ1］don
Provt）i）an（：e：
Cardinale　B。nc。mpag」ni．　B。1。5・　1）a（？）l　Duca　Sと）lviati、　Fl。rence＆R。me　until　　　展覧会やその他出版物に出品、掲載されたことがほとんどないため、
llrl忠認瓢、鵠！隠ll㍑淵；濫㍑、繍跳1；呂，；㌫　残念ながら個別自勺研究槻状では行なわれていない，〕しかしなが
㍑lli↓（：llぽ；よ：lllli｛lll㍑ぽ1：1㍑欄ご1，！蕊：1、ry佛1隠黛i　ら・ぺ・パーeよ1999・1・に本作品を微とともに綱し・そのliiで本
1817・　L（）t・13」）t・　Plunkett；P「ivate　C°11e（iti°n・1「eland・　　　　　　　　　　　　　作品も、また｜rlヴィーティ・コレクションの作品もともにグイド・レーこの
Bibli・9raPhy：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真筆として、亨及し、前者を1636－38年の作1？il、後者を1640－42年の未
［EdWard　VaUX］C’ata〃θgtie　of　the（etitire（’O〃（・ctio〃of’　／’i（’tures　betongitig　to　R（）bert
t／dtiv，1旬．，・De、・αノs、・d，（Jat（i／・・gα・θ〃／te　1’i・・tUt’es　at　Teddir～g1・rl，1802，　p．19／20．　　　　完成作と述べている。1・15）実際、本作品の様式は、マホン・コレクション
；；1：　：llf：鴇1∵；、㍑〔1㌫認c「働Re螂”9‘b7「1ρ゜s’”°ns，　”Artibus　et　中の1635－36・！4・の作i・ll・、とされる《ターバン蜷いた轍》（fi，．2）とき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わめて近い様式を見せている，また、本作品を実見したボローニャ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術監．督局長官ヤドランかベンティー二氏、およびローマ）ミ術監督
グイド・レー二は1575年ボローニャに生まれ1642年に同地で没した、　　　局長官クラウディオ・ストリナーティ氏らからは、アトリビューションにつ
171Hr紀を代表するボローニャ派のillli家である・、彼は初めカルヴァー　　　いて、本作品がグイド・レー二の真作であるとの参考意見を，9i・面にて
ルトのもとで修業し、その後カラッチー族のアカデミーに人り、Ilf代の　　　　いただいたe
作lll　ITIとラファエッロを深く研究したことが知られる・そして、おそらく　　　　　ところで、本作品を含めた3ヴァージョンの《ルクレティア》の構図を
1599年から1602年にかけてローマにゆき、1603年にはボローニャに　　　　ほぼそのままに、エリザベッタ・シラー二q638．1665）の制イ11した模”∫
帰ったとされる・’il時のローマでカラヴァッジョの影響を受けながら　　　がローマのボルゲーゼ）こ術館に収められている（fig．3）。i’L61興1りこ深
も、ボローニャに戻った後は、とりわけルドヴィーコ・カラッチの影響を　　　いのは、このシラーこの作品巾のルクレティアは右手薬指に指輪を
強く受け、彼とともに1605年にサン・ミケーレ・イン・ボスコ聖堂のフレ　　　し、髪をきれいに結っている。これまでこのシラー二の作品のもとと
スコVlliを手がけた‘その後、再びローマに赴き、ヴァティカンを中心　　　　なったのは旧ヴィーティ・コレクションの《ルクレティア》と考えられてい
として制作活動を行ない（1608－12年）、いよいよその古典k義的様　　　　たが、このルクレティアは指輪もなく、また髪も結っていない、，むしろほ
式を色濃く見せるようになった。晩年には、次第に筆のタッチが大胆　　　　ぼ完全な形でシラー二の作品は本作品の構図を踏襲しているので
になり、洗練された色調の変化を特徴とする絵画へと様式を変えて　　　ある、また彼女の父親であり、グイド・レーこの忠実な助f’で、ボロー
いった、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニャで活躍したジョヴァンニ・アンドレア・シラー二（1610－1670）はむし
　1）．スティーヴン・ペッパーが1984年にグイド・レーこの本格的カタ　　　ろヴィーティ・コレクションの作品の構図を引いた版Plli作品を残して
ログ・レゾネを公1二1」した際には、本作品はまだ・般には知られていな　　　いる（fig．4）t．しかも興味深いことに、この版画作品には、この当時す
かった、，‘・lb－’ノ∫、1971年のE．バッケスキのカタログでは、本作品とほ　　　でに他界していた、初代ボローニャ大司教で、U’聖俗の図像をめぐる
ぼlifjじ構図の作lllt｜2点が紹介されている。ひとつは当時ローマのヴ　　　　考察』（1582年1：1」）の著者、ガブリエル・パレオツティ（1522，1597）の紋
イーティ・コレクションにあった作品（現在はボローニャの個人コレクシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fig．IS　J一リサへ汐・シラー
ペッパーはいずれも弟子の作品と位置づけていたが、・i．：sl19．　88年の
イタリア語版カタログにおいては、1日ヴィーティ・コレクションの作品を
一一了、汀こノレケ‥・一斗：　）’＿i”ll負1’｛
ノ．ttlc？‘・〃（1、エ）ll｛，1パ；iElv：tS
陀彼への献㌦珊が刷り込まれている・i7こうしたグイド・レー二に　　　　　本作品の来歴に関しては、些か興味深い’j　t”実がある　本作品は、
－」　X’i‘J’に近い弟j”たちが残したf／ll品は、本作｜｜［lllの来歴を探るヒでも　　　　1784年にサルヴィアーティ家から、’11時在リヴー3ルノ英llll領’j　i：を務め
巾：要なr一がかりを’j・えてくれるものと思われる　今後も引き続きll周査　　　　ていたジョン・ウドニー（任期176　L　I　796イ1…、初代英国領IPジョゼフ・
を要する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スミスθ）後任）が購人し、英国に持ち帰った　このとき同じく英ldにも
　状態は非常に良好である　本作品のコンデfション・レポートを作　　　　たらされたウドニーのコレクションのiliには、1998年に国・’ノ1西洋）ミ術：
成した修復家デイヴィッド・チェスターマンによると、10年ほど前に修　　　　館が購人したグエルチーノの《ゴリアテの首をもつダヴィデ》も含ま
復家テfモシー・ワトソンによる小麦粉・にかわ裏打ちが施されてい　　　　れていた　そして彼の兄弟ロバート・ウドニーのr・に移り、彼の死後
る　カンヴァス枠そのものは、19Ull紀にイギリスで作られたもので、松　　　　　q800年｝、180．1年にロンドンのクリスティーズにて競売にMlされ、↓ソ、
材が川いられている　そして1992年には、デイヴィッド・チェスターマ　　　　後、イギリスの個人コレクターのr一を経て、アイルランドの佃人コレク
ンによる表面の洗浄が行なわれ、占いニスが除去されたのち、モウ　　　　ターの所有となっていた
イリス20合成樹脂をメディウムとして補彩が行なわれ、MS2A樹脂と　　　　　　さて、サルヴィアーティ公爵家の絵画コレクションからウドニーの∫三
ダマールニスが新たに塗り直された．全体的に僅かな補彩を除いて、　　　　に移ったことは、ロバート・ウドニーの死後に作1戊された所蔵品目録
大きな欠損等の損傷はない　筆者が紫外線による実見検分を行な　　　　に記載されている，，fslしかしながら、それ以前の所有者に関しては
った際にも、｜：要な部分に大きな損傷は確認されなかったものの、鼻　　　　明白になってはいない　ディーラーのデボラ・ゲージは、本作品がマ
梁のL部左右に小さな補彩、唇のド部から右顎にかけて、）Ylsの右ド、　　　　ルヴァジーアが1ボローニャ1由i家列伝』「グイド・レー二」において記
胸部中央、さらに1「色のシーツの各所に、近年の補彩を・」1す小さな　　　述しているボローニャ大司教ジロラモ・ボンコンバー二枢機卿日621一
無蛍）℃部分が見られた．さらにルクレティアがfにする・J・剣のヒ部、　　　168・1）のコレクションにある作品として、現在マホン・コレクションに含ま
そしてカンヴァスLドの周縁部にも同様の反応が見られた．　　　　　　れている《ターバンを巻いた巫女》（マルヴァジーアが《メディチ家の
り
皐友！　11己述しているもOf））ヒ並んてtt己述ざれているルクレティア　　　　　　1ルクレティア1の物”llのliN，（1　i，己述ヒしてU）典拠は、アイトウス・リウ
てはないかヒいう仮説を1’tてている　ト“しかしなから、それをソこIJけ　　　　イウスのローマ1足「「第1巻58節てある　ローマの1タルクイニウス・
る，，］1拠は／♪のヒころ見つかっていない　むしろ、このターハンを迩　　　スーヘルフスの，∪、∫セクストウス・タ，レクイニウスか汐ルクイニウス・
いたΨ女に関しては、当初シvン・カルロ・ア・メアィチ枢杖卿の所イ1　　　　コ／ラーティヌ7，の」2ルクレティアを剣て脅しなから凌1｛♪してしまう
3るヒころから、ハルフ叩ヌノチのll己述に従・・て、川枢機卿のタヒ後アン　　　　それを恥したルクレティアは父スフリウス・ルクレテでウスと人コノラー
アィオキア総人μ1教細ノ1を務y）なから枢拭卿になる前に没したヤコ　　　　テでヌスに’川1㍉を，1色明し、その後、1矧1に1；．1しlh・・ていた知剣て白ら
ホ・アルトウで一フYの∫に移り、その後177gflまてにイキリス人の第　　　　の胸をVtいて〔ド∴した　ローマiRにおいては、この‘llf’1をき’、かけ
3代カウハー卿シi一シ・ナノサウの∫に移り、その後さまさまなrを　　　　として、1政ローマか貝和制ローマへと移IJすることになるのてあ
経てマホン・コレクシ←1ンに人t・たヒ　般的には考えられている　1　lt）　　　　　る　このルクレティアの物。liは、lll代からルネサンス、ハロノク期にか
ノJマルウァシーアの記迩のiliに、もうひとつ1ルクレティア1の†身像　　　　けて、ホノカノチ］をはしめとして、さまさまな文学のlllて貞節を守っ
についての記迩か見られる　フィレンツ1のトスカーナ人公家のコレ　　　　た女’1’1の鑑として常に賞仕されてきた　H，
クシー1ンにY身像の．Jレクレティアかrヶまれているのてある　11］し　　　　　　ノJ、中アウクスティヌスは神のP［i第［迩19節て貞節を守ろうと
かも、この伯品に関しては今のところ現Wl1品とのl」弔Lはそ1なわれ　　　　しなから、意に反して暴力を受けたルクレティアを、貞節に対する愛
ていない　しかしなから、マルウァシーアとバルティヌノチの1，己述の　　　　によるものてはなく、ノ∬恥心から川た弱さによって自ら命を絶ったとし
あいたにはいくつかの矛盾か見られるため、今後ii’G｛lllな比較検詞を　　　　て、その自殺そj為を批判している　つまり、ルクレティアの姦淫の罪
要するサルウィアーティ家のコレクションに人る以前の来歴に関し　　　　は問われないか、神の法に従うと、彼久は自殺という殺人罪を犯した
ては、サルウィアーティ家かメティチ家と姻戚関係にあることを州酌　　　　と批判している　・lhつまり、死による潔白のlt｜1より、神の救いを求め
すると、本イ11’r　filiかメティチ家のコレクションからlllたというll」能’1，1を完　　　　てノ1きることのili’麦’1’1を，11↓いているのてある　しかし、イy　f’1品の楢
全に捌除することはてきない　たたし、すでに述べたようにエリサへ　　　　図とll‘｜払に閃係すると思われるp己迩は、オウィティウスの1祭歴1に見
ノタ・シラー二のくルクレテfア》か1661｛1頃のイilと考えられるため、　　　出すことができる［彼女は：度II占そうと式みて、コ皇やめ、四度1｜
少なくともこの川朋には本イ］ll占かホローニャにあったll」能Vlはijl常　　　　に息を決しましたたた、このときにまなさしを1けたのは、Ilflそうとす
に高い　ホンコンパー二枢機卿かインノケンティウスX［Hからホロー　　　　るためてはありませんでした」il7内llllの呂悩を隠しつつ死の覚拍
ニャ人pJ教に任命されたのは1651　“12J“IIIのことで、このあと彼は　　　　を決めて父と人に∫糸111をmTiす決口、をしたルクレテfアの姿かここに
人1・J教宮殿とギャラリーの改築造営に元「汀し、クイト・レー二の名1］　　　描かれているのてあるそして画家と我々観者の、1ノ．場は、彼女の晶
を含むコレクションを形成してゆくことになる　iL，仮に、£際彼のコレ　　　　を聞く父ルクレティウスであり、人コソラーテrヌスてあり、ユニウス・フ
クションに木f／品が含まれていたとすれは、ホローニャのさまざまな　　　　ルートゥスとなるわけである　こうして、ルクレティアのi題は、女’1’1
Ψ’ll；’やトj　l体のために宗教1［lllをll，IMilしていたシラー二が小1／品を眼　　　の貞節とll義あるいは忠6と［に対する徳の勝利を見、そして・ノJて
にする機会は問迫いなくあったと拍測することかできるその　ノ」で＼　　　はllllしみからの角∫1放の丁段としてrl殺そ1乃よりもトiliへの祈りを選ぶ
彼友は1661f卜3月にはトスカーナ人公コシモ3川から人がかりなイ’l　lllll　　　べきであるというキリスト教的倫川感をも含んた、複朱llな内容を孕ん
のli文を受け、フィレンツユと関係をもっていることから、　Rlメティチ　　　　ている
家所イ1のrtルクレティアtlを見たITJ能Viも1分に残されている　いす　　　　　1り、Tノ四洋Xl，1肺1｛は、1998年にクエルチーノoプコリアテのIVIをも
れにせよ、／♪後の，，’r細な調Wを必要とする　　　　　　　　　　　　　　つダウィテ2（所蔵番りp1998－1）を購人しているか、本11品は、この
　クイト・レー二はかりではなく、15‖卜紀以来、「ルクレティア」を描い　　　　クエルチーノのイil品のlll所イ」者てあ’）たション・ウドニーのコレクシ
た作品は放多く見られるか、中てもレー二は「ルクレティア」と「クレオ　　　　ヨンから出たイil　l｜nilであることに加え、　i　71H紀ホローニャ派を概観する
パトラ」のi題を好んて摘いている　しかもマルヴァジーアの伝える　　　　トでも、イタリア・ハロックのイ］品の少ない’1］館の所蔵品に木イil品が
ところによると、’illl3丈人として名を1弛せていたテ・ピアンキ公爵人人　　　　加えられたことはきわめて意義深いと，，える　　　　　　（高梨光ll）
やハルハノツィ公爵人人をモテルとして「ルクレティア」や「クレオパト
ラ」を1題とした伯品をいくつか描いたという　FHさて、小竹品の来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。1歴に閃して1迩したように・「’レクレティア」をtl71いた仙1・は・そもそも　DDS・。phel，P，，，，、伽∫，品，，1　AC。，“。1，V（」　（T（it（，／。．9tte　ol／“＿f，～
枢機卿のような高1“t　J“1職者か？i文したり、あるいは所イ∫していた経　　　　　　IPt”i・（1〃tnho（／u（tOil’　t（・x’t，　Oxfor（i，　Phaidon　l981
糸働る　　　　　　　　2）㍑㍑，》ll；，1撚瀾㍑；1｛lltl㍑∴∫llll；8Rem’”m
　小1］品のヴァージョンてある旧ヴィーティ・コレクション（flg．1）の作　　　　3）DStephen　1’1　1’i’Hく，　oρ〔at　p　29Lllo　208
品は、教111クレメンスIX川（シューリオ・ロスピリョーシ）のために制イil　　　4）DStephel1　PI　PPI　Iくθtiiclo　Reni／’oρ（’ta（Ol〃ρ！（」t（1，1988　P　341・no　52・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pB8
されたものと考えられている　さらにクイト・レー二最晩ηθ）イ／品で　　　5）DStq）hen　p［　1il、I　R（∫tiido　Re〃t～Pt、a（　tt（（，　（）／舵ρ（，（ltl〃4　C’Oirlρo～ltlθ〃～
あるローマのカピトリーナX術館所蔵θ）《ルクレティア》もまたサノケ　　　　　‘Aitibus　et　Htst（）「ldCi　’1999，　n　1391）1）　30“：3S・　tig　3
・テ・1｛馴！Pのコレクシ・ンにあった1・i、ll，てあるまた、n・・rl　ii“iの＊　6）1㍑？｛llA　PIR‘“’［’G〔』’／Wノ…ψ”lt’　x°1］　195r）・　pp　（｝8一
歴の’1］否とは別に、マルウァジーアか，己迩しているように、ホロー二　　　　7）Ferdm・mdo　U（iM　［］　［、　ltalta　Sa（’（～～∫θ（・d（・eρt～（σρ’～ltCt／ICi・c・，　tomus　l1，
ヤJv　，t］教ホンコ・パー二幽1・‖のコレクシ・ンにも《ルクレテ・ア》が　8㍑淵撫1；三：ll、。gue　ot　the　e，、t＿“c，ct＿，．P，（．，、ir．～
含まれていた　このII；代ローマθ）女門ルクレティアとキリスト教的倫　　　　　be／（川g〃，g，。　Robett　（Jdny，　E～（7　De（　eci～（・d　Catalog）tie　ot　the　Pt（　tttre～
理とはど0）ような関係をもちうるのであろうか　　　　　　　　　　　　　　　at　Teddir～41°n’1802’　p　19／20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　CCMALvAs1へFelsia　P1　tt〃（e　Vltc）de’PlttOttわ（ノ104η（・～’，1841　tOmo　II，
lo
　　　　pb2　G　l’1＼、lD｜（人M　KII＼o＼　1〃～‘‘，’、‘・t〃’4〃’‘・／／イ／／’‘∫〃∫3〔’t（）（／”（・　7／’‘・〃‘・〃～s　　　　　　　　　　l｜《）wい、いl　th（ite　｜×dlso　El“dbettd，Sltdlll（16S816（）5ジs　almost　exd（．t
　　　　Uf〃，f〃’（‘，〃（・（〃t川｛exh｛，lt）19971）Bl　nob2　　　　　　　　　　　　　　　　（o｜）、《〕l　th（・（OII）1）OSttlOII　ot　thいlh“・e　Lll（Ket］d　y（・ISIOIIS、1nd　he｝work　Is
1〔））hhPP・B、11・IN［11・I　Wに’・’・／・”ハ・！・w〃・／・イ”∫・・’μ〃・・ノ・’C〃〃〃／・”・”〃　　・・“川th・・G・lhl・B・叫h・…R・m・（hgうγ
　　　　・〃・・18川817｜VP2811・・”…／’θ’〃・1・1ぐ・’〃’・・ttd　dl　（1〔’　　　lh｛’　lds・11・h・91・・tllt　1・tll・t　tllc…“川19・・LuQet・d・・lght　rl・9
　　　　（…lh　1‘）31　plB・150・GFI＼・IDI＆MK・｜’〈八・ρ・”1・Bl　　　hl、q．lmSl川川、、、。rk川dl川dl、、1、。旧，，m。。thl，、1，。、，。d　Whtl。lt
1川（（M、1～＼s］＼・ρ（’／ll　l）bスPlい…　1いS（・tい川ss川1いAII（・〃e　le　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜［｛1、　t［（・（，1｜　1］｜｛｝tlql）｜　111）　tllltll　｜1《）vv　「｜｜‘1｜　Sll‘1111　｜）（lse（i　11（、r　〔（［1）y　〔）1ユ　tt｜（、　（1x－Vltl
12、　1‘lllllin、　111；1’ll，llllll1∵lll烈㍑d、＿，，＿，，“。、，。、，，，＿、1川717　C・…d－・卜1・・L－1・・・・…n・・w－rll）9　II1・hc　ex－V・・
　　　　　・1・87・PP　5LススC、　N｜、，、、，1、。1川，｜I　P、2　　　　　（°ll“dl°ll’い“i°i）　，uid　hei　1］，）tt　is　1い1’　Ul1川dllge‘｜
B・（・M、、い、、、。ρ、，，｜［P　S9り　　　　　　　　　　R，tth（’1　lt　SW（川ld’ecim　th・lt　S“d川…P・1・d・1・lln・・い・mPl・t・
ll）（CM・・、・・1・・i・、〃｜l　l・57　　　　　　　　　　tc’ndltt（’11°f　the・°lnP・’lll・n°t　th・NMWA・…1・・Fu・the・Sll・m’・s
15）V、｜IRIII・M∧＼IM・s　1・？・・’・〃〃〃・／’・／・〃・〃・／1’・・〃・・∫〃・〃・！，’〃・〃〃，　lll…VIL　I　　t・！h・’・w・1・Gl・・・…IA・・lt・’・　Sli…（1｛・10－1（・70）wh・w…　Guld（）R・nl’5
　　　　1　dc　pud“ltkゴ　0、IDIt，s　／h～〃　ll（｝85、s　G　Bo（（N（（｜o，1）（・〃，（，〃（ノ〃／）f∫s　　　　　　　faitlilul　ds、lstdllt　a］id　ddl、eartlstlc　dl｜v　ln　Bologna　A　prmt　by　SLraT）1
　　　　（1θ〃、＼ll＼TG、1く川Nl　L（・～Wρde／／〔・d〔川〃（・，〃u～’〃d（・〃θ～（〃’〃〃a　　　　　dl，lwll　hom　the（olnP《）、山〈川oいhe　ex－Vltl　Colle（．　ti（川work　remallls
　　　　～（ノc’‘1d（ut，1　dl　B（’olltlid　1991　pp　13（），157，247　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　extdnt（fl　g，1）　Otい1，’い11　fulthcr　fcls（．II）cltloll　1～thdt　this　prlnt　inclu〔ie～the
1ω　A“、v、11N，　tls〃（・（tt）ltclt（・d（・’（（ノ∫’h（1　p‘1gθ〃o，1、　XIX　　　　　　　　　　　　　　　　　～edl　of　dnd　d（ledKdtor、　ms（　Ml）ttoll　to　the　thei）ldte　Gal川el　Paleotti
17）Oy　11　）1t　sノ（’～〃ll　823－825、オウィティウス「「祭怜1高橋宏’い」｛・lll文利・　　　　（1522－1597）the　f］rst　A｝（hblshoP（）l　Bobgnd　and　tl｜c、1uthor　of　Z）’～（（）”～0
　　　　1‘｝9　1　fl・P‘B　　　　　　　　　　　　　　’〃t・m・川〃ρ／川・9〃・～・θ（’・（イρ’・t（tn（・（P・blL～hed　l582ジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thll～，　we　c・m　see　th・、t　the～e　two　xvork．s｝）y　followets　extlemely　do～e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　Guldo　Reniしdn　pro、tde　lml）ottdnt　IIMt．S　III　dn　lnvestlgdtloll　of　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　proven、uKe　ot　the　NMWA　work　Ftnthe　resedrdl（川the～e　work．s　ls
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　needed
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　NMWA加θ（・tl（1　ls　］ll　extt（・nucl｝good（〔川（llnon　AccordingJ　t（）the
G田do　Rem　wd～、｜m司or　B《）loqnese　paHlter　of　the　l7th　c（intUtly　who　wcis　　　　colKhnon｝ep（）rt　oll　the　NMWA　wo｝k　prepdle（川）｝Ddvid　Chestenmdn
borll　m　Bologn、1　m　l575、md　dled　lll　the～dnle　toWI］ln　l642　Studytng　　　　dl）Ptox旧1，itely　lOycd“ag（）the（olls．　（）rvdt（）r　TLmothy　Wdt～oll　dpphed　d
flrstしtndei　De川s　Cdlvdert　he｜dter　elltered　the　Ccltid（ul・”dinily　　　　　pa、te　llllmg　tothe　woik　Thc　shet（hel　fot　the（dn、ds　ltselfwd～nldde　ln
d（ddem、、　wher（・he　l・kl1・wl）　to　h・ive　mdde　d　tllot（）llgh　study・f　works　　　19th（（・11tul’N　Engldrid，　and　Mn・lde　of　plne　Th（・11　m　l992　the～ttrfd（eof
flom　dntlq川t、、lnd　of　the　wolks（）f　Rdphdel　Re川tllc’n　wcnt　to　Rome、　　　　　the　woikwds　ded1｜ed　by　Dd、ld　Chestelm、ln、　dlKi　dftel　the　old　vdmlsh
plobdbly　hom　1599　througJh　l602，　tett川川ls｛」　to　Bol（）g」　na　ln　1｛）03　Whi］e　lll　　　　wd、　temo～ed，　letot“hing」w《）lkw，ls（dmed　out　wtth　Mow］｜lth　20　d、　the
Rome　he　wds　lllfluen（ed　by　Cdtdvdgglo　but　dftet　his　returnto　Bologna，　　　　　IDed川m　Finally　the　w《）rk　wdS（odted　wlth　MS2A、dU川．sh　dnd　Ddmmdr
hいwa～stiongly　mfluenced　bv　Lしldov“o（’dil・ユ〔cl，（md　worked　wlth　　　　Wlth　thc　e双el〕tl《川ohnmlm・111e－Pdmt川9｛h（・K・dle　no］alge　l（）sgeg　or
1．udowKo　m　thci　c　redtlon　of　the　fre～coe～fo｝Chle～d　dl　Sdll　M“hele川　　　　（）ther　ddmage　to　tl｜e　wotk　o、urdU　W｝1el｜lpxdmmed　the　woik　under
B（）．sco　ln　lbO5　He｜dter　ieturned　t（）Romc、md　h1～w（）rk　centered　on　　　　　ulti、Molet　lights．，lc〔川kl　not　disc　etndllY　mdjol　ddlndge　m　the　pmnciple
］）toJC，Cts　dt　the　Vdtlしdn　from　l608　to　16121t　wds　durlng　thl～penod　th、lt　　　　　dred～of　the　colnl）oslttOI］lcould　see　d～lna｜l　dmoullt　of　ret（）udllng　on
hc　f川dll＞begd1｜to　shoW　d　11（　h1），（　ld．ssicdl　sts・le　Relu～fmdl　y∈・dr～reyedl　　　　　botl｜Slde、　of　the　u｜）1）e川川dge　of　thc｜）ose　Al～o，　smd］1　flores（ent《11edS
dstyl｝stKしh・ln9（・IIl　h“1）dmhngs　chcitdc　tet　ved　b、91・正dudll｝bolder　　　lndicdted　mo（ien川etouchmg．，　from　the　lower～（・c・t］Oll・f　the　hP～t（）the
btu、hst　roke．s、　dnd（hdnge～ln　hl～ief］ned　pdlctt（・of　colotg　　　　　　　　　　　　　ngiht　Jdw，　the　lower　light　sl（ie　oれhe　t）edt、　the（enter　of　th（・dlest，　dnd
　　　DStephen　Pepper　l）ublishcd　d　full　c　dtalog」ue　Idlsom160｜1　G【lldo　Renl　　　　　the　wh］te　sheet　dred、　Thcsc　salne　ultravio1（〕t　hght－ustble　ch、lrdcten．stlcs
ml984　dnd　at　that　time　thi～NMWA加θ（・tia　wds　still　not　widely　known　l　　　　were　dlso　foUII〔11n　the　top　sedl（）ll　onh（・～mdll（tdgsget　held　Il】Lu（retla、
　　　And　yet　E　Bd〔〔hesdu　mh（）du（ed　two　woiks　lll　hls　l971（dtdl（）911e　　　h・md　and　along　the　t・P　d11（1　b・ttoln　edge・of　tlie　（　cii）、d～
Who、e　COmp《｝．SltlOl）～dre　dlmO～t　idc）i）ti⊂dl　to　thdt～een　m　the　NMWA　　　　　　Frheie　dre　d　feW　tl）terestlng　f、ldS　kll（）Wn　dbOUt　the　I）rOvendnce　of　the
woik　One　of　thege　Bac〔heg（hlpublL～hed　works　wds　m　tl｜e　V山　　　　NMWAwork　ln　l78／1　the　NMWA　woik　wds　l川t（．　hd～ed　tloM　Duke
Collc（．tlon　ln　Rome　dt　thc　nlne　ot　Pubh（．dtlOI｜　（toddy　m　d　l）nv・ltc　　　　　　　Sd］V］dtl　by　J（）hll　Udlly　thell　U｜e　BtLtl、h　（．on．sitl　dt　LcghOIII（Ll、・onlo）
BOIognese　COlle（．　tton、　flg　l）The　Other　W（）rk　WdS　eX－Spenしel’－Chutchill　　　　　（（On～Ul　l761－1796　SL“C（sS～Or　III　the　iOle　tO」0～eph　Slnlth，　the　flr～t　Brltl～h
Colledlon，、川d　m　1969　dllrmg　Bd（che～chピs　ptel）c）tdt10tl　for　h　Ls　l971　　　　col1～ul　dt　Ventce）Udns　then　cd川ed　the　NMWA　wotk　bd（kto　Britdm
しdtdlogue　the　w（）tk　hdd　elltered　the　Bdrolll　Colledlon　lll　r”loren（e　　　　　Othet　woik～taken［o　Itd］v　dt　the、dme　tlme　by　Udny　mclude　the　1）at）t（1
（today　locdtionしmknown）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tvi〃1～／’e〃t・（1（∫　of　（J（ノ〃（1’ノl　by　GueKlno　pしirchase（／1　bv　the　NMWA　III　l998
　　　111his　orlgmdl　Elig】lsh～c．　11s　101］ot　the　cdtdlogue　Pepl）ei　dttributed　　　　The　NMWA　Lt～（”（・ti（1　t］lc・111）d～．sed　mto　the　hdl）d～of　lolm　Udny’s　blother
both　Bdcche～d｜1－1川bh．shed　work．s　to　Rem’～workshop　h】the　ldter　　　　Robc｝itUdn～，dnd　dftel　Robelピ、　dedth（1800）the　pdllltlng　was
ltdlldl］ed山oll　of　h“catalogue　tdtSOIII’1（5，　pepl）er　dldnge（1111、　cittttbutioi）　　　　　　、川（．tloned　dt　Chrigtie～ln　Londoll　m　l801　The　p，untlngJ　next　passed　mto
ol　the　ex－Vltl　C《｝1］（・ctlol）work　dedaring　the　P・unhng　to　be　by　Renビs　　　　　thci　l）・mds　of　dl）Eiigflish　l）rlv・1tc）（ollect〔）r　dnd　sub～e（luC｝11tly川to　the
OWn　hand　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h・mcl～ot　an　lti．sh　pnvdtci　collectoi
　　　R（・2ardmg　the　NMWA　Lu（’（・〃θ，　the　work　was　l〕ot　wl（lelv　knowti　ptlor　　　　　’1’he　mformdtion　that　tlie　NMWA　Lti（i（・〃σpds～ed｜nto　the　hdnds　of　the
t〔｝加erlllg　the　NMWA　collectton、川d　thus　hd～been　n｝entLoned　ol　　　　Udl1、　fdinilv　flom　the　l）d川tll｜g　collection　of　th（・Sd［vldtl　faM11｝，T　ls
lepl（，duced川《｝nly　d　velyfew　exhlblU〔｝1）s、　catdlogues，　ot　other　　　　iecorde（l　lrl　the　colle（tion（dtdlogue　cieated　dfter　Robelt　Udny’s
pubiicdtLons　1’he　de、lrth　ot　COml），11dtlVC）mdte｝　ld　Ls　hds　me、ult　thdt　dt　　　　death　s‘However，　there　l～Ilo　mforl｜）dtlOll　oll　who　owne（hhe　work　prtor
pre、ellt　mdlv1（itLdl　te～earしh　oll　the　work　hds　llot　been（amed　out　And　　　　　亡（）thc　Salx，　Lati　du⊂dl　fdmlls　Deboi、lh　Gdge　the　dedler　ha～po、lted　thclt
Net、11日999　Pcl）1）el　lllho（hl（ed　the　NMWA　work　ln　text、md　　　　the　NMWA加（tet’a　mig」ht　be　the　Lu（’（・〃（∫palllt川g　le（orded　by　Mdl、d～la
photogrdph～，　statmg　Ill　thdt　1）ul）1i（　ation　thdt　l）oth　the　NMWA　work　and　　　　　m　the　Gllldo　Ren1～edl《）n（）f　hls尺イwlθ乃r～η〔（・ds　d　I）dllltlns」　thel）owned
the　ex－Vltl　Colledloll　work　we｝c｝dutograph　w（）rk～by　G田do　Re川’～owl）　　　　　by　Cdrdmdle　Giroldmo　Bon（ompdgm，　Archbi．shop　of　B（）lognd（1C）21－
hdnd　Peppel　d、ited　tlle　NMWA　work　to　l（）36－138，　and　the　ex－Vln　　　　1681）whlch　he　f川thet　l）aned　wlth　the∫、／）1／（Mdlydsla　called　the
C《）lledloll　work、lsdnしml川～hed　work　ddnng　to　lb4（）－1642　　　　　　　　　　　　palntlnべld　Slbllld　dd　Medici）whLchIs　now川the　Mdhon　Collcictlonり
　　　hlact，　the　style　of　the　NMWA　Lttctetia　i．s　extrernely　（lose　to　the　style　　　　　　At　th1～polnt，　there　l～no　speuf｜（～uppo川ng　ev“lence　to　tinder～cole
～een　m、4∫’わv／（flg　2）ln　the　Mahon　Colledloll　d．sslgned　the　date　of　lb35－　　　　　thls　hypothe．sis
3（）Furthei、～（holdr～who　hdve　c1（tually　s．　een　the　NMWA　work　guch　as　　　　　　It　ls　generally（onsLdered　that　the　Mdholl∫y／，〃wa～fllst　ln　the
Sopntendente　dl　Bologna　Dl　Jddtdnkd　Bentini　and　Sc）prltelldente　dl　　　　　collectLofi　of　Card川ale　Gian　Catlo　deMedlu　dnd　then　accordmg　to
Romci　Dl　Cldudl（）Strlllatl，　ha、ewrltten　ds．supplenientafy　oPll）1011S　that　　　　　Badmucu～rec（）ld～aftel　Glall　Carlo’s　death　the　p、11ntlng　pds．sed　lnto
the　NMWA　woik　i～dwork　by　Guldo　Renl’s（）wll　hdnd　　　　　　　　　　　　　the　hall〔ls　of　Jacobo　Altoviti，　the　Tttular　Patnarch　of　Antloch　who　dled
ll
before　belng　made　a　Cardlnal　Then，　m　l779，　the　Mahon∫yわ〃entered　　　　　l（）ve　of　chastity　but　rather　from　weakne～～and　her～ellse　ofshdme　db｛｝ut
the　cotlection　of　George　Nassau，3rd　Earl　of　Cowper，　and　then　pd～～ed　　　　　the　atta（k　ln　other　w（）rds，　he　dld　not　dccuse　l，u（retla　ot　the　sm（）l
through　varlous　hands　before　enterlng　the　Mahc）n　Collection　Ic＋＋　　　　　　　　　adultery，　but　rather　crlnu∠ed　her　for　hdvmg　brok（・ll　God’、　ldw　by
　　On　the　other　hand，　Malvasla’s　te　xt　a　Lso　rec（）rd～dhalf－length　Ilnage　of　　　　commlttmg　the　sln　of　murder　ln　the　ca～e〔）f　her　own～ulude　ll）Thu、　St
Lucretla　Thls　ls　the　hdlf－length　lmage　of　Lu（　ret’θthen　m　the　collection　　　　　Augustme　emphaglzed　that　lt　was　more　lmp〔）rtant　to　hve、md～（、ek　the
of　the　Gran　Duke　of　Tuscany，　Florence　luFurther，　no　extant　pa111tlng　has　　　　　sdlvation　of　God　rather　thdrl　prove　Ilm〔）しelK　e　thlough（tedth
been　matしhed　to　thls　Gran　Duke　of　Tuscany　hd旧ength　lmdge　Glven　　　　　　However，　the　text　wh比h　seems　most　duectly　reldte（1　to　the
the　number　of　inconsistencies　that　cdn　be　seen　between　the　records　of　　　　composition　of　the　NMWA　Lucretia　cdn　be　found　in　Ovid’～品s〃hl　1．s，ld（
Malvdsld　dnd　Baldmucci，　further　detdlled　comparatlve　study　lg　requlred　　　　　　Butt’s　l83：3　Engllsh　tran～lation　of　the　Fa～tl，　the　relevdnt　pd～～age［edds
The　provenance　of　the　NMWA　Lu（　re〃o　prlor　to　enterlng　the　Sdlvlat1　　　　“Thrlce　attempted　she　to～pedk、　thrlce　she　falled、　and　hdvlllg　attemptc（｜
faiTLriY　can　be　gues～ed　glven　the　m－1aw　relatlonshlp　between　the　Salvlatl　　　　lt　the　fourth　tlme　she　ral．sed　not　her　eye～”17j　Thus，　weωn　see　how川c
family　and　the　Medici　famlly，　and　thu．s　we　cannot　completely　rule　out　　　　NMWAムα（retla　composltlol｜depicts　Lucretia　as　she　i．s　determined　to　tell
the　pogsibility　that　the　NMWA　Lucretia　came　from　the　Medlu　famlly　　　　her　father　and　husband　the　detalls　of　her　tdle，　even　ds．she　col｜（u、11s
colledlon　However，　a～noted　above，　lfwe　conslder　the　ca　1664　date　of　　　　lrom　them　her　sufferlng　and　her　deuslon　to　klll　herself　The　pdnltel、dnd
Ehsabetta　S！ranl’s　Lucretla　palntlng，　then　there　ls　a　very　strong　　　　　we　asvlewers，　stand　ln　the　poslnon　of　her　Fdther　Lucrettu～，　her　hu～band
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date，　Boncompdgm　began　to　renovdte　and　bulld　the　Archblshop’s　　　　andωnversely，　ln　terms　of　Chnstian　ethlcs，　the　behef　that　one　rllll～t
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Ctvltcltls　det，　book　1，chapter　l9，　but　he　dlsdgreed　wlth　common
opln“川s　of　the　story　He　noted　that　though　Lucretla　malntalned　her
chdst】ty　by　kllllng　herself，　her　cholce　of　sul臼de　dld　not　colne　from　her
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1816）の／ピ日を直接補／ノ［1するようになv、たカベはラビーユ＝ギアー
マリー＝ガブリエル・カペ［1761－18181］　　　　　　　　　　　　　ル家に生涯忠実に尽くし、1782年から師の逝去する1803年、そして
《自画像》（デッサンをする画家）　　　　　　　　　　　　　　　　ヴァンサンの逝去する1816年までアトリエを離れることはなかった．
1灘㍑ス　　　　　　　　　　ラビーユ・ギアール…」lkも儲雄、・，1・マリー・ガブリエル・カへ嬢と
7Z5×59・5cnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カロー・ド・ロズモン嬢のいる自llh「像》U785年、メトロポリタン）ミ術館）
Marie－Gabi’ielle　Capet［Lyon　l761－Paris　1818］　　　　　　　　　　では・同ll1Jの姉妹弟Jlとともに・24歳のカペの）↓い姿が留められ
∫e／fLpθ171τait（L’〔〃’tiste　occuρe’e　il　c／（？SSitl（21’）　　　　　　　　　　　　　　ている
C」78：1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩、パステルとともに、ことにミニアチュールによる肖像を得意と
（）i［〔）llc（1n＼Ils
77．5s〃59．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したカへは、師と競合を避けるためにあえてその分野にr＋を染めた
1，r”x．ellilllc．¶1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とされるが、実際ぴ）ところ、生涯にわたって汕彩作lllllを描いており、硫
Colleclioi］　Saiill一八la｝y・Pa「is：collucli°ll　Pal’hcu｜ie’「e・New、ノ゜「k・　　　　　　　　　細は不明である」’i　l．カペの最初の作品発～ミは1781イilの「ll∫年）こ術
Exhibilion：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家サロンSalon　de　la　jeLlnessc」と杉えられるが、そこには1785年ま
Sal〔m　de　la　i〈・uneSSe、　1’aris，　178：3　（1）r（it　umvd）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で11h］，lilを続けた　1787年にはll室からの注文を受け、人・｜lil：命直後
ぽ　；ll〔∵ll｝ll、。1、　D。r、、，、。，，“。“，、Cc、，（）t，　Pa）’、，．1，、s・1．，、。．　　　　・・1791・1…サ…S、1。。　libr。・が姐・ll・i家1・も1肋れると、そこに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出品した21人の女性画家のひとりとなった　そして以後も1814年に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至るまで、サロンには継続的に川llhを続けた
1761年9JJ6Hにリヨンの慎ましい家庭に生まれたカペは、1780年頃、　　　　現在確認される作品の数は多くはなく、パステルやミニアチュール
画家となるためにパリに出たことが知られている、、この地でカペは、　　　作品はフランス（ルーヴル、マルモッタン、川のこ術学‡交、ヴェルサイ
女性として最初のE、ヒアカデミー会員となる肖像画家アデライード・　　　　ユ、カーン）やアメリカ（クリーヴランド、スタンフォード）をlli心に公共
ラビーユ＝ギアール（1749－1803）のアトリエに人門した　まもなく彼女　　　　）こ術館にも］iJ　i’蔵されているが、それでも多くは個人コレクションに人
は、師とその夫の著名な画家フランソワ＝アンドレ・ヴァンサン〔17・16一　　　ったままである　汕彩に関しては、さらに少なく、ディジョンの）こ術館
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を袖1／1する7£て描かれているのてある
　　カへのイ・f！1品は、カンウ・’スを前に、チ1一ク・ホルターを拍つ「画
家としての」姿て描かれた魅力的な伯品てある　ホン＝ヌフの傍らの
｜・一フで一ヌ」ム」易てJI’，　f・i・のt“LillFete－Dleuo）1［Cこtllj　ll・eりようにIJ｝Jカ・
れていた巨1戸Dこ術家サロン1は、い’ノアカテミー会員以外の　般の
画家たちか参加する展覧会としては「サン＝リュソク・アカデミーのサ
・・」とともにイ∪・的なものであったヵペはljlJ門のタヴリ・レ嬢、フレ　llぽ蕊llll｜；：ll，（1ぽ∵、｜㍑1，1；1’lill；1、：1；慧tll、lll∴1；1；ll
ミー奴らとともに1781イ1からここに出品した、その際、カペのパステ　　　lntel）t　Up《）n　i）e（．。mln｛i　，11）dLl］t（・l　h｝Pdtls　Cdpet　elltered　the　studio。1
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的なアクセントをもたらしている　まだ22歳の才1，々しいlllll家の顔は、　　　Pdmte“dnd　CdPet　wd～one　of　21　wolllel）who　dist）ldyed　wo「ks　irl　that
ほぼ2・1後にラヒーユ・キアー・レ酬1・に齢・たも・・よりも幾分ふ　～dl蹴llll㍑ll（蒜1、蕊蒜1｝濡1㍑1隠1＿e，。w
っくらとしているか、紛れもなくカペの容貌の特徴を伝えているそし　　　　Fren⊂h　and　Ametcan　pubh（．　collcc　tions　］n｛／　］ucle　past（．，ls　cmd　m川1、ltures
て1ili［　lf“　7iN－　M，として、181H紀風0）官能的な趣を強く残しながらも、＊刷5　　　by　CdPet（ln　Ftance・dt　the　Loし1、「e　Md「ll）ottcll｜・E（°］e　de．s　Beaux－Aits・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VerSdille．s　and　C・）c・11　and旧Amerl　〈．　El，　at　Cleveldnd　al｜d　Stailford）c）ll（｜
代を扮；1，するような簡素さど十1｛㍉さを見せている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Ind］o｝Lty　of　her　other　extdnt　w｛）tk．s　m　these　mcdl、1　are　ln　l川vate
　　この1日代、女1il芸i・lll家の登場は人々の？i　l　lを集めるようになって　　　　collection．s　C、lper～extdnt　oil【）dlllnngs　dle　evell　f（・w（・1　III　numb〈・r　Two
いた1800年のサロンには180人0）出品者中、25人が1＞〈　jlilであり、　　　oil　Pdlntlll9．s　d「e　of　sPeudl　not　（コ　，　he「femdle　Po「t「dlt　ln　the　Dijon
l8・8／i・a・サ・・では311ノ・・1・｛6人を放えた・・カペはそのようなIll　篇llll〕㌫1＝ll：㍑1㍑ll；ll㍑蒜；㌃U蒜lll二1
川をノ1きた女’1ノ｛lllll家としてきオ）めて・和要なW宿をtllめているそし　　　　〔o〃，te　de　l’E〃，ρ〃（・（exhil）ited　tn　l808　Sdlon　68×83〈m，　au〔tioned　m
て、この竹｜lnllは彼女の代Vgl’1のひとつとして、・li館の18111紀）こ彿1コ　　　　1991　dt　H6tel　Dlou（）t　P・u　is）The　Munich　wo｝kwhicli　takes　up・l　scene
レクシ・ン酬1するとll・Jn｝に・欄（…において石過されている　1：（1nv）ii，i，i：le、蕊晋1｝1㌫llll㍑）1∵lltl蒜麗ll∴，1，ll・li
lllll｜家のlt｜111｜1像」というi題を浮き1．からせる、買市なM例てある　　　Labille．Guidud　dlld　Vlell　Cdpet］s　seell　holding」dpalette　l川med　Wlth
（ちなみに、’ll館の版lllll糸描宇には、パステルによる珍しい女’1／1画家　　　　1）igiコ）　c’　i）ts・　‘in　dble　dssi～tdi］t　to　he「tedclle「
川・ll像かJ・・Ji…’・IILされている）1・　　　　　c、：濡二蕊∵1∵1蕊ll：ご1111鵠ご：ll蕊黙ll
　竹llllの保右状態はきわめて良く、袖彩も川τ二の∴ll分その他にf“1’・　　　Salon　de［d　leunesse，　he｜d　e、KhyedrOll　the　ddy（）f　the　FC’te－Diet：holiday
かに”AcJ．められるものの、ほとんと見’［Gたらないと1，ってよい　たたし、　　　　m　Pld（cDduPhll｜e　ned「thc　Pont－Neuf・　was　olie　of　the　m・11n　exhlbltl〔川9、
・・ll∬1の1・）・イfC・それぞれ2Cmほと・カ・ウ・スカ・糸1＊き足され」・1・l　l；：1：㌫ぽ；：蒜ll蕊lllぽlll；㍑；ll㌶1∴1；二ll㌦
き加えられた跡が見受けられる　　　　　　　　　　　　（高橋1リ1山）　　　　Ldbille－Guiard　pul）iLs　Mlle　d’Avrtl　dnd　Mlle　Fr61ny　Cdpet　began　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibit　m　the　Sdk）n　dtt　Jeunes～e　m　l781　1t　LS．said　thdt　Capet’．s．sel　f－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　POrtr・Ht　in　pdstels　］n　thdt　first　eXhii）ltlOn　Was　eye一ωt（hmg　alld　dttraCte（1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cr｜tlc三11　（1ttentl（）ll
ll
　　　’1＼～’o　Vいllrs　lハtいr、9　0f　l，；1billい一（hli；trd’s　fい111ille　slUdいnts　いxhihi｜いd
works｜《）9いth（・r　ill　the　1783　Sa1〔）11　de　la　lや1川ess（・．　lt　is　thou　gf　hl　t］1：ll　CaPd
いxhib“いd　tllv　N～．1WA．S’（’〃－1，0t’〃』（〃’～ill　that　1781Sいxhil）itiol｜，　Ol1V｛，1’山e
lllally　l）1’inte（l　reCOrdS　Oh’e三ldiOllS　by　tllOs（・WhO　Saw　thiS　eXhibitiOll
COIlll｜lel｜ISOI｜（’；ll八・ビSN、・《，rk　il｜｛hいいxl｜ibiti（［1｜：
1，いS　ll「tis　teS　qtlis¶　S〔｝11｜　le　PhlS　《listil19U（元eS　dallS　le　9いllre　（｛IU
P｛｝rlrilil｝、「）111e（’aPe｛Pi）rait　pltls　fOrte（llK，　s（’s　ri、’ales』Lu　POrtrilit
de　la　l）elI）《）isellいqtlidessine（・st　ll　9，　t－（’・ab｜Ul｜1（itlt　P（，Sい．“1’
　　　14、111メt｜｜（、｜’、　ill　tll（、　 」｛）tl1．1｜tll　N（ノ’∫’｝（，1／（’s　（！（，　 ／f∫　le（JIノ’ノ／，／i‘／”〔ノ　‘ノ（ノs　 1〆‘ノ／ゾ’．（）s　〈’／　 ‘／（♪＿s’
！1〃．s，　Pahin　de　la　I’31ailchcrie　n｜alveS　SI）e（’ial　Ilot（・of　CaPcピs　self・1）〔｝rtrait、
alollgwilh　col】lmellts　On　the　w（）rk　cxhibil．ud　l）y　Mlle（．1’Avril．い
　　　The　NMWA　sell－POrtraiピs　depictiOll　ef　t｝ハe　artisビs　anil｜lated　figUre
exudeS　a　keいn　selise　of　life．　Cal）d　haS　a　chalk　holder　in　her　right　hand、
、～’ith　；1　Cill］Vlls　On　easel　as　hel’backg」　roul．｜d，　and　her　large　blue　eyes
tllrll｛，・（1　towards　the　viewer．　Capet’s　Flemish　style　of　detailed　brushwork
ably　renders　the　lut　trous　fe（・10f　her　satin　9（．）wn，　with　its　b（．）ldly　l（）w
dいc《川dage　refkxrti［．lg　the　f～1shiollable　vivacity　of　women’s　clothing
dlll’illg　that　pet’iod、　The　blue　ribbolls　wrapped　around　Capeピs　head
sccln　to　be　lna（le　of　the　same　satin　fabric　and　provide　an　（．・ffecti、’《．・
accent　against　the　dark　back．g　roulld．　The　face　of　the　pこlillter，　still　a
yOlm922　years《）ldjs　sOl．newl「｜at　fuller　than　tllat　seell　in　Labi｜le－GttiarKi’s
wol’k　Painted　two　y（．、ars　later，　but　it　c（川veys　without　qllestk）1）CaPet「s
facial　f（i｝（ltUres，　The｜．）ainting　surfac（：・ov（二・rall　reveals　a　str《）ng　lillgs（・rillg　of
18th　cen加y　cal’nal　sensibi］iti（・s、　while　als《）℃om．’eying　a　siml．）licity　iun（1
directlless　thi｝t　fOre回hhP　C（｝millg《）l　a　lleW　age，
　　　Attentioti　has　f（）（．’Used　o1｜the　aPP（・artll1℃e　of　women　artists〔hlring
this　period．（．）f　tlie　l80　artists　who　displayed　work　il〕the　I800　SIIIon、25
0れhum　were　w（）mel．1、　al】d　ill　the　l808　Sal（川that　llunlbcr　llad　in（・reased
to・．16w〔｝1．nen　illnongst　the　total　of　311al’tists　disl）laying　works．二l
　　　CaPet　occupied　tl1）eXtreme｜y　iml．）ortant　P《）sitk）ll　aS　a　womal〕Paillter
alive　durii．lg　this　period，　Sin＜le　the　NMWA’s　llewly　acquh’ed　sell－1）ortrait
is　One　of　CaPeゼS　IIlajOr～v（．）rks，　the　Painting　Ilot　Only　str（，－i1）I」thK，i1）s　the
NMWA’s　coUediて川of　l8th　cellt川3’art、　it　also　stands　as　a［l　hnportant
example　ol　the・artist　self．portraiゼ’theme　ovc・nrlooked　in　th（・NMWA’s
Perll．｜an（・1．｜k：0‖ecti（川galleries．＋1‘
　　　The　NMWA　Capet　is　in　particularly　good（・ondiUoll，～md　with　the
exception　of　slight　touches　of　rcPaintillg　in　the　eyebrows　al〕d　other
areas、　we　call　say　that　thercv　is　almost　no　l’eworking　visible　il】this
paintin9．　H（．）wey’er、　each　edge　of　the　callvas、　tOP，　bottOm、　right　ilrl（l　left、
has　bcen　extel1（led　by　aPPrOxil1〕atcly　2℃m，　tll］d　there　we　Can　see　trac（：）s
of　additional　l）ainting．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　Takahashi）
Nok．・s
l）　Ann　Slltherlal．ld　l・｛arris．　Lillda　Nochlin，　W？，ノηeηAt’tists．’155θ一／95θ、　Npw
　　　　YOrk、1989、　p．195．
2｝Al川c　Marie　P～Lssez諏ノ（・／θ’『イ／（・1．θ／，i〃（・一θ～〃（〃て／，わi（．）9”a’pん～e（・～（’Cl’f〃〔，9～κ’
　　　　t’（liS（川〃‘∫d（・soノパノ（・fノど・’ζ．・．　Paris．｜971，Pp．19－20．
13）　　Le　colnte　Arnaud［）Oria　as（luoted　inoρ．（’i／，，P．10．
4）〃，～〔／．
5）Walt｛．vt・Shaw　Sparrow，　Wb〃～〔・〃1．）（li〃’（・’s　of〃’（・Wノ〃（／，　New　York，197G，
　　　　P．17G．
G）　Anotl“・r　rau’e　sell－portrait　l）y　a　femalいartist、　Maric　Genevi～・ve　Bollliar（Fs
　　　　．～（・1〃）（）〃”θ〃（D．1977－Dis　f〔．）しmd　ill　the　NMWA’s　Prints　alld　Drawmgs
　　　　（1（　）ll（、（：ti（）ll．
1～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行なった，、ウィリアム・モリスなどとも親しかった彼の作品は、油彩
フランク・ブラングィン［1867－1956］　　　　　　　　　　　　　　　のみならず、膨大な数の版［llliを中心に、壁画、ステンドグラスやタピス
《しけの日》　　　　　　　　　リーのド絵、1端浮、ポスター、家具デザ似ブ。ク．デザインなど酬
1889イド
汕彩、ヵンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に多彩である，そして松方幸次郎のためには「共楽）ミ術館」の設計
耀梁1；、1記　　　　　　　　　　も行なった綜あった‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作品は、ブラングィンの・連の油彩作品の中では「灰色の時代」
SirFrank　Brangwyn［Brugge　l867－Ditchling（Sussex）1956］　　　　と呼ばれる、比較的ll［い時期に属する作品として貰屯である，、海景
St°n7？y　1／1／7eatノ？e’°tSea　　　　　　　　や労働の喘を好んで描いたこうした棚」の作品1よ、いずれも鞄
1889
⊂）il・n　callvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に近い重厚な色調で描かれており、本作品もその例外ではない，ま
98．0×124．OCm
Siglled　alld　date（1　lower　right：F：Brangtvyti　i88．9　　　　　　　　　　　　　　た、嵐の中で遭難しかけている船といった1三題は、かつてジェリコー
P’200L3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やターナーなどロマンi：義川：代が開拓し、のちに再びホイ・ソスラーや
Pr・Venancc：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マネ、ティソなどのレアリスムの洗礼を受けた人々、そしてとりわけ
‡瓢漂漂霊‡1；惣、1：1蕊，：；1；li蕊lll　8㍑lu濡：「；蕊lli　188・餓の燃i三元隻の流行のil・でll］・び扱オ，れた「蝋的」なモテ
MUseUm°f　W（ste「n　A「t’T°ky°1960－200】’　　　　　　　　　　　　　　　　イーフであるc、本作品においては、中景に黒々と描かれた船は外輪
瓢㍑，。c。1、ec，、。，，，。ky。／sh、，。1鞭，、95，，　n。．155，el、．、　M。、、。，p、，c。，。f　と大きな煙突をイ，liiえ燃気船であるが・後景には帆を掲1デた・酬・・
the　Ex“Matsukata　c°llecti°n・　Nationa｜Mus（Ltlm°f　Weste「n　A「t，T°ky°，1960・　n°・1；・　　　姿も見える、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本作ltl　ll1は、1930（昭和5）年の角β3回「松方氏蒐集絵画展覧会」（束
松7i　‘i’1次郎がヨーロッパで西洋）こ術品の収舅t’をした際に、最も信頼　　　　京府立）ミ術館）に出Il　IIIされ、売り、砒てられた作品のひとつで、その後
したアドヴァイザーのひとりであったブラングィン卿については、改め　　　1960年以来、国、）：西洋美術館に笥：託されていた，松方コレクション
て述べるまでもないが、美術家としての業績に関しては我が国では　　　　の成、）1のヒでブラングィンが果たした役割はきわめて大きく、また、松
残念ながらあまり知る機会がない，．iベルギー、イギリスの・肚紀末から　　　　方白身、多数のブラングィン作品を購入していたにもかかわらず、・　F．　1）
今川：紀の前’Pを生きたこの作家は、白然、1議、象徴主義、唯美1ミ義、　　　これまで国、‘抽洋）ξ術：館には寄託作品を除いて油彩によるブラング
アール・ヌーヴォーなど、さまざまな傾向を取り込みながらrl己形成　　　　インの作品はなかった〔，，［2）川崎造船の社長をしていた松方はプラン
16
ク11インの海や造船JiJ　i一に取材した作ltTlt｜をヒりわけ好んたーヒ伝えられる　　　　r（’C《）1｜Sid（’mliOllOl．　this　t’in－（le－SiC’Cle　paint（・r　in　l｝iS　OW11（‘Olll】ny　OI　Britail｜，
か、本作Illlllはその意味ではこうしたi：題の典型例と、㍍～，るこの作　　　wll（’「e　hu　is「elntiv（，1．y°ve「boked・aiid　will　sh（’d　a　1｝c’w　iight　oll　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I『いlati〔｝llshil’1）C・tWeK，tl　llt’llng、Vylland　the　Matsukata（Tolk’（・tiOn．
lllllの購人をきっかけとして、本国イギリスでも比・1咬的看過されがちな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛Akiv．｝Takahaslli）
こ（ノ）川：紀末（ノ）1ilii　’fi〈カミ見1白：され、さらに1公ノノ’コレクシ≡｛ンと1山i’家（ノ）関｛系
に新たな照1リjが’t1てられることか望まれる　　　　　　　｛高橋明也1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Notes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　～～’｛｝1’ks　by　Briulgwyll　a〔’c‘）llnt「or　cd｜a【0911い1）ulnbい1’s　lO・．l　througl｝：112
，／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔wi｛h°n・　ad・lili・・1・・l　w・・k）・f　th－［1・・ti…atal・911・・　77te　O／d
D松ノ∫、ルクシ。ン1川《矧；」・総1刷戌，1集・発lr：1111川1∫、1，l　lly物fll・｛、　　　il　’1”tsiik・”lt（’°”1’1’「i（）tl・’α’・’i・／1’・・t・～　，ibv・　K・b・Cily　MUsCllm・19｛）°・
　　　199｛｝fPではn｛｝s　．101－312（およひ緬01点）がブラングrンの11・，III，によ　　2）At　pres（int，　II）e　NVVMA　u・11・ction　in・1・d・・1・t・r・pl）st・1・（A’『・’／iel”
　　　ってIliめられている　　　　　　　　　　　　　　1・i’h°di〃・〃・／”・〃’・・s’・・md”・／’々llUl・b・・s　D・P・　lf）85－1－4・c・Pc・U・’・ly）
2）　現在川、1，l　llhiV）／／術館には寄，，［作品として．1点のパステルVlli弓人　、　　　　　　　and：l　la「gu川1川1）（’「of　l｝「il］ts・R｛Lgar｛iitlg　tl】（’sい1att（’r　prints・sec　Micl’iiko
　　　　　＋．C・ll　k，．収IK、猟（1：t．1’（それぞれ1）EP．1985．1～4）および多数の　　　SA’「（）・’“’1’he　P「°’∴・11allce・f　lO．I　P・i・1・by　Fr・・k　B…9wy・D・P・sit’ed　i・
　　　版llhiか収蔵されている　なお、これらの版画作“lilに関しては、佐藤みち　　　　　　　thv　NatiOnal　MUsC川n　of　WCst（’m　Arビ・IOt〃’rla”　o／’77i（’　Nationat　yl，lusetttn
　　　こ1．1・／、1晒iぱ　ll∫fl幡・、；tフランク・フ・ラングィン版1・lli・1・O，．1・itJlの椰につ　　　゜X「眠～‘’”’・・at－t・　N・・3・　1999・　pp・．15’6°・
　　　いて1．．．11il、’ノ1西洋）こ術館研究紀要』No．3、1999年、pp．15－60を参H（｛され
　　　たい
As　is　welLkl｜own，　Frank　Bra｜．｜gwyIl　was　one　of　K6jir〔’）Matsukat《ピs　lnost
trtistcid　advis（｝rs　as　the　JaPal1（s（・1川sillC・issMEm　c’ol］ected　Wcsk　rll　arl．
works　in　Europc．Unfortunately、　while　Brallgwyll　is　well－known　il’1　Ja］）ξ．m
as　an　artistic　a（lvisor、　there　has　been　l｜o℃orreSPOI1（lin90PPOrtunity　fOr
the　Japanese　l）ublic　t（．）kl．10w（）f　Brangswyiゴs　own　persolコal　achievema｝ts
as　all　artist．　This　I）ainter　wh（．）lived　in　Belgiumalld　England　from　the　el】d
ol　thc　l9th　cα1tしii“・　through　the　first　hall・f　the　2（）th　centL．lly　de、’elOped
his　own　personal　style　while　hlcorl．）oratillg　demel．｜ts　fr（．）m　such　diverse
～u’tistic　tl’el）（．ls　as　i）E｝ttiralism，　symbolisin、　aestheticism，　alld　Art　Nouv（all．
Brallgwyn　was　a　dose　assodate　of　William　Morris，　alnollgst　oth（rs、　al｝（t
his　o〔UVre　is　eXn’emely　divcrse．　lt　SPalls　the　Ilne（lia　of　oil　Paintillgs、　a
lnassive　number　ol　l）rints，　wall　Paintillgs、　al．1d　preparat（）ry　drawings　f（．）r
staillρd　glass　alld　tapestries，　ceral｜｜ics、　Posters，　furlコiture　design　al｜（1
book　design．　Brangwyn　als（．）lent　his　halld　to　the　plannin．g　of　Matsukata’s
Sheei・Pleasure　Arts　Pavilion．
　　This　painting（1ates　from　his　s（）－ca］led　early　Grey　Period　wheIl　he
pl’odUCed　a　st　l’ies　of　oil　Paintings、　amd　thUS　iS　an　impOrtar．lt　eXaml）IC　ol
his　relativdy　eally　work．　Works　fr（．）m　his　early　period　which，　as　here
d（pict　either　seascapes　or　scel．les　of　labor，　were　all　created　in　an　almost
monochrom～｜tic，　heaVy　palettc、and　thiS　Work　iS　nO　eXCeption．　Further，
the　sublect　of｝．）〔．）ats　in　distress　amidst　st（）rrny　seas　was　a　moderll　motif
that　had　beell　l）k．）neered　by　su（：h　earlier　Romalrltic　pail．lters　as（〕ericault
and　Tllmer、　thc’ii　re－addressed　bv　such　Realists〔ls　Whistler．　Manet　and
Tissot．　alld　yet　again　reconsider（d　by　thc　Naturalists　of　the　l880s．　Th（
boat　which　lo（．）ms　l’）　［ackly　in　the　middle　of　this　c（．）mp（）sitiOI．l　is　a
steamship　fitt（（i　with　an　extemal　l）addlewheel　amd　large　smokest乏｜ck、
1川twe　can　also　see　sailboats　with　sai［s　uiifur］ed　inthe　backgr（．）しmd．
　　This　pElillting　WE，ls　OIIe　of　the　worl｛s　exhibited　and　sol（l　h1　The　3rd
Exllibitio】】of　th〔｝Matsukata　Colkction，　Tokyo、1930（Toky〔．）City
Museiim　of　Art）．　lt　has　be（110n　d〔・posit　at　the　NMWA　since　l9｛iO．
Bl’allgwylゴs　role　in　the　forlnatioll　of　t｜1e　MatstLkata　coll（ction　was
cllorluous　an〔l　rVl　ats　Li　kata　himself　purchased　E⊥large　t’1　umber（）f
Br～mgwyn’s　works．1‘Nevertheless，　whik　there　are　works　in　other　media
（川dq）osit　at　tht・NMWA．　there　ha（1　beell［｜o　oil　pail〕tings　l）y　Brallgwyn
in　the　NMWA　collecti（．川．u・
　　It　is　said　that　Matsukata、　as　the　pr（sident　of　Kawasaki　Shipbuil（．1ing，
was　particularl）・fond　of　Brangwylゴs　works（川marine　and　ship　themes，
and　this　wo｝’k　is　a　typical　exEIMI〕le　of　Brangwyn’s　efforts　in　this　g日．1re．
We　hope　that　the　NMWA　purchase　ol　this　work　wi川ead　to　a
「
寄贈作品：旧松方コレクションのタピスリー群
Donated　Works：Group　of　Tapestries　from　the
Former　Matsukata　Collection
本年度に糖業協会と1体興行銀行より順次寄贈された計6点のタピ
スリーは、いずれもかつて松方コレクションに属していたもので、同じ
く旧松方のビストルフィ彫刻作品群の寄贈とともに、国N71西洋．美術館
にとって格別の意昧をもつものと言えよう。liい
　社IJ’｜法人糖業協会に所蔵されていた作品（OA．2001－1）は、長い
あいだ東京・有楽田∫の糖業会館内に掛けられていた、t／他方、日本興
行銀行の作品（OA．2001－2～6）は、あまり人目に触れることも少ない
ままに所蔵されてきた，、松ノ∫幸次郎はフランク・ブラングィンの影響下
に、いわゆる絵画・彫刻などのX2一術作品とともに多数の一｜1芸作品をヨ
ー ロッパで購人し、麻布台に建設予定の「共楽美術館」に「ll芸館」
を併設して展示する構想をもっていた、
　　しかし、現在までll小1日川’f）こ術館には松方山・来のll芸作品は所
蔵されておらずまた、’11館rl身のコレクション拡充構想の中にも、丁　　　　レu．ル随小レフピ・生と・・e”のたN）v），IJ．u’i’川磁r照、・贈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．《ltlllill「d“Bisllエ1｜i．Sttl（（、　tc）i「”／．ik）rittr∫IJ↓’ttth．”d（，ni）t（，d　b、．、1rs　Shigsuko　Egllvhi，S、2“el．T
芸作品を積極1’1〈Jに購人していこうという発想はほとんど見られなか
った　僅かな例外は、1：芸作品に多大な関心を抱いておられた故山
川智｛郎館長ll寺代に購人されたゴブラン織りのタピスリー（OA．
1977－Dや、梅原龍三郎氏0）寄贈コレクションの中に含まれていたキ　　　　As　works　from　the　former　Matsukata　C（）11ectioi’i，　the　six　tap（，str’ies
ユクラデ硫（・A・1974－1・などわずかに4点を数えるのみである・　；：蒜：蒜．i：工lll隠㍑蒜1，蒜；嵩：1蒜∴漂；
　　これら買重なタピスリーが寄贈されたことにより、’ll館のコレクショ　　　　sculptures　by　Le（）nardo　Bistolfi，　hold　special　meaning　for　the　NMWA．］‘
ンの幅は飛躍的に広がった結果として、松方・1’1次郎が’iG初願って　　　One　tapestry（OA・2001－1）previously　owned　by　the　Sugar　lndustry
いたような、西洋）こ術を総合的に概観できる美術館に一歩近づいた　　　Association．　lnc”hun9］o「In；ny　yea「s　in　the　Suga「Indust「y　HillL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　located　in　the　Yurakucho　district　of　Tokyo．　The　other　five　tal）estrles
と，「えるかもしれない．．　　　　　　　　　　　　　　（高橋明也）　　　　（OA20（）1－2～6）1　received　from　The　ln〔lustrial　Bank　of　Japai1，　had　lx¶en
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stored　for　many　yearS　and　rarely　diSplayed．
…、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　These　tapestries　originally　came　t（）Japan　as　part　of　thc　Malsukata
l惣づ認㌶：㌶…」；瓢隷；麟・：皇研究：工謬1二㍑㍍　1蕊：＝，：：馴㍑1：l
　　　ll、禰1馳r醗見されたIH松ノ∫コレクシ。ンのレオナ・レド・ビストルフィ　　a「t　w°「ks　such　as　paintings　and　sculptures・Matsukata　ellvisl°IKi（1　a
　　　脇・11’1・　ll群にv・，いて〈第・llll∂1・1酬］｛・；〉」rll・1、1晒洋た術鮒胱紀要』　　D…rative　A・t・B・ildi”9・・Pa「t・f　the　Shee「Pleasu「e　A「ts　P・・ili・i）　hc
　　　No．5、2001年、Pp．：15－，11；同［lj：発見された｜H松万コレクションのレオナ　　　　planned　to　t）uild　in　Tokyo’s　Azabudai　dist「ict・
　　　ルド・ビストルフイ彫刻作1tllt｜llrについて〈第　　二1日1｜’liiJイ｝r予il乏；li’〉」『国11元西洋　　　　　　Despite　there　original　position　within　the　Matsukata　Collecti（）11・
　　　X術館研究紀要．l　No．6、2002年、PP．33－44、、　　　　　　　　　　　　　　　NMWA　collections　have　not　previously　included　decorative　arts　with　a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Matsしlkata　provenance．　Also，　historicd’　11y，　little　priority　has｝）eell　placcd
or】the　active　purchase　of　decorative　arts　works　in　the　NMWA’s　overall
plans　to　enlarge　and　completc　its　colle（：tiol）s．　There　are　only　four
exceptions　to　this　dearth　of　decorative　arts，　mcluding　a　Gobelin　tapestry
（OA，1977－1）purchased　ul）〔ler　the　tenure　of　Director　Chisal）ur（｝Y～｜II〕ada、
kllown　for　his　immense　respect　for　decorative　arts，　and　the（：V（ゾ（1（〃‘／’〃
V（ls（・（（一）A．1974口）included　in　the　collection　donated　by　Ryllzabur6
U「r〕ellara．
　　The　scope　of　the　NMWA　collecti（’ns　will　broaden　dramalically
through　the　donation　of　these　l）recious　tapestries．　Wc　lnigh！ev（・ll　s（・e
this　donation　as　one　step　towards　the　realization　of　K6jir6　N・latsukata’s
vision　of　a　museum　where　the　visitor　c〔1n　enl（，y　a　compl’ullellsiv（・hist《｝ly
（・）f　Western　art，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　Takah～｝shi）
Note
1）Regai’ding　the　Bistolfi　s山ptur（・s、　scc　the　rcsual’ch　s川’vcy　r（・P・rts
　　publit　hed　in　tl．le，ノ（川ノηθ／f）／－77～〔・〈㍗～ti（，〃θ／八4〃sρ↓∫川θ／1し1を’sノ（りη！1〃，　No．6
　　as　below：Akiya　Takahashi，“A　Rediscovered　GrolLp　of　S（・叫）tLLrいs　by
ウードナル製　庭園μ，1｝女之図　171it紀後’ド、社1・t．li，Ud…」，ii男〔協会寄1噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Le（）nard（，　Bistolfi　from　the　FormeT’Matsukata　Collection∴、1‘〃〃’rl‘，／rノ／
ぽ㍑惜ll，1悲lilil㍑1：ll漂㌦1：「茎　1□”↓耐川・seu｛　｝t］（1　hall°日7／h　c｛mt川’．d°niittLd　　　η晒〃θ…／／V－1・・屹…’・柵N・．6．2・・2，1・P．12－14．
t8
展覧会
Exhibitioi1，s
ソラド）こ術・館展
ス／＼インビ弓ミコレクション（ノ））ミと二’栄光
Obras　Macstras（lcl　Museo　del　Prado
会川：2002年：；月5日一6月1611
il催：川、’ノ1西洋Xi・術館プラド美術館読売1銅田社
人場K一数：516．7川人
1）uration：5March－16June，2002
0rgallizers：Th（i　Nationcil　Museしim　of　Western　Art，　Tokyo／Museo　Nacional　del　Prado／
．1．t1（、　Y（）ll｜itl1－i　Sllil1｜1）t1｜｜
Number　of　Visit（）rs：516，711
llこ1、’111｝U洋）ミ1・ll：館でプラドk術館の展覧会を、という企lllliはlll∫回か浮　　　　ご支援とご協力をいただくことで、展覧会をさらに有意義なものとす
ヒしてきたが、このたびようやく、実現されることとなった　　　　　　　　　　ることができたことを特記しておきたい
　出品作の中心となるのが、ベラスケスをはじめとするスペイン絵1川　　　　　なお、本展の観覧者数は50ノ∫人を突破したが、懸念したような混
であることは，i’うまでもない、しかし今川の展覧会の特色は、単にス　　　　雑はみられなかったその理山としては、比較的少数の作品を会場
ペイン）G術の流れを追うだけではなく、ハプスブルク朝時代の宮廷　　　　の全面積を使川して展示したせいもあるものの、’円1と休日の観覧
）ミ術一ブルボン朝時代の宮廷）ミ術、宮廷の国際的な）ミ術コレクショ　　　　者数にさほどの差がみられなかったことが大きい　観覧K一の側にも
ンースペインの宮廷画家たちの作品、宮廷美術一宗教）ミ術、宮廷が　　　　展覧会を見る際の馴れ、あるいは余裕が出てきた、ということだろう
i∵要な美術活動の場であった18世紀以前の）ミ術一パブリックな）ミ　　　　かそのため混雑に伴う呂：情は、比較的少なかった　また、小・中学
術館とアカデミーが）tt’術を1三導する19111：紀のk一術、といういくつかの　　　　生の観覧を無料にするという試みは本展より始められたが、こちらも
明確な対、ン1項を設フじし、これに応じて展覧会構成を行なったことで　　　　混乱なく、・般に好評をもって迎えられた　　　　　　（川辺幹之∬加
ある展覧会0）ヒ旨は、このような構成をとおして、プラド）こ術館の
前身となったE室コレクション、あるいはE家の国際的な）こ術11叉集
メセナ活動が）ミ術史の叩で果たした役割を浮彫りにすることにあっ　　　　［カタログ
たさらにはイタリアやフランス・フランドルといったそれぞれの時代　翻！誌㍑1撤uく働訓蝋関〔∫鰍li川究川｝1辺幹之
のヨーロッパ）ミ術の中核上也帯の作品とスペインの作品を対照するこ　　　執筆：人高保：rll；、剛ll裕成、木ド亮、lll辺幹之∬力、ホセ．ルィス．ディェス．ガ
とで、スペイン）こ術のこうした地域との関わりと特色が明らかにされ　　　　ルシア松ll渋智∫’・i度辺削llli
ることも鵬されたコレクシ・ニズム欄とす嚇会は・般に、　芸1漂讐鷲雲㌶、1『㌫竺蕊lll、からカ，レ。ス，｜，、
しばしば収集された作品を列挙することに終始してしまう　しかし本　　　　までピラール・シルバ・マロト
展は・こうした構成を肱77点の厳選された酬によってll室コレ　《；㌫懸肖1；罐禦統と革鰍高保、nl；
クションの性格を簡潔に示し得たと思う　もちろん展覧会のコンセプ　　　　1　7　lll：紀前’トのスペイン絵画に見られる占1↑物去現㍗lll行1
トに対する説得ノJがその多くを、ベラスケス、ゴヤ、スルバラン、ムリー　　　　ゴヤと宮廷絵画コレクションo）中のベラスケス木ド亮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　，’　　　　　　　　　　　　　　　制作：印象社
リョ、ティツィアーノ、ルーベンスといった画家の質の高い作品に負っ
ていたことは言うまでもない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fll品愉送・展・」k：［lns通運
　本展の開催にあたっては、国ごノ1西洋）ミ術h∬がスタッフにスペイン　　　　会場設営凍京スタデオ
）ミ術の店元門家を欠いているため、昭和女∫・人の木ド亮教授に、
1999年から始まった準備作業の’［G初より共同研究員として参加いた
だき、企llhi、作品選定の段階から出品交渉に至るまでご協ノJをお願
いした　またカタログ制作や講演会では、大高保1郎㌦L稲lll大学教
授、雪川行：横浜美術負官館長ほか、木ド教授をとおしてスペイン・ラ
テンアメリカ）こ術史研究会のスペイン美術研究Kの皆様から多大な
1り
1・”．’． ミ≧ξごご　く’ξ＾一”－L－一：ゾニー三”こ二≧一二’：一，’三二’一ノゑづン’i磁・
・　　　　　　　　　　P－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛’lt
　　　．・、，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tl
A｛various　tilr）（saPrado　exhil．）ition　at　the　NMWA　has　been　collsidered，　　　　of　works　were　spread　througlコout　the　entire　Special　Exhibition（．〕all（・riいs
and　al　long　last　this　cxhibition．“（．）bras　Maestas　del　Museo　Prado，”was　　　　spacc．Also，　there　was　not　a　major　difference　t）etweell　exhibitiolI
thい1・c・alizatiol｜of　that　idea．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　attenda11℃e　ol．l　weekdays　and　weekellds．　Possibly　this　was　a［so　because
　　N¶e（ncss　to　say，　thc　exhibitioll　ce［｜tered　on　examples　of　Spanish　　　　　visitors　were　experienced　exhibition　viewers、　or　had　allowed　morc）　tilll〈，
painlillgs、　inc：1uclii’ig　several　by　Ve］if）z（luez．　However，　this　exhibiti（．）n　was　　　　　for　theirvisits　and　thus　di（．1］1（）t　resしllt　ill　packed　galleries　at　peak　tim（s．
no［simply　a　recolmting　of　the　tr〔mds　in　Spallish　arL　but　rather，　was　　　　　In　any　case，　there　were　relative｜y　few　who　expressed　displc，・’asure
川・rallg（・d　m　a　Ilumber　of　cleEl1’ly　defirled　se（・tiolls　reflecting　spe〔：ific　　　　　l’egarding　crowding．　The　lnuseum　also　used　this　exhibition　f（．）r　its　first
lhいlllalic　and　llistorical　dicl〕otomks．　The　c（川寸ly　arts　of　tlle　l－｛apsl川rg　　　　　experiment　with　allowing　eklnentaly　and　Iniddle　sch（）ol　s　tud｛：mts　fru（・
dyllasly　were　c（．川trasted　with　those　of　the　Boしlr匠）on　dynasty．　The　　　　admissioll　to～1　special　exhibiti（〕n，　and　even　this　did　ll（．）t　caしlse　crowding．
i［lkel・れaliollal　l．lattlr（of　the　c（）urt　co］lec：tioi．ls　was　showll　in　c（川trast　with　　　　　lt　was、　ill　fact，　a　generally　weU－received　l）（．）licy．　　（Mikinosukc　TanEibい）
the　works　of　Spai［1’s　own（：ourt　I）ai！ltel’s．　Courtl｝7　arts　were　compared
vN・　it　h　rdigious　arts，　Finally、　the　l6th－18th　ceIlturi〔s，　whしnartistic　a（．：tivity
WaS　locUsed　in　tl｜e　C’Ourt、　Were　ShOWn　in　C（．）ntraSt　With　the　l9th　Cel．｜tUly，
which　lo℃llsed　on　art　c：　reated　for　public　museums　and　the　Aca（lemy．　　　　［Cataloguel
Throllgh　this（）rgallizatiollal　shape　of　tlle　exhil）itiol1，visitols　were　able　to　　　　Edited　by：Akira　Kinos．　hita（Professc）n　Sl．｜owa　W（：）melゴs　Uni、・ers　ity：Guust
・PP…i・1・t1’・e・・1・pl・y・d　by　th…yal・・ll・・ti・）ns　th・t　w・・e　a　　Cur・t・r・NMWA），Miki・・）s・k・Tanab…dShil1・・k・W・ta・ab・
1・r・d・・c・ss・・t・th・Pr・d・、　aIld　thc　sig・ifi・・nce・f　the・・．・y・｜f・mily’・　　Esg．・y・・
i。1，・t’11ilti。ll。l　c。lle，ti＿、（1　p。t，。。。g，　acti，iti。・withi・th・hi・t・・y・f　art．　El　Muse°del　P「ad°／Fernand°Checa　C「emades
ド11rt・・－as・1・t・・iP…d・h…h…gh・h…ml・ar…n・f　Spa…h　l濡㍑｛蒜ll㍑：de　l°s「ey（s　（‘e　la　Casa　de　Aust「i三’De　Call°s　V　a
w・・ks　wilh　maj・r・・1・rc…t・・ti・・w・rk・f・・m　th・c（）r・arti・ti・「egi°［’ls°f　Th。　L。9acy。f（：ha，1。、　V／Miki。。suk。　T。。。b。
EuroPeall　art・suuh　as　ltaly，　Fr《mce　and　Flandcrs・the　exhibition　could　　　　　　VelazqLiez　and　the　Court　Portrait：Tradition　alld　hm（）vatiol）／YasujirC）Otaka
clarilv　th（・slx・cial　characteristics　of　the　relations　hil）betw（（nSp《mish　　　　　Still．Lif（Representation　inSpanish　Pailltil｜g　of　the　First卜．．｛all　of　thc
ar｛s　alld　those（）f　th（　other　regi（）ns．　ln　general、　exhibitions　that　tこlke　as　　　　　　Seventeenth　Centし1ry／K（）ji　Yukiyama
th。i，　m。i，　th。m。　thc’　hi・t・．・野・r　l・・tu…f・・pecifi・…II・・ti・・it・elf・ca・　　G・ya・・d｛h・P・i「’tings°fV・｜azquez　il．｜th・R°yal　C°ll・cti°n／Aki「a　Kin°shita
b。c・川。，il・ply　an・mdiff・・e・ti・t・d　array・f　w・・rk・fl・・m　that　c・ll・・ti・n．　P・・duced　by：lnsh°←sha　C°・山t〔L
H・w－j・this　instance・the　77　ca「ef”lly　selected　w°「ks　we「e　a「「anged　T，ansP。r，。t、。。 a。d、、s，。ll。，、。，，　N、pP。，　E．、）re、s
l［llh“ab°ve　desc「ibed　9「（iupillgs・alld　thu；p「°vided　visi｝°「s　with　a　D、、pl。y，　T。ky。S，。di、）
sllllple　view　of　tl、e　characterlstl（ls　of　the　Spamsh　r（）yal　collectioi．1・It　must
be　a（lmitted　that　the　uff（Cti～・eness（．）f　thiS　eXhibition　C（）r〕Cept　relied　on
thc　illclusioll（．）f　lligh（luality　works　by　artists　such　as　Velazquez．　Goya，
Zu　rbarii　n、　Murillo，　Titiavi　E）1．ld　Rubens，
　　As川e　NMWA（－urat．orial　stall　lacks　a　specialist　in　Spanish　Art、　the
lmlse旧n　app（．）illted　Profess（）r　Akii’a　Kinoshita（）f　Showa　Womelゴs
Univ（・［’sity　as　Guest　Curator（）f　the　NMWA　in　l999　and　asked　llim　to
PartiCiPate　il’l　the　entire　eXhibitiOn　prOCeSS、　frOm　plallning　t（）SeleCtiOn
of　works　through　negotiations　i’egarding　works　t〔．）be　displayed．Through
Profcssor　Kil．1（）shitEゴs　eflorts，　Inany　Japallese　scholars　of　Spanish　art　who
arc　mel1．lbers　ol　the　Association　of　Spanish　and　Latin　American　Art
History，　such　as　Was（da　University　Professor　Yasujir60taka，　and
Director　of　the　Y（）kohama　Museum　of　Art、　Koji　Yukiyama，　assisted　in
work　oll　catalogし．le　production　alld　the　Iecture　series．　I　would　like　to
make　a　sp（cial　I｜ote（．）f　thanks　here　for　how　their　efforts　made　the
cxhibition　an　all　the　lnore　sigllificallt　evenL
　　　While　more　than　half　a　m川i（．）11　visitors　attelnded　the　exhil．）ition，　the
crowdmg　or　colコfuSi（m　that　can　occul’in　such　situatiOIコS　was　avoided・
This　call　largely　be　attributed　t（）thc　fact　that　a　r（・latively　Small　l｜Umber
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アメリカが創’）た英雄たち
iTj像が語るアメリカi足　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…“’…
アメリカン・ヒロイズム
．＼nlCriCan　Il℃1・oiSM
フご1リ1：20〔川fド8月711－　lo月1111
｛：催：国、”1四洋）ミ術館読売新ljl川．西洋）ミ術振1〕・1］財’団
人場者数：1Lo20人
1）llratiOll：7〈tlgusl－14（）ct（，ber，2（）01
0rgallizurs：Th（・National　Mllsいum　of　Wcstern　Art，　Tokyo／Thc　Y（）MiUIJi
Shilnbul｜／Thc　V　／estcirn　Art　F《）lllldatiOn
NUmburof＞isit（）ls：14，020
この同時開催されたふたつの展覧会は、1995年1月lll｜に行なわれ　　　広げて、自然に英雄性を見る精神1迦を追ってみたさらに、自Alを求
た日米首脳会談（村lll元首相、クリントン前大統領）の際に、日本側が　　　　める少数民族の闘争、西部開拓の1山」義性（英雄／l〈Jパイオニアか略
アメリカ側に提示した「アメリカ秀作）こ術展」の開催］是案が川発点と　　　　奪的占領か）という政治的な枠組の中での）こ術をありノ∫を探求し、
なったものである外務省、文化庁を経て、その準備が1玉け西洋）ミ　　　また近代における英雄とヒロイズムの変容までを視野に収める企画
i，IIJ館に託された　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とした　先に述べたとおり、借川された作品が限られ、こちらの意図
　アメリカ丈術の秀作を集めるといっても、基本的に連邦政府の意　　　　を伝えるには不1’分であったため、それは必然的にカタログによって
向とはほとんど関係なく活動を行なっているアメリカの各）こ術館から　　　　補わざるを得なかった
の協ノJを得る作業は、当館が全く独自に行なわなければならず、実　　　　　　当初の目標からは人きくそれたかたちでの開催となったものの、
際のところ、あまり積極的な協力は得られることはできなかった企画　　　　同時にまたそれが新たな試みとしての面白みを生み出してもくれた
、説明および出品交渉のためにアメリカ各地の美術館を訪れたが、企　　　　　のも’」r実である　J，Yg的に「）ミ術館」としてよりも「歴史博物館」とし
1由iそのものには興味を示してくれたものの、こちらの希望する作品　　　　ての性格が強いナショナル・ポートレート・ギャラリーとの共同作業に
が、それぞれのX術館のアメリカ）こ術のコレクションを代表するもの　　　　よって、展覧会は、歴史や社会と）笥1；∫との密接な結びつきを強調して
であったため、芳しい結果とはならなかった．　　　　　　　　　　　　　いくものとなり、それが「アメリカン・ヒロイズム」のノ∫にも大きく影響し、
　当初は「アメリカン・ヒロイズム」というコンセプトのもとでひとつの展　　　　「傑作L義」に捕じ）われない視点による企1由iを’戊ミ現させることとなっ
覧会を組織するf定であったが、このテーマにあった「アメリカ）こ術　　　　たそのためもあって、この企画は、）ξ術関係～「や愛好劣くよりも、アメ
の秀作」を多数什川することが困難であったため、在llアメリカ大使　　　　リカ学の研究者や学生、アメリカの歴史や文化に興味のある方々に
館の協力によってワシントンDCにあるナショナル・ポートレート・ギヤラ　　　　関心をもたれ、通常の来館者とは異なる人々が展覧会を見に来てく
リーの所蔵lllllの国1際巡llll展“A　Brush　yvith　Ilistory”を’1］6官でも　　　ださった無論、この企lll！「の「歴史1・y物館」的性格への批11［］があっ
開催することにし、また当初の〕弓ヒの’卜分の規模の「アメリカン・ヒロ　　　　たことも’ll・実であり、展覧会のありノ∫をめぐって今後さらに検討を加
イズム」展を1司時に開催することとなった，結果的には、ポートレー　　　　えていくうえで、意義のある経験となったと言えるだろう，（川中【1・1之）
ト・ギャラリーから絵画作lllIi　7E）T　ii．ilを借川させていただき、また「アメリ
カン・ヒロイズム」展は、全米各地のX3術館、歴史博物館などから借
川し蹴の絵1・iで構J・kされるものとなつた　　　　蒜㌫ア、リカtn，11、lt、，
　‘’AI3rush　witll　Ilistory”という英語の展覧会名には・「絵竿iと歴　　　　編集：フランセス．K．ステイ＿ヴンソン、ドリ、L．ダウディ
史」という文字どおりの意味合い以外にも、成句としての「遭遇　　　日本語版監ll参：川中ll：之、佐藤llll：樹
cnCounter」や「危唇隻・髪の状況aclose　shave」の意昧もかけられ　　　　エツセィ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　開催に寄せてマーク・パクター
ているが・ll本の人々にわかりやすいものとするため「肖像が語るア　　　　はじめにキャロリン．キンダ＿．ヵ＿、エレン．G．マィルズ
メリカ史」というll本語のタイトルをつけた　この展覧会には、もともと　　　　ナシヨナル・ポートレート・ギャラリーマーガレット・C・S・クリストマン
は一N・t・bl・Ame・i・・ms・というタイト・レがつけらi・ており・「イ∫名な　高；：駕ご；1鵠、鍛翔㍊1匡llll、ir；蕊潔㌫。，。．キ
famous」人々ではなく、「注｜1に値するnotable」人々にスポットを’［1　　　　ンダー・ヵ一
てているところが特徴r白であった　したがって、展示された肖像画に　　　　制作：）ミi梛り｝［更デザィンセンター
よって綴られたアメリカの歴史は、通常語られる米llこ使とは趣の異な　　　　1アメリヵン．ヒロイズム隈
る深みをもったものであったと，「えるだろう、　　　　　　　　　　　　　　編集・執筆：ll川lll之
　「アメリカン・ヒロイズム」展では、できるだけ肖像画の川品を避け　　　　制1／1…：庭術出版デザィンセンター
た　歴史画のセクションにおいては・公的に語られたアメリカ建国の　　　　作品輸送．展，Jk：日本通運
神話を扱い、風景画のセクションにおいては、「英雄主義」の概念を　　　　会場設営：月廿社
2］
　’く
・．9 　　　べで鰹棄釜ご三一ぶ≡・一二≡’三三一バー”f二写：ぞ≦av｛－1－．4．纏x　　　　　　ミ’a・・．ざ□；・斤．ここ〉一’一．．　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一’三三㌧「そ　つ
占、　e’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t・s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．ノ　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓬∀’τ’
＜ナ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・　、．，　「
　丁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．己：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘
－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　避囹1’i」　n陞一K　　一厘i二　：匿　璽i噌ti．・・■堅
〈i：il＞
These　two　concurr（nt　exhibitions　had　their　inception　at　the　January　ll，　　　　　ambiguously）in　the　political　c（：）ntext　of　the　stru99ks（）f　mill（｝1’ity
l995，　me（・tillg　of　the　heads　olstate　ofj《lpan　and　the　United　Stat（s，　Prime　　　　peoples　for　freed（）m　alld　the　Westward　Expansi（川．（）ur　l）lan　also
Millister　Tomiichi　Mm・ayama　and　President　Bill　Clinton，　respectively．　　　　covered　recent　histoly，　with　a　consideratior｜（）f　hc）w　her（．）es　and　heroism
D川’hlg　this　nKeting，　the　Japarl　side　l）r（．）posed　holding　an“exhil）itioIl　of　　　　　have　change．d　il．l　the　m（）dem　era．　As　noted　above、　because　boi’rowal）le
Inasterpieces　of　American　art．”Thr（）ugh　Japan’s　Ministry　of　Foreign　　　　　works　were　limited，　we　were　not　abk　to　fully　realize　our　intenti｛川s　m
Affairs　imd　Agency　for　CultLiral　Alfairs，　the　NMWA　was　entrusted　with　　　　the　ii’）sta1］ation　in　oしlrga／leries，　and　thしls　we　had　to　rely　ol｜lhe
the　prel）arations　forg．　uch　an　exhibition．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibiti（．）n　catalogue　to　nlake　up　f〔｝rsome　deficiellcies．
　　Becallse　there　was　no　Parmer　on　the　American　side　for　the　　　　　　Although　the　exhibitions　finally　realized　diverged　gr史・atly　lron｜our
prel）mriltioll　of　the　exhibition，　the　NMWA　had　to　conduct　the　entire　　　　originai　illtet）tiOI）g．　，　that　divergence　led　to　a　new　potential　witl｜ill〔川r
proccss　of　gatheril】99reat　Americ：an　E／lrt　works　by　itself．　We　made　visits　　　　concepts　of　the　exhibitions・Our　joint　work　with　thc’Natiollal　P（）r｛rait
［oImlscl川｜s　throughout　America　to　explain　the　exhibition　plans　and　　　　　Gallery－whose　natLlre　is　more　strongly”history　mus←lm．ピthatいLllrt
neg（）tiate　loan（）f　wOI・ks　for　the　exl｜ibition．　While　we　fo山ld　tllat　the　　　　lnuseum”－emphasized　the　close－knit　ties　betweell　histoly　alld　society
mus（・川ns　expressed　interest　in　the　exhibitioll　pian，　given　that　the　works　　　　and　art，　and　this　had　al’］enormous　imPact　on　the　American　l．i（・rois［1｝
that　wc　had　hot）ed　to　borrow　wer（・the　lnajor　works　il’1　each　museum’s　　　　exhibiti（）n・These　factors　led　us　t（）realize　an　exhibition　plan　that　was
resPedive　Arnericall　arts　collection，　we　ha（1　difficulties　gaining　　　　　I）ot　a　slave　to　the“cult（）f　the　masterpiece”viewPomt．　As　a　rいsuhパhis
avoral｝lu　answers　to　our　loan　re（luests．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibitioll　was　of　greater　interest　to　American　smdies　schol《｝rs川d
　　At　fi　rst　we　had¶llvisioned　orgallizing　jus　t　olle　exhibition　focusillg　on　　　　　students，　and　l）eople　with　an　interest　ill　Arnerican　cultしtre　an（l　histoty、
thc　conccpt　of　American　Heroism、　but　it　was　dilficult　to　borr（ハw　a　large　　　　　than　to　art　l（）vers　and　people　related　to　the　arts．　H（nc（acompletely
m川）1）c・roドn｜asturl）ieces　of　Anlerican　arビthat　fit　that　theme，　Therefore，　　　　　　clifferent　type　ol、’isitor　came　to　see　these　exhibitions　thall　thos（who
rhrough　the　cooperari（）n　of　the　Americarl　Embassy　il）Japan．　plarls　were　　　　　usually　visit（川r　museum．　In　fa（：ピwhile　there　were　criticisms（》l　the
ma（le　for　the　tollrillg　exhibitiol1，“A　Brush　with　Hist（：）ry，”from　the　　　　　“history　Inuseum”chara（：ter　of　these　exhibitions，　these　exlコibitiolls　cIm
Nationnl　Portrait　Gallery，　Washingtonl　D℃．，　to　be　shown　a川）（NMWA．　　　　be　said　to　have｝）eell　nieaningful　experiences　to　be　remernl）ered　m　oしlr
This　rall℃（）ncurrent］y．　with　an　American　Heroism　exhibition　that　was　　　　　future　considerations　of　our　exhibiti（）n　methods．　　（Masayuki　Tanal〈a）
al）out　halnhe　size　of　the　exhibiti（）n　we　had　originally　pla川1〔d，　ln　the
ei）d，75　paintillgs　were　borrowed　froln　the　National　Portrait　Ga｜lery，　and
43paintings　from　art　museums　al〕d　history　museums　throughout
Arl’｜erica　were　borrowed　for　the　AI．nerican　Heroism　exhibiti（．）1ハ．　　　　　　　　　　［CataloguesJ
　　The　Eilglish　language　title　of　the　portrait　exhibition，“A　Brush　with　　　　　’LA　Brush　with　Histoly”
Histoly、”incorl）orates　the　literal　meanings　of　both”brush”and“histoi＞・’，「’　　　　Edited　l）y：Franccs　K．．Stevenson　and　Dru　Dowdy
and　at　the　same　time　the　phrase“a　brush　with”implies　an“ellcoしmter，”　　　　　［J三ユpanes 　cataloguetitle：Sh6z6　g」a　kataru　Amerika　shi’］
or“a　close　shave．”Given　the　p（）ssible　misconstructions　that　Japanese　　　　Japanese　cataloguesuperviscd　by：MasayLiki　Tanaka｛and　Naoki　Sato
versions　of　this　title　could　have　l．nade，　the　JaPanese　title　L‘Shtt）z6　ni　　　　　　　Essays：
・g・k・r・t・Am・・ik・　shi，”　literally　i・EI・91i・h、“Am・・i・a・hi・t・ry　as　　F・rew・rd／M・rc　P・・ht・・
d。pi。t。d　i。　P。rt，ait、・w。、　u，ed　t。9。ther　with　the　E、gli、h・titl。　t。　mak。　三「efac（’ICa「°ly「］　Ki”de「（’a「「＆Ellen　G・Mnes
・he・…ep…exh・b・t・・－e・e・（・・ly　u・d・・s・・n（・・1・1・…he・・P・ne・e　；ll；蝋1喘1：tこ1；i｝㍑㍑濡lll〔lll！ll；瀦；65／、、、、、　G．Mll、is
P・・pl・・0・igi・・lly・thi・exhibiti・・w・・titl・d“N・t・bl・A・・e・ican・”　　P・i t。・・、　P・t・。・s、。，d　the（lh。ngi．g　F、，e。f　Ame，i，。ll　P。1・t，。itllr。、1865－
indicatillg　the　exhibition’s　special　characteristic　of　fcl）cusir］g　olコ　　　　　　1999／Carolvl．1　KinderCarr
noteworthy”rather　thaii　LLfamous’「peoPle・He［）ce・we　can　say　that　the　　　　　produced　by：Bilutsu　ShuPt）all　Design　CeLlter
history　of　America　recounted　by　the　exhibited　portraits　had　a　deeper
impact　than　the　history　of　America　as　usually　discussed　in　Japan，　　　　　　　“Aln（ricall　l　lcroism”
　　T（，the　greatest　degree　Possible、　we　avoided　the　display（）l　Portraits　ill　　　　Writtell　and　cdited　by：Masayuki　Tanaka
the　American　Heroisln　exhibition．　The　History　Painting　section　covered　　　　　　Cataloguepro（tucti（）ll：Bilutsll　SllupPan　Desigll　Center
the　pubhcly　recounted　myths　of　the　lounding　of　the　American　l｜ation，
whil。　the　Land，c、pe、ec・i。n　e。palld。d・he。。。c。p・。f・・he，、、ism・・。　T「ansP（）「tati°n　ancl　installati°n：NiPP（）11　Exp「css
di，pl。y・he　p，y。h。－s。ci。1・and　c．lt。r。l　hi、・。ry。f，eei。g　he，。i，m　i。　Display：r「ansei’sha
nature．　Further，　we　s（、）ught　out　ways　ill　which　art　worked（solnewhat
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小企画展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子．J・・どもから楽しめ破i，眺水・濡い　　　　　　　　　　　　1・。　’Z”g・ny．．一．，，i・r
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∴，　　　　　　　　　　　か
Studv　l’：xliibiti（）ll
ThいAllure　of　W～lter
会貝月：L）OO1年g月．llI．－　11月・・1日
i催：1il、’ノ1四洋）二術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tc　　　　　　　　　　　　　　　・
1）ttration：4Scl）telnbe‥・l　No、’embCr，2001
　　灘蹴
診一tlll・瓢｝〕Ψ1　麟…
本企lll｜iは、’LG館の所蔵作lllllをより身近に、．楽しく観賞するための小　　　　and　forn）s　of　water、　t．u’i（i　use（1　watery　t））《）tils　to　sllggest　other　llluilnings．
展・［撫・珊は水をテーマに実施した水は〔1然界C・あf）て人　，，。∴hl∵蕊ll；∵ll；鴨∵、〕lfl、：；、1、愁1｝、：＝llli。：lll∵（㍑1；
間にとってなくてはならない物質である　しかし、水はそθ）表情や形　　　　pahltillgs、　prints　and　decoratiw　arl　works　wcre　also　borrowed　from
態を絶えず変化させる捉えどころのない物質でもある芸術家は、　　　other　institutic）ns．　The　w・rks　were　divided　illt・three　sccti・11s，
馴・蹴反射といった水面の酬あるいは1皮・・剛などの形　：；1；lll隠：蒜忽1ご慧罵こ黙1漂1鷲：謂1∴ご1
や動きに魅」’され、それらをさまざまな形で表現すると1・1川．’iに、その　　　　illtr《）duced　vari（）us　ways　in　which　w｛lk、r　has　be、en　d（、picted　in　alt　wllile
～ミ現を暗1喩として川いたりしてきた、．　　　　　　　　　　　　　　　　　als　o　introdu（⊃ing　the　differencやs　of　express　ion　fouiid　in　the　works　of
Mよ・1］6∬職・・絵1・i・版1・i作“”llを・1・N・・さらに他館力・ら油彩　llllfll：：1’t　a「tist…l　diffe「el’t　time　Pe「i°ds’‘°「i！］dtted　in　diffc’「e｜lt　11「tistic
lllli、版llili、1：芸lll｜を借用し、38f’1：で構hkした．作品は、〈動きと形〉、　　　　T。　br。adell　ar｜d　deepel｜viewers・experiellces、）f　this　exhibiti。ll，　we
〈水面と透1リ」感〉、〈水の神話・水に隠されたメッセージ〉の3つのセク　　　plalmed　creati～’e／（xperielltial　I）rOgSrams，　coflcerts　alld　lectures・n　watcr一
シ・ンに分類し・さまざまな水の／c情を示すと同時に・イ］・家や蝋に　蕊ご：鷲11㍑㍑ll㍑：；alt二㍑1∵㍑忽llご，1㌫ll
よ・）て異なる表現、あるいは異なる素材による表現の多様性も併せ　　　to　freely　pick　Upand　tnj（、y，　　　　　　　　　（Y。k。Tet．ashirna）
て紹介した．
　　また、観賞に深みと広がりをもたせるために、「水」に関連した創
作・体験プログラム、コンサート、講演会をli“　1iliiし、さらに休憩室に関　　　　［W。rksl〕eet］
連図、ll：や水のi”i’を表わす楽器を川意して来館者が自由に手に取っ　　　　“The　Allure°f　Watc「t’
て利川できるようにした，、　　　　・λ・1∴紺・　㍑：、and　edited　by：Y°k°Terashiin…i　Atsttk（’Sat°（Guet　t　Resea「che「’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Produc〔dby：Dai　Nipp（｝ll　Printing」Co．，　Ltd．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TransPortation　and　installation：Yamato　Tr《lnSPort　Co．．　L｛d．
［ワークシート］　　　　　　　　　　　　　　Di，pl。y、　T。ky。　St。di。
執筆・編集：芋島i’f”∫・、イ左藤厚∫パII：1∪：1哨洋芙i術館客員li牙うヒ員）
；川f乍：ノ〈ll／ig　lllJ　lllEj　十朱∫Cフヤ社
作品輸送・展・1ミ：ヤマト運輸
会場設営：東京スタデオ
ThiS　sωdy　eXhi｝）ition　Was　Plalm（dtO　proVide　ViSitors　with　a　m（．）re
thelne　of　water．　Water　is　a　part　ol　the　nahlral　world　and　is　a　physical
material　without　which　humallity　camlot　survive．　Also，　water　is　a
physical　elemellt　whose　forms　and　expressions　are　constantly　changing・
Artists　have　long　been　fascinated　by　the　transParency、　turbidity，　and
rellectivity　of　watery　surfaces，　ai’id　by　the　shapes　and　movements　of
waves，　rain、　alld　whirlpools，　Artists　have　expressed　these　myriad　shapes
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ノ小企1川展
Exhibitions　of　lnformation　and　Equipment　Related　to　Digital　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　Pt
Technology　and　the　Arts　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　〉　　　　　　　　　　　　　ぶ召　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≧1こ貝月：2001イド11月13日一12Jj2「1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Dllra｛ion：13　N（）vember－2December，2001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11：”1’、　　Iool年ll月B日（｝Lo、12月2日（日｝
organiz（・1’：National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！、1　’、　謡㌫｛－1轍一冶一…
Wilh　lhc　special　cc）operation　of：Toppan　Prlnting　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ltli　ぷ　　恕漂篇i懸塗／蹴入場鮪
Mlmb…IVi・it・）r・・8，084　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　’へi齢灘㌣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6ご’　　～、　　“一一　s＿＿．’一＿＿＿．．．＿．．．＿．
2001年川）Jから12月にかけての3週聞、「デジタル技術とミュージア　　　　会場：国、フ1西洋美術套↑｛企画展示館講’i挺
ム：情fl乏・機器展・」㍉セミナーによる公開プログラム」を開催した美　　　　日ll寺：2001年ll月1511（木）10：00－16：40（参JJI｜者数：129人）
術作品展示とは’味違った・情報・機器をil体とした初めての試み　　　　●k催者挨拶
である　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樺11｜紘　・qlミ1、フ1西洋夫術禽’｛長）
林・ミュージアムは綱11や標袴どのオリジナルを収集’整理し・　．イント。ダクシ，ン
研究’保存し・展示する機関であり・その種類は）こ術作llilを扱う）ξ　　　「ミュージアムとイコノテーク」
術館から各種ll』：物館、動物園・水族館まで多様である　さらに、地図　　　　波多野宏之（国立西洋）罰’1；j：館主任研究官）
や㍑，d’図、各種のスケッチなど画像資料という点では、図11F館や各　　　　●基調講演
種の資料館、文ll｝：館も1til様の資料を所蔵している　しかし、近年で　　　　「フランスのk，一術館における保存修復関連の情報技術　　LinuXに
は・［・’，E・・’・図・t・i・　fii’i　］「電r博酬といった酬を越えた情報利川が　嬬㌫二三竺㍑鑑砲フランス美術館1、獅院セン
盛んに倫じられており・そこにはデジタル時代ならではの人きな可能　　　　ター情報部長）
性船まれている輸lll｜iでは・噺における・；・vみ捻む2°余のシ　．講演
ステムやヲロジコークトを集め・i之して1111i像のデジタル化・蓄積・表示　　　　「テクストと［Illi像　　IIUMIプロジェクトの聖書デジタル化とその研究
技術を中心として、その多様性の・端を各種ディスプレーやパネル、　　　利用　　」
ま川腿機器w型1：川物等で紹介した一／また、それらが「複製」の　館董1」佃蝿義獣学蝉部教授）
咄訓でどうい一）　f“tl　ii；i［を“fめ・ミュージアムの蹴・どのような影　誌㌶瓢」徽講璽耀㌶鷲，ご、デ，アセ
響を及ほしていくかについてのシンポジウムやセミナーを行なった‘　　　　ンター長）
　展示は、会場を‘＞1由i展・J泊’｛ロビーとし、多様な要素を次の7つの　　　　「ミュージアムの近未来　メディア・アートは夢を見るか　」
セクションにまとめた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松lll奇拓男（広島下1∫現代k術館学芸課⊥乏）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「デジタル技術の光と影」
　　「聖Ill：のデジタル化とその研究」　　　　　　　　　　　　　　　山田奨治（li，／1際日本文化研究センター助教授）
　　［保存修復とデジタル1刈像」
　　rデータの繍と検索・表，刈　　　　　　　゜パネルディス竺ツション，t　．、
惨タル川1はどこまで1∫∫能か」　　　　　㌶㌫議語實∫利行・西麟台f－IIS・　’1’松崎撒川田
　　「画傷ミ表」見才支争ド」1の諸相：CG、3D、　VR」
　　【デジタル・アートセンターの現状」
　　［複製：デジタル技術の光と影」　　　　　　　　　　　　　　　　　［セミナー］
これらメイン蝋。、ほか、DVDシアターと銘打った文化1！6・　f・、’1！説　錫：llミ1訓ぱ1ホ「齢lllli展・・こ館・櫛
1、X’1、、、　L映、インターネ。トコーナーではh　IW、約9。の1畑サイ　゜2°°1イ1…川1：111（火）13：3°－17：°（）（参力ll徽：56／V）
トを選ひ、5台の端馴放したまた、酬コーナーを設けて関1里　；；i購【蕊≧i！il誌IIプ＿ト鵬｛，
文献約10点を展示し・　B’1：接手にとって参照できるようにした　　　　　　　　「印刷とデジタル文化　　印刷博物館でのデジタル化への取り組
　さらに、展示と併せてド記のシンポジウム、セミナー、VR（バーチャ　　　　み　　」
ルリアリティ）シアタ＿ヒ映を行なった、　　　　　　　　　　　　　　　　　中西保仁（印刷1専物館学芸員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈マイクロバスで移動〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印刷博物館（東京都文京区水道）見学
［シンポジウム］
テ＿マ1・イコノテ＿クの榛像デジタ，レ技術でミュ＿ジアムはど　　゜2001イ川ll2111（水）13：30－16：2・（参加1徽・1・8人）
こまで変わるか　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「写真の保存と復元一デジタル技術の応川　」
2｝
■　　　　　　　　　　　占’　…
Ilf川成（東京人”1フ：史料編纂所文i／tis科学技官）　　　　　　　　　　　　一・ナビ）の関係者など海外との交流ができたことも収穫であったc．／
1デジタルアーカイブとメディア表現」　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に今回の企画は特別協ノ」機関のllll版印刷および’戊ミ行委員会
加茂竜’（ISII版印hll」メディア表現センター部長）　　　　　　　　　　　に参1川していただいた外部［li門家の皆様の協ノJなしには成りiltlた
llll農㍑麟妄謡嚇：鷲脇川象゜）利川」　　なかつたことを記し・感謝の鰍したい　・波多り伽
「川、’ノ1西洋）こηlj館における1由1像不1川」一マイクロ資料と超高精糸ll1画
像一」
波多野宏之（1五1　、フ：IJi’i‘i、fi　）隻i’FJ：fil’｛　1：fT：イVl：’ク七’ゼ～．）　　　　　　　　　　　　　　．展示解説・川ll｝∫・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編苫二：波多野宏、．と
●2001年11月2811（水）13：30－16：20（参JJII＋K一数：71人）　　　　　　　　　展示解，1（：「デジタル技術とミュ＿ジアノ、実行委員会
「コンピュータ画’家アーロン」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：凸版ll11刷
ド野隆生（長野」〈　v’1ζ：産業社会学部助教授）
1一デジタル技術と知rl勺財産権」　　　　　　　　　Lシンポジゥ’・’セミナー根川1
萩原恒昭（凸｝り抑刷法務棉1培脹）　　　　　　　　　デジタル技術とミュージアム
rllJJII仮鰍覧会の1；、tみ」　　　　　　　　竺：波多蛭と一f，　　．　．，
，1川ll仔q航　日iぱ欄洪1、・∬ilr究員棘者随・映1…1・，・1・緬」，ll・・）　発f・’・鰍1職・2°°2・・）tS　・i－’・1’lh－・t・BCns・i　X°L39）
「イコノテク・プロジェクト地方からのデジタル情報発信一3Dl映像　　　　　会場設営：IIII版印刷
を使った民俗資料データベースの構築とその応川　」
｜lr」hJf　i散（日1日リ込・1股，1ヒll汀撫i史i忌イ谷ぞ［〕料・fi官”」：：）’ξ員）
［VRシアター］
ミケランジェロの「「最後の審判』「天地創造1で有名なシスティーナ礼
拝堂を、VR（バーチャルリアリティ）技術を川いて仮想空間にlll：現，
会場二1・粒西1ぱi，1；」館刹11隈，」澗1賛　　　　　　　　The　“Digit・I　T・・hn・1・9y＆Museしlm・Publi・Seminars　and　Exhibiti°ns°f
川：200閨Ull311（火）一川1811（ID・ll川・後と151　iは除く　　1”f°「11’tE’ti°n　ai］d．E．q｝iip“ierit　Rela！ed．t°Digital　Tedhn°1°gy　and　the　A「ts”
1・・3・、ll・3・・13・3・・14・3・・15・3・　　　　　ll灘：1；黙：蒜三；惣＝：蒜1；1：ll㍑蒜1㍑；
劾ll撒：延471人　　　　　　　　　　　　。q。il）m。。t，ath。，　than　th。　displ。y。1。rt　w。rk，，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ln　esse｜lce．　muSeしlmS　are　ol’ganizations　that　gather，　orsial）ize，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　、　　　　　　research．　preserve，　and　display　original　oblects、　such　as　art　works・
実質1811問で8，000名を越える人場者があり、無料の行’1「とはい7、　　　natural　llistoり，　spechne【ls，　etc，　Mtisetnms　vary　gre《1tly　in　terms　of　the
1想以ヒの成果であった　オリジナル作llnll展示とデジタルlilli像の応　　　　naturc，）　of　the　works　they　handl｛L）1　rallg．」illsJ　from　art　rmuseui“i’is　that　lita【ldle
川は1律背反ではなく、1〕1渚の制約を開放し、新たなllJ’能性を探る　　　　E．1「t　works　to　va「ioしls　fo「ms　of　scielltific　and　histoty　II｜usellms　handlin9
ことこそが・櫻であるという認、、哉がプ・グラムを通じ礁忍されたは　；illlla㍑；∴蒜1。il惣：嵩㍑箒漂：1：惣1蕊：
ずである、このことはbi川］…に実施したアンケート結果からも見て取れ　　　　by　hbraries　and　variolls　types　of〔｜rchives．　rlowever，　in　recel’lt　years，　a
る．人学関係者からは遠隔教育などでのデジタルlllli像の利川、地　　　　discussi（川has　a「isc’ll　about　the　l｜（｝u「ishing　use　of　il）fo「mation　media
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　、　　　　　　　　　whi（．’h　surpasses　the　Purviews　of　such　specific　Inusellm　types　as
方からθ）参加K一からはこの種の展小の巡lll｜を希望する声も聞かれ　　　　．electronic　libra！y．　or．electrOlliC　IT）Useum．”The　digital　age　has　only
た、、今後、より包括的に「ミュージアム展示」そのものを検討する機会　　　　further　enhanced　the　potential　ug，　es　f（）r　such　information　media．　This
を得たいと思う．また、フランス）3術館修復研究センター関係者はも　　　　NMYVA　P「09「aIn　was〔iesignecl　t？illt「odtlce，mo「e　thanヲO　systems　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pr（．｝Jects　being　w（）rked　oll　at　varlous　institutions、　including　the　NMWA．
とより・コンピュータlll｜i家アーロンの生みの親・ハロルド’コーエン氏・　　　The　systems　and　pr（）jects　focused　ol1（iigitization，　storage　and　display
オーストリァ（アルス・エレクトロニカ・センター）、韓国（アー1・・センタ　　　　technok．｝gies　used　for　visual　images．　Various　tYI）es　c）f　monitors，　panels
2S
related　equipment，　and　large－scale　prirlted　materials　were　presented．　A　　　　　“Printing　alld　Digital　Cunure：The　al）plication　ol　digitization　al　tl｜c
symPosium　and　9．　eminars　were　held　on　issues　such　as　the　position　that　　　　　prmtirlg　Museum，　Tokyo”
・u・h　digit・li・ati・n　will　h・1d　withi・th・hi・t・ly・f・d・1・licati・n”　and　h・w　　Yas・hit・N・ka・i・hi（A・・i・ta・t　C・・at・r・　P・i・ti・g　Mu・ell・］・・T・ky・）
these　new　processes　will　affect　the　future　of　muse．ums．　　　　　　　　　　　　　Attendallts　then　traveled　by　micro－bus　for　El　visit　to　the　Printing　Mllscllm
　　The　display　was　set　up　in　the　lobby　of　the　9．　pecial　Exhibitions　Wing、　　　　（Suid6，　Bunky6－ku，Tokyo）
and　its　diverse　array（）f　elements　were　organized　into　the　foll（，willg　7
、ecti。ns，　　　　　　　　　　　　　　　　°N・vembe・21．2001（W・d・）13・30－16・20（・tte・dance・108）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Photographic　Conservation　with　Digital　Techno｜ogゾ
＝：。1＝：ll；tl蕊二es　　撚ごhida（P「ese　i°1）°ff‘ce「’　Unive「sity　°f　T°ky°Hist（）「i°9「aphi（‘al
　　Storage、　Retrieval　and　Display（）f　lmage　Data　　　　　　　　　　　　　　　　　“Digital　Archives　and　Mu）timedia　Representatioゴ
　　P。，sibiliti。、　f。，　Digit。I　P，i。ti。g　　　　　　　　　　RyOichi　Kaln°（Gene・al　Ma・ag・・，　M・di・C・e・ti・・C・・t…t「・1・p・・
M。1・iPl，　Ph。、e、。f　l。1。g。　R。p，e、en・。・i。n・Techn。1。gy，　CG，3D，　and　VR　p「intmg）
　　DigitalArt　Centers　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Humanities　Studies　UsiTlg　Digital　lmage　in　International　Researcll
　　D・pli・・ti…Light　and　Sh・d・w・f・Digit・I　T・・h・・1・gy　　　　　Cent・・f・・J・1・ane・e　St・di・・”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sh6ji　Yamada（lnternationai　Research　Center　for　Jal）anese　Sttidies）
　　In　addition　to　the　main　display　area，　a“DVD　Theater”was　set　up　to　　　　“Utilization（）f　Imag．　es　in　the　Nati（）nal　Museum　of　Western　Arヒ
screen　DVDs　that　provide　explanations　of　cultura］properties，　and　five　　　　　Microforms　and　Super－High　Definition　lmages”
comPuter　terminals　with　a　set　selection　of　apProximately　90　related　　　　Hiroyuki　Hatano（Chief　Librarian’　NMWA）
総難ニニ蒜：＝1蹴篇繍撚i竃1鴛∵∴、∴、＿
　　The　following　related　events　were　held．　illcluding　a　symposium、　　　　University）
semillars．　and　a　screc　lling　of　Virtual　Reality　program．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LLIntellectua｜Pr（）perty　Rights　on　Digital　Technologゾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tsuneaki　Hagiwara（Senior　Manager、　Legal　Departmellt、　Topp三川
［Symposium］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Printin9）
Future　of　lcol｜oth（qlle：How　will　digital　technol（）gy　change　rmlseums？”　　　　　“The　Trial　of　the　Japan－Callada　Vi　i”tual　Exhibition”
Venu。、　Le。ture　H、、ll，・Sp。。i。I　E。hibiti。11，　Wi。9，　NMWA　　　　　Akik°Y（lshid・（C・’・’・・e・・ch…NMWA；Lib・a・ian・T・ky・M・t・・P・・litan
D。・、、N。vemb。，15，2（）・1（Thurs．）1・、・・－16、4・（129　p。r，i。ipa。，、）　　　Cent「al　Lib「ary）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Iconotheque　Project：Transmission　of　digital　il’1　form　tlti（，n　froln　a
program：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　provillcia］town：construction　of　the　folk　material　database　with　lうD
OrSJaulize　rs’s　Messagc：KOichi　Kabayama（Director－General，　NMWA）　　　　　　imElges　alld　its　al）plications”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tohru　Yoshidc）me（Cしlrator，　Houhoku　Historical　and　Folkloric　Museuin）
lntr（）（1し1（・ti（）1｜：
L‘Muscum　and　Ic（川（）theque”
Hiroyuki　Hatano（Chief　Librarian，　NMWA）　　　　　　　　　　　　　　　　　［VR　Theater］
・・y・…Add・ess・　　　　　　　　　X，lc，「；蒜：㍑蕊｝1㍑㍑el　with　Michelallgel（ゴsムθ曲（（‘’c’∫”‘’1’t
lll；lllllご蒜ll黙鵠㍍膿｜蕊ご㌫1蕊1：1ぽ　Ve・ue・L…ure・・ll，・p・…1・・h・b・…nsW…，・MW・
・ystel11，・high（luality　digiti・ati・rl　pr・9・am”　　　　　　　　D・t…N・・velnb・・13（T・e・・）thr・ugh　l8（Su・・）
Christian　Lahanier（Manager、　D〔｝cumentation　Department，　Research　　　　　★Wth　th（’exception　of　13th　aftern（’）on　and　lsth
and　Restol・atioll　Center，　Ministty　of　Cultしlre，　France）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：30，　l　l：30，13：30，14：30，15：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　attenda【1ce・471
“Texts　alld　lmages：Digitization　of　the　Bible　and　its　academic　Llse　at　the　　　　　　　　　　　　’
HUMI　Project”
撚贈1蒜膿，IP「°fess°「’　Faculty°f　Lette「s’　Kei°U”ive「sity；　T・・m・・e・ha・8，・・・…e・da・…ve・・h・c・し1rse・f・・e　l8d・y　p・・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ensured　that　this　series（．）f　free　events　produced　resuits　beyond　tl｜c
“The　P°w・「°f　Digital　Techn°1°gie・t°C°nque「Time　and　Sp・・e”　　　ext・ect・ti 1）・。f　the。rga。i、e，s．　Th。　pr。9，am。。。firm。d。ur　aw、，＿s
lぽ跳，；；ご1；霊麟霊（巻隠（㍑1、㍗　1・f・h…d・hat　th・d・・P1．・y…　・・nal・・jec・・a…1・e　us…d・g・…
Di・ect・）・、　Cybe・m・、・li・C・nt・・）　　　　　　　　　　　lmagery　a「e　11°t　necessa「ily　tw°sld…fth・・am・c・川1・　b・t・athe・・w・コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　should　liberate　the　conditions　now〔1pplied　to　the　display　of　original
㌶：馴舗麟ぽ・漂・1艦こ　・㌃ll蒜・1蹴1誌1；麟11㌻，隠　lilぽ，：；　　：㍑；llll㌦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gathered　dtiring　these　programs．　We　heard　frolll　llnivel’sitv　stElff
灘㌶糎劉ll｛瓢na・・…・IR・・ea・c・C・・t・…r㌶：櫟、三㌶i三，ll　蒜蠕蕊、警、ll悲　㌫：：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Digital　Technol（）gy　and　Museums　pr（）gram　to　travel　to　other　vemles　in
Panel　Discussion：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Japan．　l　would　hope　that　there　will　be　oPP（，rtunities　f（）r　a　morc
Christian　Lahanier，　Toshiyuki　Takan．liya，Sh61ir6　Nishio、　Takuo　　　　　　　　　　　　　　comprehellsive　consideration　of‘“museLIM　displays”ill　tlle　hlture、　Th（・
Komatsuzaki，　Sh6ji　Yamada，　Hiroyuki　Hatano（facilitator）　　　　　　　　　　　program　also　provided　opportunities　for　Japai’）ese　participallts　tv
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　interact　with　participants　lrom　ov（1’seas、　sしich　as　the　staff　of　Franc－v’s
［S。minars］　　　　　　　　　　　　　Resea「ch　and　Rest°「ati（川Center，　Ha「°ld　C°11el・the　fathe「（’f　th・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　compllter　artist　AARON、　and　staff　memI）ers　of　the　Ars　Ele（・trollica
Al1・emi・a・s　h・ld　i・tl・e　Lect・・e　H・li・・Sl・e・i・1　E・hibiti…Wi・g　NMWA　　Ce・t・・，　A・・t・ia　and　A・t　C・・t・・N・bi，S（）・th　K・rea．　Fin・lly、・1・w・・ld　lik。　t。
●November　l3，2001（Tues．）13：30－17：00（attendance：56）　　　　　　　　　　　express　my　deep　aPl）reciatioll　to「1’oPPall　Printing　for　its　special
“Digital　Photographing　of　the　Gutenberg　Bible”　　　　　　　　　　　　 　　　　cooPe「ation　with　the　P｝’〔）jecしan（i　to　th（sl）ecialists　who　participatcd　in
Masaaki　Kashimura（Research　Engineer，　HUMI　Project，　Keio　University）　　　　　the　Executive　Comminee，　The　program　w（）uld　llever　Ilalve　bやcome　ll
26
rいalily　vvith（［lll　lhい9UnerOUS輌U｜d　hいll）hllSpil’il〔｝f　bO｜h「rOPI）iill　PlalUlillg
and｛hいInいml）いrs｛，fthe卜：xい（・u｜iveColnlni｛｛eい，　　　　　　（lliroyllkill“lan（［｝
1　1－：X｜｜il，ili（｝11　（三t｜i（｜（、｜
1－：｛ li｜（、｛｜　1）～’：　l　lil『｛｝sFlll《i　l　l《1！｛｜1｜｛　）
Tいxl　by：EXv（’titiVいC〔｝ll1111itt（・（・fl）r　DigitalT《・chnology＆MllSいUlll
Pr・ducいd　by：T・・PP川IPrillt川g
lSy｜nl）Ositllll　d1）（iSいlninar　Pr（）ceい（liT1　9，s】
1）igit三tlTeChll｛｝logy＆Museul｜1
“’rt’ittやn　alld　e（lik・d　by：lliroyしlki　l　latal1《）
Pub｜ishtid　by：｝～ellsei　SliuPpaii、2002．5（Sciencc　of｝’Itinnanity　Bens（、、i　voL3g）
DiSPIay：TOPI）an　Printhlg
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教育普及に関わる活動報告
Report　of　Educational　Programs
今年度の所蔵作IVIを楽しむプログラムは、水の表現をテーマにして　　　　　「マニエリスムとマニエーラ：16　ill：紀フィレンツェ・ローマ絵画を中
実施した（詳細は展壁工会を参照）整備を終えてリニューアルした版　　　　　心に」
1、卜馴室に作、1，1拠示し、猷に水に1対連した創作．鰍プ。グ　腰孝支行（茨城大鋤搬）
ラムN・　，，ll“i演会などを行なった一／通常は夏季期間に実施するプログラ　　　　　6月9〕｛D　　－　　、
　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　「ヴェ不ツィア絵画のル不サンス」
ムだか・f2Nllilは展小弓ミの空調ll事の関係で秋季に行なわれた　　　　　　　越川倫明（東京大学助教授）
　支た、今年度は特別展に関連して、「先生のための観賞プログラ　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月1211（ヒ）
ム1を当館周辺地域の学校に限定して試行した1さらに新たな企画　　　　　「ファッションから見るイタリア・ルネサンス」
として、東京芸術大学の演奏芸術センターと連携して音楽プログラ　　　　深JI：一％」川静岡文化芸術大学教授）
ムを開始した、これは、年に1川いずれかの展覧会に関連して企画
するコンサートで・初年度となる本年は・子どもから楽しめる芙術展　　　　「肖像が語るアメリカ史アメリカン・ヒロイズム」展
1水のII秀い」で実施し、好評を博した　　　　　　　　　　　　　　　　　14：00－15：30　講堂　定員：各145名　1！K料
　’♪年度当初より検・けされていた小・中学生の常設展無料化を、イ1｛　　　　8月7日（火）
度末の3月から始まった「プラド）こ術館展　　スペインll室コレクショ　　　　「肖像が語るアメリカ史」
川：ヒ糊か馴し・ljf：せて服覧会でも試行的に／］・・111　・，i：　蕊㍍イルズ（スミソニアン’ナショナル’ポートレート’ギャラ｜ノー
生を無料とした　そして、新たにr一ども向けのガイド・ブックとして「ジ
ュニァ・パスポート」を川意して1！洲己布した，　　　　㍑r臓己としての英雄励岨歴史1、1、i」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中正之（国、ア西洋）こ術館主任研究’1’∫）
9月8Ll（ヒ）
「アメリカ史を動かした人たち」
本間長llt（成城学園ゾ了：園長）
ecti。n　　　　　　　　　　　　　r水の誘い恨
t・，，　p）1　　　　　　　　　’4二゜°－15：3°継定亙絡’45名　K料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　　　　　　　　　　　　　9月151｜（ヒ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「水の神話一束と西」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占↑田敦彦（学習院大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10月611（ヒ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「水のrl面相」
－1
「プラド美術館展　　スペイン：E室コレクションの美と栄光」
14：00－15：30　　1；薄’；；t　　フi三1｛：各145名　　坦辱ポ］・
rl醐．覧］　　　　　　　　　　　　2J」23．II（li）’311301｜（1°・錫・イ∫楽ll［」’よみうりホー・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絵1山1は何を語るのか」
1）小企画展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高階秀爾晒i撲術振卿イ団理’1［’東京人学名Z激授）
」’・どもから楽しめる）Z・術展　水の誘い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月5日（ヒ）
会期：2001年9月411（火）－11月41klD　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フェリペ4　lll：とベラスケス」
＊。丁洞は「展覧会」を参1！（｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マリア・ピラール・シルバ（プラド）こ術館絵ll町音1；学芸員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3月2911（金）
2），満姶　　　　　　　　　　　　　　「フェリペ21H・から4　lll：に至る膣コレクシ・川1絨」
1イタリア．ルネサンス艇と都i初文化展」　’　　　　フエルナンド’チJLかクレマデス（マ1ぐリード大働授）
U：00－15：30　講堂　定員：各145名　無料
川lIH（D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）シンポジウム
「ルネサンスの“ル”」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「デジタル技術とミュージアム」展
高梨）t　il：（国立1∫呵洋美術館研究員）　　　　　　　　　　　　　　　「イコノテークの未来像一デジタル技術でミュージアムはどこまで変
5月19｜1・ヒ・　　　　　　　蕊ll、イ1，1。，。。．16，1。講わヒ員，各115名無料
28
＊訂洲は：展覧」∫こ　を『ち照　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO）El14111M勿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会作t‘niiリス｜・：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「イタリア・ル才・→たンス下∫廷と剤～llio）文fヒ」
．1）セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アメリカか創った英雄たち1
［デジタル技術とミーL一ジアム1展　　　　　　　　　　　　　　　　　1ゾラド）：術：館展一一スヘインL室コレクションの美と栄光」
13：30．－17：00　り～ノjこフご」’易　 」世］：：｜・
11111：；11、tノ（）．　11・H2H　r・水），・11）J28　H｛水）　　　　　　　　「ノークシート：
。制liは・燈訟1をぢ照　　　　　　　　　　　　1水の・誘い1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジユニア・パスポート：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一フ．ラト美術館りξ・　スヘインll室コレクションの美と栄光」
5）ギャラリートーク
［水の誘い」展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　㍉1∴｝洋D
j”約制対’象：・1・・中・高校生のト1’1体常設展棚茸ε料
小学校・ll‘：」校等6団fイ〈．合計297名が参加
「肖像が語るアメリカ史　アメリカン・ヒロイズムー．」展
；；㌫？、：、11罐，舗71繍；㌶ご謂1ぎ、　三需・；1；㌫∵：ll1三㌔　。；ぽ三㌔㌫1：・1㍑ぽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　expressed　in　art（s∈・e　detailed　rel）ort　in　Exhibitioll　RePort　section）．
6）スライドトーク　　　　　　　蒜㌻：11iill愁1！lll（lhll：㍑1㍍ll麗1、蕊llll：忽lli二
「イタリア・ルネサンス宮廷と都llfO）文化展」　　　　　　　　　　　　　he］d　oll　weeken（ls　during，　thc／i　ru1）。f　the　exhibiti（）11．　While　such　annual
l8：00－18：40講’llζ定員：各145名腿訟観賢ε料　　　　pr。gr～mms、are＿lly　hdd、1uri、9．・he　s。h。（）1，・s　Sun）m。，　V。c。ti。。
・川61治）・川2（）日（金）・tt　JJIII　1（金）・5）J2511（翻・6川5川ご）・6J」　Pe，i。d、　w。rk。。　th（i。lim。・・。。。t，01、y，t。ms　i。　th。9。H。，ies　n、。。。t・h。・
291除）　　　　　　　　　　　　　　　thi、y。ar・、　pr。9，am　Was　l，。ld　i。　the川tlllmlSe。S。11．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dui’il］g．」this　fiscal　S．・ear　wu　expいrilllel〕ted　with　our　Viewing　Pl’ograms
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　Teachers　lコeld　with　sP（cial（・xhibitiolls　to　schools　located　irl　the
7）先生のための観賞プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　imm（diate　vicinity　ol　the　NMWA，　As　a　I）eW　program、　we　worked　with
「イタリア・ルネサンス宮廷と都市の文化展」　　　　　　　　　　　　　the　performing　Art　Center　onl1（、　T。ky。　National　tJniversity　of　Fime　Arts
lIjt5日（金）17：30～　　講堂　　定員：145名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Mt．isic　to　offer　musical　progranls，　This　ncw　pmgram　w川feature
・1JJ13日（il）14：00～　　講堂　　定員：145名　　　　　　　　　　　　　　　　　　c（）Ilcerts　held　ill　co川lncti（）11　with　cxhibiti（）ns．（川e　to　be　held　each　year．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　We　held　th（first（・oncert、　des　ignecl　for　nle　e［’ljoymel’）t　of　cl〕ildren，　to
「11」像が語るアメリカ史　アメリカン・ヒロイズム」展　　　　　　　　　　　　　　accompally　t｝1e・・Alhn．e《）f．Wateビexhibitiol1．
8月311騰）17：00～・1稻i二定員：145名　　　　　　　　At・the　begin・i・9・f・this　fi・cal　year，　tlie　NMWA　began　studyi・9　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　idea　of　free　adnnission　for　delnental、’and　middle　schools　students　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Mu：　eu　in　Collection　Gallei”ies．　This　policy　b（・gall　when　the　Praclo
8）創作・体験プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibitioll　opened　in　March　2002、　the（end　of　this　fiscal　year．
「水の誘い」展　　　　　　　　　　　　　　　　　　As　an　experimellt．　dut・iiig　th（Prad・sl）ecial　exhibiti・n．　elementary
対’象：小学4年ノIJソ、ヒ　定員：15名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　mi（ldlc　school　g．　tudents　were　admitted　free　of　charge　to　the　Prado
参1川費：展覧会観覧〕5：1・および必要に応じて交通費など　　　　　　　　　special　exhibition〔ハs　well（ls　to　the　Mlls〔三um　Collectiol｜Galleries．　We
｝・｝＝1＝；たち」　　　　：lll・1惣蒜111瓢・11・illl・lllll；deSigned　f°「（：hild「en『entitled
　　八柳尚樹（彫刻劣く）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Overview　of　Programs］
　　9月1611qD　lO：0〔）－15：00
　　「ノ1（と〕互茎〆～ミ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Exhibition
　　城戸孝充Oこ術家）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Allure　of　Water”
9月22日（1つ10：00－16：002311（ID13：（）0－15：30　　　　Du「ati（）n：Septemb（卜仁N（）vtmbe「4・2°°1
㌫1㌶凛覧境㌶魏バ，　　　1；　㍑lllll・llll；　：ぽ；㌧一・一
　　g月29日（ヒ）　10：00－16：00　3011（lD　l3：00－15：30　　　　　　　　　　　　　　　2）Lectures
　　「ll・i　O）IlI（7）／1ぐくa）」五Jl：多　　　£51」　Li　i’lnj」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lectur〈s｝’elated　to　theし’Rer）aissance　ltaly：An　Age　of　Courtly　an（l　Urbarl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cultures”cxhibitiOl1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2：00－3：30pm，LectUre　Hall，Capacity：145、　free　of（．・harge
9）コンサート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aprn　l・1（Sa川
「水の誘い」展　　　　　　　　　　　　　　　　゜P・illti・g　i・15th　Ce・t・ry　Fl・r・ncべ
10月2011（1・）1、1：00－16：00　企1｝lli展示館ロビー　無料　　　　　　　　　　　MitstLmasa　Takanashi（Associate　CLI「ato「・The　National　Muse　tt　m
　　　　　　　　会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Wes　tern　Art）
「水の調べ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　May　l5（Sat．）
企画：瀧1卜敬∫・（東京芸術大学∬ii奏芸術センター助r・）　　　　　　　　　　L’Manlleril．　ln～lnd　Malnler：16th　centUry　PE）illtillg　in　Florence
朗読：1京知イノ1三∫パ女優）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Venicゼ
演剣旨導：⊥乏1唄妹線．大塚ll社（東京芸術大・鋤教授）　　　’N°「iy”ki　Kai（A・…i・t・P「・fes・・r，　ll）ar・ki　U・ive・sity）
邦楽1難∫・望月太｝・rei雄（東京芸術大学∬力教授）　　　　　　　　　　　　　June　9（Sat・）
演奏：東京芸術ノG‘：1†楽学部イ∫志　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Rc｝naissan（：e　of　Venetian　Painting’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Michiaki　Koshikawa（Associate　Profess（）r，　Tokyo　University）
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Lectures　related　to　the“A　Brush　with　Histoiy”and”Americall　I　ler（）ism”　　　　　“A　Brush　with　His　tory”alld“Ameri（．’aii　l　ler（）isi了ゴpxhibiti（）ns
exhibitions　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　31（Fri，），5：00－G：0〔｝pm，　Lecture　l｛all、Capacity：145、　frce　of　charg（・
2：00－3：30pm，　Lecture　Hall，　Capacity：145，　free　of　charge
　　August　7　Crue．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）Creative／Experiential　Program
　　“A　Brush　with　History”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Related　to　the　“Ailure　of　Water”exhibition
　　Ellen　G・Mil・・（Curat・）r，　N・ti・nal　P・「t・・it　G・1賊’・W・・hi・gt・・）　　　　｜・tend・d・udi・nce・O…the　ag・・f　9
　　August　25（Sat）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Capadty：15
　　t‘The　Hero　as　the　Symbol　of　Unity：The　Civii　War　and卜listory．　Paintin9”　　　　Fees：Exihibition　admission　and　transportation　fees
　　Masayuki　Tanaka（Curator，　The　Nationa［Museum　of　Western　Art）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Septernber　9（Sun．）10：00　am－3：00　pm
S・pt・mb・・8（S・t・）　　．　　　　　　　　　　・T・uch　and　Feel　the　W・ight　and　Sh・p・・f　W・t・・“
“Th・P・・pl・Wh・C・e・t・d　Am・・’ica・Hi・t°1ダ’　　　　　　　L・d　by　Na・ki　Y・t・uyan・gi（Sculpt・r）
　　Nagayo　Honma（President、　Seijo　Gakuen）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　September　l6（Sun．）1（）：00　am－3：00　pm
Lectures　related　to　the　“The　Allure　of　Water”exhibition　　　　　　　　　　　　　“Playillg　with　Wate「”
2、00－3、30pm，　Lect、1re　H、ll，　C。pacity、145，　f，e。・f。ha・g・　　　　　Led　by’「akamitsu　Kid°（A「tist）
羅総くllli。U。、Ve，，、，y）　灘騰1罷、1蕊，（llll：∴1，ll∵：：3°pm
蕊蕊；；；se、。，W。，。ピ　　　　　§＝ごll蕊1）・1‡1三・1：・？°pmand3°（Sun’）1：°°一：ハ：IS°1’］1］、
　　Nobuyuki　Senzokし1（Professor、　Seilo　University）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）Concert
Lectures　related　to　thピPrado－M《1sterpieces　from　the　Prado　National　　　Related　to　the　“The　A］lure　of　Water”exhibition
Musemlゴexhibition　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　October20（Saむ）2：00－4：00　pm，　Lobby　ol　the　Special　Exhibitioll　Gallc｝y，
2：00－3：30pm，　Lecture　Hall、Capacity：145、　free　of　charge　　　　　　　　　　　　free（）f　charge
　　March　5（Tue．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”Melody　of　Water“
”Phi！iP　IY　anct　Velazqu・z”　．．　　　　　．　　0・gani・…K・ik・）T・kii（T・ky・N・ti・nal　UI・i・e・sity・I　Fil1・A・t・a・d　Mus　i・）
：1蕊；a「Sllva（（〕u「at°「°f　P“inting．」　Del）a「tl”ellt’　P「ad°N（’t…l　p・e・ly・・a・li・9・Ch…k（）H・r・（・…ess・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Instructors：Nagauta　Vocal　and　Sllamisen　by　Mutsuk《｝（．）tsしlka（Assistant
　　M・r・h29（F・L）　　　　　　　　　　　　　　　P・・fess・r，　T・ky・Nati・nal　Unive・sity・f・Fine　Art・and　Musi・）．　J・P・・1…
　　“Th・F・rm・ti・r’1・f　the　R・y・I　C・ll・・ti・n・Fr・rn　Philil・ll　thr・・gh　　T・aditi・ll・I　O・che・t・a　by　T・ki・M・・hiz・ki（Assi・ta・t　P・・f・…r，　T・ky・
　　PhniP　IV”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　National　University　of　Firle　Arts　and　Music）
Fe「1〕～md°Checa　C「emades（Pmfess（）「・Mad「id　Unive「sity）　　　　M・・i・i・ns・St。dent，。f　T。ky。　N。ti。nal　U。i，e，sity。f・Fine　A，t、　and　Musi。
3）SymP°sium　　　　　　　　　　　　　IO）P。blicati。n，
‘DigitalTechnology　and　Museum”exhibitiorl　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exhibition　brochures：
N°v・IIlbe［’15（Thu「・）・1°：°O　aln－4：4°pm・　Lecture　Hall．　Capacity：145…　Renai，sanc。　lt。ly、　A。　Ag。。f　C。し。寸ly、n（I　U，ba。　C、［加re，・・
flee°f　ch：’「ge　　　　　．．．　　　　　・・A　B，ush　with　Hi，，。ry・　and　“Am。，i。a。　H。，。ism・・
＝譜！u「e°flc°n°theque－H°w　Will　Digital　Techn°1°gy　Change　－・・ad・－M・・…p・ec；…一・heP・ad・N・…nal　Mus・・m・
・’ ドOl’dいtails，　see　tl’lc．・Exhibition　R（・Port　se（’tion　　　　　　　　　　　　　　　　　Worksheet：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’The　AllUre　ol　Water”
4）Semilla「　　　　　　　　　　　　Ju。i。，　Pas。P。r・，
“Digital　T（，ichn（）1°gy；nd　Museum”exhibiti（）n　　　　　　・P，ad。－M。、・。，pi。ce、　f，。。）・・he　Pracl。　N。・i。11。I　Musellm・
1：30－4：20pln，　Galleries，　free　of　charge
Novやmber　l3（Tしle，）、November　21（Wed．）、　November　28（We（1．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yoko　Terashillla）
★F《）rdetails、　see　the　Exhibition　Repoi’t　sectiOll
5）Gallery　Talks
“ABrtrs　h　with　Hist（）rジand‘‘American　Heroism”exhibitions
Each　6：00－6：4（）pm，　Galleries、　Capacity：20　each．　free　of　charge　with
ad｜nissiOn　to　exhibihOll
August　IO（Fri．）、　August　24（Fri．），　September　7（FrL），　Septernber　21
（Fri，），October　5（Fri．）
6）Slide　Lectures
RenaissanCe　Italy：Arl　Age　of　Courtly　alldしJrban　Cuitu　res．　”exhibition
Each　6：00－6：40　pm、　Lecture　Hall，Capacity：145　each，　free　of　charge
April　6（Fri．）、　Apr‖20（Fri．）、　May　l　l（Fri．）．　May　25（Fri．），　June　l5（Fri．），
June　29（FrL）
Prado－Masterpieces　h’om　the　Prado　National　Museum”exhibition
6：00－6：40pm，　Lecture　Hall，　Capacity：145、　free　of　charge
March　l5（Fri．）
7）Teachers’Program
L‘Renaissance　ltaly：Arl　Age　of　C（．）urt｜y　and　Urban　Cultures”exhibition
Aprn　5（Fri．），5：30－6：i30　pm，　Lecture　Hall，　Capacity：145，　free（．）f　charge
Apr‖13（Sat．），2：00－3：00　pm，　Lecture　Hall、　Capacity：145、　free　of　charg．　e
う｛｝
情報資料に関わる活動報告
Report　of　Information　Services　Activities
川川資料関係の活動について、資料の収集・整理・提lllぷ務と情報　　　　　3）デジタル技術とミュージアム
システムの管理運llぱ務にノく別して述べる　　　　　　　　　　　　　　’1’i成13年川月1311から12］j2Hまでの3週1川、「デジタル技術とミュー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジアムー情報・機器展・jl、セミナーによる公開ゾし｛グラム1を企画展
1．資料の収集・整理・提供　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示館ロビーおよび講堂において開催した　。筒川は「展覧会」の項を
D収集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参照されたい
例年の収集のほか、’ド成12年度の特別収集を補完するものとして
1°°川脚模で参卵1純順した・　　　　　　　二S．そのtuiの潮
2）酬！　　　　　　　　　　　　’誠13年811221｜：第211°｜酬システム委［i会（夕榔委［i：僻技llF∫
図J｝・は、繍図1　・のオ。ライ。人加2。1、lllr）のほか、遡及入加館　劫ミ興撲1聯撤彦⊥k）
処理（118冊）を行な一）たこのほか生川文庫の整理に着壬し、まず　　　　’14成13年121」IH：［1仏図lll：館情fl乏学会見学会として「デジタル技術
複本（580111Dの人力を行なった．こθ）ほかに前年度特別収集分を含　　　　とミュージアム展」「デジタルギャラリー」「資料室」の見学14名
む参考図・1｝：の委託整理を行ない・1，01・’1　llll一を人力したこれらにより・　　　／ξ成14年1月1（う川：日本博物館協会・ll成1：〕年度博：物館指導X・研究
イト度内0）総整理11Wi／〈は・2．9　1　3　Illj－（洋｝1｝：2．356111L不1［　，1｝：557　HIDに0）ぼ　　　　協議会情報部li｜」の見学会として「デジタルギャラリー」「）こ術館梢報
一・た逐次1：‖行物は新着資料の人力および1r一成ll－12年度遡及人　　　システム」「資料室」の見学7名
ノ汐イトルについて1岨紺「lllJのフォ゜一アップを継糸タこして行なって　慨14・1・2111511、第151喘撒‡・［懇ii炎会綱，l」，元文化好．，・c、’1‘：
いる 　　　　　　　　　　　　　図、　・飾川⊥ξ桝紀爪［蹴サービス棚賭への対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　応　」）
3）「資料コーナー」の運川
械11イ1・5川、運川を1蹴した「資料コーナ＿」に（ま、襯に1・，桁さ　’IL　IJSI　14｛lr－3JJ201　1：FtiJl究資料センター」内～εll測会・過去゜・酬i了［
れた当館1二1」行物を川r｛次配置し、開館時lll］中、過去10年分の展覧会　　　料懇談会講師’客員イリ1究員等約20名
カタロ久年報、紀要および）1術辞典、）こ術館・覧、展覧会案内など
のll∫販1：1」行物が閲覧でき、好評を得ている．、・1成14年3月末時ノ1工の　　　　表1）図LII：情報システムLVZ　OPACシステム基本データ
配置数は、75タイトル、107点（71111｝）各2セットである　　　　　　　　　　　●OPACサーバー（1台）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハードウエア
　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　製品名：IBM　RS　600044P－1704）「研究資料センター」の1；1・J設　　　　　　　　　　　CPU：P。we，PC　I・OWER3333MI」Z
’ド成14年31」1511、「研究資‡：1・センター」を開設し、研究者、美術館学　　　　　　　　メモリ：1024MB
芸員、大学院修1：課程↓江ヒの学生等に週211（火1曜川、金曜H）公開　　　　　　　HDI）：16．9GB
している
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●クライアント（4台）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハードウエア
2．システムの酬！運川　　　　　　　　　　　　製・ll∫1名：IBM　N・・Vi・・a　Mtll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CPU：Pentium　rV　2GHz
l）美術館情報システム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メモリ：256MB
’ド成12年度末に図Ji：情報システムパッケージLibVisionのバージョン　　　　　　　　HDD：・40GB
アップとしてLVZを導人したが、これへのデータ移／　J：を行なった，あ
わせて、蹴13・1・蜘・イ1噸料セン矧1室をH途に・PACシ　　1；㌶㍍。f、⑩Willd。w、⑱2。。（）Pr。fessi。n、1
ステムを導人した機器構成は表1のとおりであり、OPACサーバーl　　　　　　　Microsoft　（iD　Office　2000　Pcrsonal
台、公開川OPAC端末4台を設置した　WWWシステム0）・般公開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（波多野宏之）
川ホームページへの’ド成13年度のアクセス数は、3．10L357イ’1：（うち、
ll本語版トップページへ0）アクセス数は、：101，012件）、1坪均で各々
258．446件、および33，417件であった
2）デジタルギャラリー
1《成13年度は追加人力を行なわず、絵1岨55点、素描24点、版lllii　10
点、彫刻15点、総計204点の検索利川を継続した，
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Des℃｜’il）tiol）S　of　the　major　activities　related　to　info｝’mation　services　　　　　　3．　Other　Activities
－lu（’kid　at　the　NMWA　duri・g　fisc・’i　2001　a「e°「gEii’iiz（id　and　n°ted　22　A。9ust　20・1、The　21、t　Meeti，9。f　th。　ll、1。rm。ti。。　Sy、t。，。　C。m，．it｛。。
b・1・wby　t°pi・・　　　　　　　　　　　　　　（external　c。mmittee　membe，、　M。sal’）ik。　Suz。ki，」、p・m　S。i。。，e、・、l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Techllology　Corporation）was　held．
LAc・1・i・iti…0・g・・i・ati…and　Pr°visi°n°f　Mate「ials　　　　IDecemb。，2001，　F（川rt。。n　m。mb，，、。f・th。　S、）ci白でf，an℃。．j。1、。。、i、。
1）Ac（luisition　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　des　biblioth6caires　et　des　dc）cunlentalistcsvisited　thいDigital
lnadditioll　to　the　normal　aimual　acquisition　of　rnaterials，　the　department　　　　　Technology＆Museum　exhibition，　Digital　Ga］lery，　and　Research　Librat＞r，
thi・ye川’pttrch・sed・ef・・ence　b°°k・w°「th　1・（）OO・OOO　yen・　　　　16、J。nuary　2002，　Seven　memb。，s。f　the　l。f。rmati（川S。cti。1，。f・the　Fiscal
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2001Training　Seminars、　Japanese　Association（．）f　Museums　visited　and
2）°「ganizati°n　　　　　　　　　　　　　。｝，serv。d・the　Digit・1　G・ll・W，　Muse・m　l・f・・m・ti・・Sy・t・m，　and　R・・ea…h
l・・ddili・・t・the・n－line　entry　of・clata°f　l2°］newly　a「「ived　b°°ks・　Libr。r’y．
relr‘｝sl）｛・℃tiN．・C・）cataloguing　was　conducted　on　I　l8titles．　The　orgar．1ization
。1・h。lk，t。　Lil，rary　was　begun，　and　fi，st・n－li・・d・t・e・t・y　was　l5　Feb「ua「y　2002：The　l5th　R°ulコdtable　Discussi°］）（）1）　］］］f°「mati°il
＿h、ded　f。，　th。580　d。pli，at。　tit｜。，　i。　the　c・11・・ti・・．　Th…t・…ci・g　S・「vices（Speake「：N°「ik°Hi「ai・　f°「me「Chief　Lib「《’「ian°f　the　Bunlka
。，9。。i、。ti。ll（）f　th。，ef。，e。，e　b。〔）k，　w、s　c・rlduct・d□ncl・di・g　th・se　W°men＄s　Unive「sity　Lib「a「y・（m　the　sublect°f‘‘Reade「Se「vi　（T　（iS：
1，。m　Ul。　p，e。i、川s　fi，cal　y。。ピ、　spe，i・l　pu・ch・s・，　with・・」ine　e・try・f　Resp°nding　t°Facility　Use「s”）was　held・
ditta℃ompleted〈）n　Iρ14．　titles．　As　a　result、　the　totaI　number　of　titles　　　　20　March　2002：ApPr（）ximately　20　visitors、　including　former　Roしmdtabk
caldloglR・d　during　the　fiscal｝～ear　was　2、913titles（2，356　Western　　　　Dis　cしlssi　c）　1）（・）1・）Inforniation　Services　speakers　alld　NMWA　Guest
l；mgllagいtitles，　and　557　Japanese　language　titles）．　Newly　arrived　　　　　R〔searchers，　attended　ar｜explanation　and　viewmg　of　the　new　R（search
P｛・rio（lic三ds　w（・re　catalogtLed．　Fol｜ow－ul．）work　w三ユs　conducted　on　the　　　　　Library　fac‖itks．
〈’atalogt川lg　of　l】ewly　Eurrived　lτ1aterials，　and　retroSpectiy・←catalogtiing　of
］11“ke11111s　fr（）rn　fiscal　l998　and　l999　was　completed．　　　　　　　　　　　　　　　Chart　l：Basic　Data　of　the　OPAC　System，　Libraly　Infommati（m　System　LVZ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●OPAC　SelTer（lUllit）
3）Opcration　of　the‘Browsing　Corner”　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　Hardware
N・’wly　1川1・li・he・I　NMWA　P・bli・ati・lls　w・・e　g・・du・11y・dd・d　t・the　　M。（1。1　name、　BM　RS／6000　44　P．　1　70
Bi’・w・川g　C・・ll・・i・・1・gur・t・d　in　M・y　l999・Vi・it（）rs　hci・・erlj・y・・hlsi・9，　　CPU、　P。w。，　PC　P。w。，3333　MH、
・・dgi・佃f・v・rabl・…i・w・t・・th・C・rIl・ピs　se1・・ti・）n・f　NMWA　　RAM，1024　MB
・xllil・ili・・1（・・t・il・9ue・，　Am・u・I　B・ill・．tins　and　J・・rnals　f・・m　the　pa・t　10　　HDD、16．9　GB
years、　and　cOI丁11nercially　publis．　hed　art　dicti（．）naries，　art　mしlseuln　guides，
・・d・・hibiti・11　g・id…A・・f　the　end・f　Ma「ch　2002’the　B「°wsin9　・Termilla［，（　。。it，）
C・川・「・・11t・il’）〈，」d　lw・sets・f　7「・　titl・…rlO7　it・ms（71　v・1・me・）・　　　Hardw。，e
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Modebame：IBM　NetVista　M4　1
・1）｜11ilug，urcltion　of　the　Research　Library　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CPU：Pentium　IV　2　GHz
Th・NMWA　R・…r・h　Lil）r・・y　w…pe・ed・n　M・・ch　l5・2002・　and　thi・　　RAM，256　MB
い・ilily　i・・1・w・1…twi…w・・k（Tuesd・y・a・d　F・id・y・）t・re・ea・・he・s・　　HDD、40　GB
ilt・1111usいUIII　cし］1’1）tors、　al．｜d．gf　raduat（二・students　at　the　lll　（ls　te　rs　c（）urse　level
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S（．）ftware
ot’abovい．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　OS：Microsoft＠Win〔lows⑭2000　Professiona｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Microsoft⑭Office　2000　Personal
2・°1・e・ati・n　an・1　Ma・ageme・t・f　the　Museum　tnf°「matk）n　System　　　　　　　　　　　　　CI－lir。y、1鍋・an。）
1）Museum　lnformation　System
The　L＞Z　version　of　the　LibVision　software　package　was　ir）trodttced　at
theいnd　of　fiscal　200〔｝，　and　data　was　trans．　ferred　to　this　new　version．　ln
ildditioll、　the　OPAC　svstem　was　intr（．）duced　in　conjullction　with　the
plalmed　opelling　of　the　Resea！℃h　Library　at　the　en〔i　of　Fiscal　2001．Chart
llists　lhe　basic　c（）mporlellts　of　the　system，　with　one　OPAC　server　al．｜d
l．OUrl）ubli〔㌔しLse（．）PAC　terlniIlals．
　　Thいmlmbel’（）l　access　hits　to　the　NMWA　public　access　Internet　web
silいiTl　fis℃al　20（）1　was　3、101．1357　hits，　with　401，012　hits　recorded　for　the
」al）anese　langllage　versioll　of　the　site＞s　mam　page．　The　monthly
averagいs　wcre　258，・・116hits《md　33、417hits，　respectively．
2）Digital　Gallery
N《）11ew　illlages　were　added　to　the　Gallely　during　fiscal　2001．　Hence，
｛11いre　al・e　204　sear（：hable　artw（．）rks　available　in　the　Gallei’y，　nan．｜ely　l55
pllintillgs、24　drawmgs，10prints．　and　l5　sculptures．
3）Digital　Technology＆Museum
1♪or　thl’ee　weeks．　lrom　November　l：3　thr（．）ugh　December　2、2001．a
pr〔⊃graln　entitled“Digital　Technology＆Musellm：Pubhc　Seminars　and
Exhibiliolls　of　Illlormatiol．l　and　EquiplTlent　Rekated　t〔．）Digital
T（・clmo］ogy　al．｜d　the　Arts”was　held　in　the　Lobby　onhe　Special
Exhibition　Wing《md　the　Lecture　Hall．　For　details，　see　the　Exhibition
RいPorts　sいction（）f　this　volUlne．
s2
保存修復に関わる活動報告
RePort　of　Conservation　Activities
2001年度に行なi・たWl存修復に関わるド1要な活動を項llこ’とに人　　　　ンと展示室を1xl分けする［1’j　1iか行なわれた　旦体的には、実質的な
別して述べる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展示室入口である19川紀ホール人口に1釧」強化ガラスによるrl動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式の風除扉を、またこれまで1吹き抜けであ・、た21｛皆展示室と1階のフ
L寄贈偏11眺，綱査受け人れ　　　　　　　　リーゾーンをつなぐ避柳搬の川）に1・ij　L；く馴強化ガラス゜’ガラ
2。。1性は数多くのi・匝な個llの訓1渋けた；欄綬ける際　ススクリーンを砲したllllll芋に2継示細）hl：’（i　°）白継り替えも行
には揃にf・hlll・1の閑f・状態酬イEし、酬館までの安儲、愉送、　なわれたこの11　’］　iJ（こm’・本館に展示されていたイ訓の▲1剛去
f潮での備・伶li・場合によってはさらに1瀾な状態調A、1多復処　と・施1：後の室1腔タ（汚染倣に関する・凋情行なった
ii”i：　Cr’　i　i’　1・1・ける必要があった　　　　　　　　　また展示照1川のスポットライト噺馴‘：人に伴っ℃樹腿定を
まず2。。。鞭に紺亡を行なった川効コレクシ。ン剛来するレ　徹うヒ酬1伯の醐から欄を／：なった
オナルド・ビストルフィ作の彫刻作lllll群の寄贈を受けることができた
この1・1品洋はノ、」・賄とブ。。ズによる彫刻．i釧多り制品8点（M－：　〈1　：－　3・屋外彫刻゜’如保護処置
度に1齢．報糺た6点にbllえ、さらに2点が1洲さi、た、舗数の　昨鞭まで（こ触化を施しllは置した《地獄の門》・《カレーの・1∫
バー。からなる大」［・11　0）　］〈　fiR石彫刻もf’〉まれており、刑蕊ともに大　民》・才sよび《考える人》は・暇1ド例1之織1継却iの継処置と
きい卿端の条件から輸送には1。1トラ。クカ・3台必要であること　してマイク゜グ戊スタリンワックスをテレピン精～由で希釈して塗飢た
が見込まれたが、割ll捲馳は住宅街で1並路幅大型トラ。クの　しかし屋外にあるために風lll・jにさらされ」じが経つ｛こつれ・このワ・
卿人れが難しく瀞を使，，願酬えも考慮した搬lllと、1継を揃　　クスのイ桃蜥米なり・；｝1閉1勺にはなくなってきてし’たまたこれら
に締に、lh山1したまた胸渡の齢で）こ術飾、制個、る場合　の彫刻には11　iJ！J；公1納に生息する川∫〔により糞をされることが多々
には、受け人れ後に備・状態のさらに綿密剖月査とイ修復処嗣泌　　あるが・水を併肌ながら綿でこ”4　”　）一’（除去する際にワ・クス層も比
要であることが齪されていたカ・、そのイ傑を行なうスペ＿スを確　iP交的騨にとれてしまうことが認められていたその／：　ab・・i！Cl「・iを洗
保するために、熾負r｛敷地内に仮設建物を設｝i牝受け人れ態批　　浄・補＊t多によ馳1継をした後に・／洲は糊にワ・クス゜）焼き付け
槻た輸送1酬は樋1、行なわれ、途中で侶1、を載せるための　1繊を行なったこの肱によ槻状で1よ↓揃に比べ桝抽1護層
バレ。トが湘撒するアクシデ。トもあったが澗ll・1に鵬聾える　が1棚し」闇こよい綱↓が・鵠られている
ような’］t故もなく）こ術fll’ilJ．Jの仮設建物に収容することができた　今
後は制｜の齢｜」こ態をより，馴に、澗Eしてその状態に適した琳r白　剛覧会に関わる保イi：lle」蝶務
な繊処置法を樹し、実施していくことを，洲している　　　1牌度に開会したイタリア’ルネサンス展の椥1メ酬と・返川三のイ／三
また旧松ノ∫コレクシ，ンに川来するタピスリーを棚法酬業協会　品状態点髄河1㈱田の｜酩がi・：なったそれに続くアメリカから
から庶および日本蝶銀f、・から5ぶ1・6点の寄｝増を受けることが　の借り人才し作品による餉壮ξ・および教育澱を川1↓とする小御i
できたこれらの1乍lll　、1，はすべて高さ3m徽、幅‘よ蹴のも。、で7n1　展・ぽ㈱人れ作“1　II・の燃・展・・漸　1・終了後の撤収および作・1・ll
におよぶ染織品のf棚、ついて酬館、、保佛；門でもこれまで　の澱の補助に馴力功1｜わったまた／湘剖｝1会のプラド酬館
。、撒の舗が多くなく、ll　イ∫・状態調査には染糸哉、　・1のhi　Yt－：修復を　∪ξで從人れ制∫の点↓鋤・酢業をi川がt・：なった．
1厚門とするイi　Jii〕庭恵氏、ならびにメトロポリタン）こ術館染織llll保存修
復部の梶谷宣舐にご1劾いただいたこれらの作，　llの保鰍態　5・そのIUl
はおおむね良好と’1・WIJi一されたが」点は長く納（、かけられていたた　則｝り・［の教馴二修によりll斥遣された長崎Li・1・　・’，1　il・1脚と北・浩学殿
め、馳と埃などによるi’li、がH　，’tlち、また以、陸打ちを施された際　術教諭訟∂・配氏の研修受け人れを行なった
に使われた接酬1洲、品に染昼んで繊維が‘更くな，、一（いることが　　i川は文1　新・洲i帷礁元蜘こより欧米の矧；廊刷勿館文
認められた‘作品の大きさと展，、こスペース蝋ね合、、や、染織品の　化財15↓働ための蹴機階多麦7x視察し洛機関での研ti2・制度と
酬から継ヒ、こi、らを則川眺示することは難しいが、酬蔵　端｜裕・および緒修街♪野での最新の技術・イ減の！lil」J　1ftj　Ys－：一　eこ
品のゴブラ端・臆とkわせた，1、企1、眠示力・2。。3儲に計1、1され　関する1覗を徽
ているそのため2。。2・1渡1、、より、瀾な継、1聴技法1、関する　　塚HIはイタリアよりli」1：プ諸゜）才棚および絵lllliの」1三破壊・齢に関す
、蹴と、M、必要な最f、t限の閑∫・処階、夕鄙の，lqll嫁。、協ノJ　るノ」’蹴な・i徽会を‘＞lllぱ施し・H川1｛1の　胱絞流および’1詠
を得ながら硫う　　　　　　　　　　の馴イ減のll∫能性について意！Lt交換を行なった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塚川全彦）
2．展示環境改善
本館展示室の温度・相対’湿度をより安定させるために、外気による影
響をより低減させて空調負荷を減らす川的で、建物内のフリーゾー
．s．s
Des（llphon～of　the　mdlor　actMtle～reldted　to　colコ～etivdtion　conducted　dt　　　　21mprovements　m　Gallery　Enviro川1｝ellt
tli（，　NMWA　durlng　fis（dl　20（）l　are　oi　g」diiized　and　notcd　1）elow　by　to｝）ic　　　　　Construdlon　woikhds　beell（drllcd　ottt　oll　the　physi（dl　sep、udll｛lll　oi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibitiOn　gsd］lenes　m　the　Mdm　BUII（lmg　cllld　the　n川、（川｜ゴs　mt（・rl〔〕t　Flce
lPre－donation　Survey　and　Receipt　of　Donated　Works　　　　　　　　　　　Zone　The　PurPose　r）f　the（h・u〕ge～Is・to　lessen　the　lmPdd　ol　the　e＼lemdl
Thc　NMWA　was　fottundte　enoし1gh　to　lecel～edl，11g〔・11umber　of　dol｜ated　　　　envlrollmellt　dnd　the（01｝espo［iding　butden　o］1　the　dmldte（ontiol
wo］　ks　durlllg　fiscal　2001　Prlol　to　formal　ac（・eptan（e　of　any　donated　　　　．systems，md　thus　to～t、11）山ze　the　temp℃ldtute　dnd　rcldtl～℃hummdLts，，　ol
woik　lt　ls　necessary　to　survey　the　work’s　（．olldltlol1、　pld旧t、　sdfe　　　　the　NMWA　exhibMon　gdllerie．s　In　detdl］，　dutolndtt（．　wmd～hleld　doo“
hdnspoltatlorl　to　the　NMWA，　dnd　lt～dpproprlate　cale　on（e　ln　the　　　　made　ol　trall～pdrent，　remfor（ed　gld～s　h、we　been　l）ld（e（l　at　tlie¶ntrdn（（・
Im“ellm　Depen〔1ing　on　the　re～ult～（）f　the　lmhdl　sul’N・e）more　detalled　　　　of　the　19th　century　Hdll，　the　actual　elltrdlKeto　the　Mllsellm　Colk・dloll
s川M・vs　mdy　be　requi］ed，　and　lf　tlece．sgdry、　speufK　collserv（）tloll　woik　　　　　Gdllerle～Slmlldrly，　the　prevlou～ly　ol）en　dled　aroun（l　the　emergel1（yus¶
lndy　be（drlled（）ut　dft（jl　receivmg　the　work　at　the　NMWA　　　　　　　　　　stairwell　that　connec　ts　the　2nd　floor　gd‖etle～wlth　the　lst　ll《）ot　h（・（・
　　1）川lng　this　tls（dl　ve、n　the　musellm　received　the（lolldtlOII　o｛dg」　roup　　　　　Zone　hd～beeI｜fltted　wlth　a　gld～～screen　mdde　of　tl、m～p、uent　r（・llltoK　e（l
of～ullpturdl　wotks　b～Leonardo　Bistolfi　wlth　ex－Mat．sukdtd　C《川ectlon　　　　　gld～s　At　the～dme　hm（x，　d　sc・ctloll　ot　th（i　wdlls　of　the　211d　floor　gdllell（・、
plo、cndnce　whld）hdd　been　suneVed　duimg」fl～cdl　2000　The　group　of　　　　wele　rep、川lted　Durlng　theしonstmctlon　ploce～～works　dl～p［d、ed　m　tlK・
sullp川res　col）㌧isted　of　d　total　of　8　woi　ks（6　work、　were　suT、eyed　dlld　　　　　Mdm　Bulld川g　were　tempo｝allly　taken（川t　of　the　sl」d］lcr］〔is，　dnd　dftel　thい
lepoltいd　m　fi・，cdl　200〔｝，　but　2　dddltlol〕al　wo｝ks　were　included　ln　the　　　　　completion（）f　construdlon　woik．　gtl　rvey～were　coll（luK　te（l　to　tcst　Ih¶，ul
don、ltlol］）These　bl（川∠e　dnd　n｜drble　works　mdtlde　both　sc　ull）tu　tρc｝ln　　　　　lx）11utant　k・vel．s　m　the　varloし1～affeded　room～
the　l（川lld　dlld　s（．ulptuldl　leliets　Thig　group　include～ald　rgs　e－s（．ale　　　　　　　　In　colllullCtlOI）wlth　th（・new　Pur（．hdse　ot～pothsgJhts　l〔｝t　u～（．’mLS」・11］c1N
m、ubl（・s（ulli）tLLte　m、ide　up　of　I）uM（コtOU～mdivdudl　pdrt～Thus　these　　　　　lightirlg　Lons（・rvatlon　stdff　member～coi）ducted　thc，Li　oWII　tests　oi　lhe
wotks，ue　mas、11／c　both　m　wei　S，　ht（md　m～hee｝’bttlk　［t　wa～orl　gl　1｜（111y　　　　　Iighting　l）r（）duct～bemgs〔on～ideted　fo川川rchdse　to（letelmmc　th（・11
cst｜lndted　thdt　thr（・e　lO－ton　t1しic　ks　would　be　ne（ess（1ry　for　trdnsl）ortdtloI〕　　　　　（oMI）11〈m〔ewlth　coT］SelldtLOIIstandcu（ls
｝－lo、～い、el　m　consid（ndtlon　ot　tllCi　I1（1110WIlesS．　of　ioads　IK・dl　thc　donor’s
lesldelwe、md（iiffic　ultieg　ln　m、mipuldting　gu（hl、lrge－scale　hu（k～、it　the　　　　3Surface　Conservation　Work〈on　Outdo（）r　Scllll〕tures
donol　s　resldell（（・，　d　r℃vised　detailecl　pldn　wds　uedted　l川or　to　the　　　　　As　the　tindl　st，ユge　of　the　re－m～tdlldnon　of　the　G（ltc・～olノ〃／，　theβ～〃g／1（’1、
tldllsk・l　ot　the　w（）lks川（luding　the　use　of　smdllel、ehicles　ds，11ighter　　　　　（）／C（1／（il～、md　theη～∫〃々（」r　whichwele　remstdlled　wlth　s（．・isn’ilc　i．solatiot）
fo日hc　lelno、dl　dnd　tl、m～p（）ltatlon　o杜he　works　to　the　spd（e、～11elethe　　　　　httins」g　ii］ple（edlng　fLs（　d］yedl’s　the　sulfa（es　ol　tl｜e　s（　ulptuies　wいlv
wolks　NNK，1e　to　be　relo、｝ded　ont（）the　lO－ton　mld、s　Oul　c〔川sCSI、dtl（）n　　　　　（odted　Mth　Ml｛L1’o－clv～talhne　wax　d｜luted　wlth　tし1rpelltme　How（・、el
su］xe～of　the　I）re、・1（川s　fト（al　year　lldd～uggested　that　d　more　detdlled　　　　glven　the（川tdoo口11～tallcition　of　the　works、　wmd、　lall］dnd　othcI
sut、e、　dnd　sl）e（lfl（coll～el～〔ltioll　III・（・d．su　res　would　be　ne（e～～dry　dfter　　　　　wedther　effc）cts　ML）all　thdt　over　tlmP　the　protedlve　ldyei（｝f　w・　x　l、
IcK　〈コ1、［ngs　the　wotl、s　it　the＞i　we｝c　dondted　to　thc　NMWA　GLx　en　the～e　　　　thlnne（l　dlld　m　pldces　wor1）down　dltogether　Als（）¶lce　the　Musい川11
1equllemcnts～～e　pい（ed、1　tcmpoldl、　sh・udule　m　the　museum「s　　　　“located　withm　the　Ueno　Paik　giounds｜lome　to　a、el、　laige　b］td
sSfloulld、、und　plC・pd｝cd　lt　tor　th（・1〈・（．　c・1）tlon　ot　th｛．・t〔ulptures　The　　　　　populdtlon，　the　etfe（to日川d（lroppmgs　on　the　plote（tl、eldyel　olw，1．x　ls
h、msl）OltdttO］｜pro（いs、　P｝o（e（・ded　c　・u　Cifし川y、・md　dlthough　thele　wd～a　　　　　d　serlou．s　LS～ue　lt　wd～determ！ned　thdt　the　wdx　ldyer　wds　also　ci，1×llv
sllgllt　cl〈udent｜ll　wh“hone　ol　the　l）dllets　hold川g　d　s（ulpture　was　　　　removed　during　removdl　ot　the　drop［）lngs　u～IIlg　onlN，　wdtel　dl1（1　cdtelul
ddmdg〔・d（hlllllq　tt、111s［）01tclt1（）n　1）o（1、mldgc　wa、〔ione　to　the　woik～　　　　　lubb111g　wlth　wet　c《）tton　doths　Therefore，　aftel　the　sulfd（es、～cl（・
thums（’K　es　dl）（1！h（・、　Welesdf（’］、1）ld（ed　lll　thc　t（・mPo］cltN～tl’uctuie　　　　　deaned　the（．　olor　tollCiS　wele　letoしiched　wlth　plg」m（illt、　dnd　the、・II］）v
wlthll｝thいMUseUIIIゴs　qlolmds　A〔oml）lete　survey　oi　th　e〔onditton〈）I　the　　　　　wax　wd～dpl）1ied　wlth　d　hedt－．sealed　coat］ng　method　Thl～new（　uatm　gf
s（ull）tut（，s　wln　l）e（atlled　out　m　the　future　・川d　methocls　fol　dddlled　　　　　　　pto〔e～s　hds£Ss　lven　the　s〔ulptures　c）hcu’（let　protcdlve　1・iver　th・ul　thclt
（o｜lsei、dtlOII　woik～～川be　COIIS｜（lered　bdSed　On　the　l（／・．sults　of　thdt　　　　attoide（l　b、　Plevlous　tle、ltll）elコt　meth〔｝d．s　dnd　hdS　Pioduced　e＼hemdv
SLItNC、1’1，ms　will　th（・n　1）（・　dldwll　Ul）fOl　the　exeUltl・n・f　the　l1い（（・SSdlY　　　9・・d酬11t・
（OllSやtx｛ltlOll　WOik
　　　hn　ddd山on　to　tlwse　ex－Mdt、tikdtd　（’ollecMon　sc　ull）tu　res、　slx　tapcstHeg．　　　　4Conservati（）n　Work　related　to　Exhibiti（ms
NN　1tll　e＼．Mdt～uk、1td　Colk・d｜on　pt（）、en、mしe　wele　dondted　to　the　NMWA　　　　Foi　lhe｜tdhdn　Ren、i］s、、u｜（eexhibit｜on　opened　duiLnEsf　t］sc　al　2000　b（｝th
b、tl1℃Su　g」di　llldしlstt’x　Assoudnon　Inc　（one　t、lpc～tl’s，）and　the　lndustridl　　　　　　Kdwdgu（hl　dnd　Ts．　ukdda　wo｝ked（）n　the　plO（－eg～ol　Iemo、mg　y～〔nks
Bdllk　ol　Idl）clll（flN（・tdPe、hle．s）’1’hese　textiles　dle（ill｜dlge川×（（lle　edch　　　　　　　hom　theit　tnst（illdt］on　I）osltlOI）～dnd　of　condu（．t川g　the　o［）Jc’（tcondltloll
m（i｛lsttrlt｜gdpproxlmdtely　3　meter～talL　dnd　at　the　widest、7meters　wide　　　　　reports　l）rlor　to　thelr　leturll　For　the　2001　exhibMon《）l　Amerl（dn　dlt　dnd
The　NMWへColl、（・Mnon　DepartmeTit　doe～not　h、lve　d　gr　eat　dedl　of　　　f（）l　the　E（lucdtloll　D〔・pdrtmellt’～stしldy　exhibttio［1、　thdt　plo（ess　M、
e＼PellいIKewltl〕（onsel、dtlOll　dl｜（いestolatlon　ot　textlle～dnd　tol　the　　　　　（－olコt11）ucrid　T、しlkddd　d、sisted　wlth　thc　exdlnmdtl（）n　oい～oiks　ul）Olt
conditt《）n　su　｝　i，　（．・s　ol｜the・e　wolks　w（’　lecelxeci　the　kmdしooPerdUon　ol　　d－1、al　dtsplax　l）tepardtion　iemoval　f）om　m～talldtioii　1）・sltl・t）s・attい日he
Mle　lshn，textlle（《川setvdtol、、md　Nobuko　KaJltclllt，　Conselv、ltoi－］n－　　　　（・xLitbition，、md（）blect（《）［1（11tl（）1ハtepo］ts　l川ol　to　the　letum　of　wotk、］（・111
（h、1ぼeTpxhle（”onse1’x，at10n　Depdrtment　ot　Th（・Metiopohtdn　Museum　　　　　K，wdglKhl（（川du〔ted　the（oi］dibo［］ex，1［｜｜mdtlon～dlld　dLs］）lav　w《⊃lkIoI
ot　iNtt　lhe（olldltlon、ulvey　deteimined　thdt　the　t〈IPe～tllet　wele　lll　gsood　　　　　the　woi　ks　1）otiowed　toi　the　Piddo　exhil）Ltion　oPel〕いd　dut111ssf　tllls　Ils（d1
〔ond［hOn　ove｝，111　（）ne　wOtk　whl（．h　hdd　hUng　fOl　ITlclnsv　＞e・llS　lIl（in　　　　　　　　yedl
lntellol　settmg　tlds　con～ldelable　tddlng」　dnd　Is　dustx　and　stdined　Algo，
the　ddheslve　u～c（l　whell　the　tdpe～tty　was　line（川las　1）een　dbs〔）rbed　mto　　　　50ther　Consei　vc｝tion　Depdrtment　ActMtles
the　woik～fibers　dnd　thu．s　hatdened　them「rhe　glze　of　the　y～otks，　　　　Under　the　dllsl）ICe～of　the　Ndgdsakl　prefe〔tuial　go、emlllellt　s（・（hl（，1101
（（）1｜sl（1（‘t〔1t1（）ns　（）『　（、sN｜｜1｜）1tL〔）ll　～｜）（1ce，　（llld　the　c〔）11serydt1（）ll　l｜ee（1～　（）f　　　　　　　　　　tlalll11）9　1）1（）9t（111｜　TdkしLl｜｜l　M（｜tgtl1〕tlg〈1　（）t　the　〔1｜t　（｜（、1〕‘11tl1〕（》11｜　（）f　tll｛，
textilc　wolks　dll　inake　long　dl～pld）peiiod～diffLcult　HoweN　et　plans　　　　　Ndga～dkl　Prefectul（11　Notth　Sdseb（）Hlgh　School　wds（hspdkhいd　to　th（・
hdvc　bcell　md（le　for　d　smdU～peしldl　exhlbltlon（）f　the　tdpes川es，　together　　　　NMWA　Coll～ervdtlO［l　Del）a山11c・llt　for　tr，1川mg
wlth　a　Gobelm　tdl）e～tl－v　dlreadv　ln　the　NMWA（ollection　to　b（・held　ln　　　　　Un（le川1c　dusplces　ot　a　glant　from　the　Fellowshul）Progldnm1い1川
the　splmg　of　2003　Thetefoie　wlth　the　dsslstan（eol　outside　sl）eqdll～ts　d　　　　　Studx　Abtodcl　of　Jdp、lll　s　Mlmsm　ot　Edu（d亡toll　Clllhlle　Sp（）lts　Sqcll（c
mole　detdlled　sし11xelyr　of　the　I）hSs“dl～tdte　dlld　the（lltl．st、　k・〔hm（lues　　　　　dnd　T（・〔hnolog、（MEX「r）Kdwdssuchl　ttd、e］ed　to　Eutol）e　cllldへIll〔・日（d
u～ed　m　the　producti（）n　of　the　newly　dondted　tdpesnle～、（dollg　wlth　d　　　　　whetehe　ol）sei’ved　d｝’t　n川、uums　mllsellms、md　oth（iT　t（iscv（IK　ll　ldulltlいs
coll～idcitdtlon　of　col）．servatlon－（IPpropllate．stotdgfe［netho（1～（lnd　the　　　　　　　dedic（ited　to　the　col）scコ　rxi　clt］ol　l　of　cultutdl　1）lopert］es　The　plnl）osいoi　thl、
detein｝ination　o｛the　mlnlmum　consel、c）tloll　I）toce（luie～lequlred　　　　tid、el　wds　to　g、ull　l【isL　g，　ht］llto　ed（hlllstttutlOII　s　Ildlmnq、、、tem　d｜ld
betoie　the　displav　ot　the　works　Ls　bemg（onduded　durll］g　fis（　dl　2002　　　　　　（　uiii（．　ultim　dnd　to　lc・（llll、lbounhe　l、itest　ted’iiii（IUぺs　dn（he、いdt〔htK・Iids
う1
bCil19pUrSUい（lilllhいfiいh｜o｜C（）11SいrValiOll・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d（・StrUCIi、’eいXalllillanOn　｛｝f　P；1illtillgS．　DUザil［9｛lliS　ViSil、、ie、VS“・いrい
　’1’SUkada　nlVilいd　rいSいar℃h（‘rS　fro｜n　haly　l（〕lhe　NMyVA、　an（l　lhel1　　　　　　　｛・X℃haltgsいd　re9《ユrding　tl｜e　P｛｝SSil）ili｜y　lor｛hいいX（・han9いo｜　r｛，Sい：｜rcl｜い1・S
I｝lallnいd　aIld　illll）1いlnいntい（l　ll　SlnaH－SCalい　1い（’hlrい　rいllltいd　ll）　｛hい　noIl－　　　　　　　　　1）いIVV〔・cnJapan　an（l　halylllld　fo｝『hlIUI－｛　－ioinl　l・eS（・arch　l）rojいc［S，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　N1輌｜Si｜1｜il《（，　’1．Sl119《）（lil　）
f修復1氾£よ
Restoration　Records
〈版1川i素描〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処置内容：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本紙は過去に製本されていたため：つ折にされ　　　　1．ドライクリーニング
漆原木虫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縦中央にヒンジが付けられている　本紙全体に経　　　　2．裏山のヒンジ除去（水、アルコール、メチルセル
／．木版画集』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ1三による変色、汚れなどがII　tl，1つ　特にヒンジに　　　　　　ロース）
彩色木版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　沿って著しい変色が見られる　　　　　　　　　　　3・本紙洗浄（蒸留水・水酸化カルシウム水溶液）
G」999’．18より（；199繊で1°．t，Lil　　　　処置1・g容、　　　　　　　1つ烈ニングニtt　＿，、版眺醐1本　　　　　　　1一ミライクリー二。グ　　　　　　・）・ヒンシをI」’ltv（ノックマゥントに帽1　
2・ヒ洲マウント 　　　　　酬；，ヒンシ｜リミ2汰アルコーノ1・・メチルセ’レ　ヒンwけおよびマウ・ト収納
≧蒜㌫一ブ．モ。一）1難瓢忽剛ブ蔽）：：：1：：111雛；三1漁繋l
G2001－2よりG20（）1－7まで6点　　　　　　　　　　　　　6．フラットニング　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2〔X〕1－10　シヤルル・メリヨン1吸1∬W・210×19L）mm
1．　lliいヒンジの除去　　　　　7・ヒンジを付けてブ・クマウントに収i’・’s　　G2°°1’11：聯ζ㌶縫皇翌制れ
2．ヒンジ付マウント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　167×目5mm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ・バンニ・バ・ティスタ・ピラネージ　　　G2°（川2蕊認㌫1｛《’ベツラメディ嫁
レンブラント・ファン・レイン　　　　　　　　　　　　《牢獄》（第2版・・計8点）　　　　　　　　　　　　G2（〕01－13ステーファノ・デッラ・ベッテ、噴刀くのある
《病人たちを癒すキリスト》（百グルテン版）　　　エッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　道261×392mlll
－－l 　　　　　l：：1：1；；二；；繍瓢；㌶’1、，。71、一，　G2〔K｝1－llぎ顕〆：元遮；㌶・エ
・肋除去　　　　　　　・」987－12・・｜lj・li・多の塔・51・・713－　　　G・1981－2；，言［㌫《7テーニヤ洲ll｜剛い．
　　　　　　　（修復処置：松IH麻）ミ・ill∫l　l公生）　　　G」987－4281・カ∪を噴く火、’1，　r）・10×710nim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1987－429《U兆↑喬》．540×7・－IOn］m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f呆（fi：1Jこ態：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」987．、1：31〈1巨ノくなilt：輪》5】0×7321〕】m　　　　　　　　　　概ね良好
蜘騨距）議｝：：：：：　㌶∴：：㌻臓瓢一き本一1・・
1；：　：1蕊忽瓢；禦；18×76°mm　‡㌶；、に製ぷていたた、、，つ折にy、・r湯く；をつけたただし・－1981－・はイ・
（i」997㌧カラカラ」湖〃）・1：　，Yur，（　i　T；（1　1’i「518×75511・m　　縦・映にヒ・ジが付｛ナられている伺栓体に糸f　：S。ブ。クマゥントに・1、（i’ll’g
iiiiiiii騰酬騰竃籔≡灘㌶灘つ牛9にヒンジに　・修復処置・」友一・河一・
35
展覧会貸出作品
Loans
1ルノワール1870－1892」展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「想像の森へいらっしゃい」展
2001年1月121十2001年6月24日　　　　　　　　　　　　　　　　　2001年10月25日一2001年12月16日
名古屋市進術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県美術館
1・」959－181オーギュスト・ルノワール《帽r・の女》　　　　　　　　　　　　　　G．1987－423　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ《牢獄「扉絵」‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1987－424　ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ《牢獄「拷問台の1’．（ノ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男」》
r・ダンとll本」展　　　　　　　　　　　　　G・19・・87－425ジ・ヴァンニ゜バ・ティスタ’ピラネージ《牢獄「V彫の搭・D｝
・。。1年1Jj28H．2001イ｜・61」101｜　　　　　　　　G．1987－428ジ・ヴ・ンニ’バ・テ・スタ’ピラネージ《酬「腱1　1く火一」》
ili『瓢三運｛驚総　　　liiii鑓議拶警i聯箒諏
S．195，－3。オ＿ギュスト．。ダ。《ジャン。ポ＿，レ．。＿ランスのll旬像》　　　G・1987－433ンヨ「ブ・ンニ’バ・ティスタ’ビラ不一・《”1－：獄「・職装fll　の・V・る
s」95i）－12オーギュスF・。ダ。《汰のフ。ウナたち》　　　　　　　　アーチ」》
「。ダ．とll本隈　　　　　　　　　　　「概の1iJr紀2°隔己美術が9こすもの」展
・。。1イ1馴・・H．・001年8月19［　　　　　　　　2002年ll］16H－2002イ1剖12n（釧2°°2イ1’IJJI61　1－2°°2イ1：31j1°ID
il細璽㌶｛黙る女》　　熱近懸；聡｛＿＿
S」959－26　オーギュスト・ロダン《花f’の頭部》
S」959－30　オーギュスト・ロダン《ジャン＝ポール・ローランスθ）胸像》
S」959．12　オー一ギュスト．ロダン《汰のファウナたち》　　　　　　　　　　　　「美術館の夢」展
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年4月6［－2002年6月23U
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立近代美術館
；㍑，㍑戸輌て・1⊇1・⑭B・・1・ard，　Vu～llard，　De・is蕊15㌦蕊《㌫㍑瓢鷲；㍑人〉》
Junい19、2001－Sel）tember　9，2001
Tlle　Mいtrop（）litan　Museum　of　Art，　New　York
P．1992－l　l．）ierre　B（）川lard、レVo〃～ρ’ls’
（［Bcvond　the　Ease1」展
2001イト6月19日一2001イド9JJ9［1
メトロポリタン）ξ術館、ニューヨーク）
P」992・1　ピエール・ボナール《働く人々》
f’（〃／／Sikstta（’
．hlne　l8、2001－September　9，2001
Vtll）Gogh　Museum，　Amsterdam
P，1987－3　　P｛UllSignε1c，7γ7（！IPOI・－t　of’SCIit”－7ハηρez
qホール・シニャック」展
200｜イト6Jjl8日一2001イド9月9［
フt’ン・ゴッホ）ξ術館、アムステルダム＞
P」987－3　ポール・シニャック《サン＝トロペの港》
「マネ　展　　　　　　　　　　　、
2001イ「7月2811－2001イ’f・　9月16〕
府lllll∫）ミ術館｛
L．1992－1　エドゥアール・マネ《大鴉》
1マネ1展
2001イド9月23日一2001イド11月25H
奈良り1い’ノ1）こ彿∫6∬
L．1992．1　エドゥアール・マネ《大鴉》
36
均Ilb（f乍IIII‖　・gζ　　　　　　　　　　　　　　　この　・覧に（．k　2001年1月から2002　f卜3月まで（ノ）lll‖：人1乍lll　ll；お．よび’、　’1∫贈1’r　l｜“｜｜カ｛r・’rまれている　所蔵苗
Li・t・f　Ncw　Ac（1・i・iti・nS　　㍑智h｝㍊㍑濡lli！：1㌫寸謬蕊；i撚儲！｜ll㌫Jll］》㍑；；∵；；．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き［、戸斤｝ll梗浩り・をv己1，“（，V）る
購人作品　　　　　　　　　　　　　　　L‘’　Siti．g」（’　（’t／（’”～r〃　　　　　　　　　　　　ltaliall　Sch｛）ol（［nll（・15｛hCulml｝’
P・rchased　W・rk・　　　　、！，‘）it”lilili］；11，lisl，｛』ci　　　　　　忽’”””i‘’ノ’”／）tist
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｜75’3251nMl　q，ill）er，／1；Ol　　L）　VllnUI｝｛iMllllgci）　　　　　　　　　　　　　（11）　：lr，11［lll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．2001－L）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，L）O〔）1、i｝
クでド・レー二…1575－1（1・121
1レクレティァ．　　　　　　　　’あるムガー・レノ＼の肪　　　　　　　シャ・レ・レ・メリ三1ン：1821－1868
：・i：濃llll・　　　｛i慧1∵＿6。，1。一一1｜　㌫〃∵ホ，＿＿、＿、紙
Guido　RENI　IBo］og｜la　l575－1642］　　　　　　　　　　　Le　5（，rl．ge（／’tm　1士∫／，it（，ilt　dtlルfttg（1／　　　　　　　　　　　210　191’lmtn｜紙‘L，oL，／－132nlml版1
㍗、鷲：　　　　　　㍑苫i、！lllbl・・h・・　　　　　Ch・㍉・1・・ME・Y・N・［1821－18・8］
・i1・・一・al　　　　　　　　　l75・・55，，。（P、P。，・）／27（1・217mm（i，、1。g。、　　　ん・二5卿’
lC）15　　82．〔｝cnl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200L：S　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜8：、3
P．2〔［OLI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchili9，　c］ly層Poil｜1；：11（l　br《）Wl［inkOI191’cenis　111）alK・1’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《恋するライオン　　　　　　　i、12川］ii：llMTI　（1，；ll｝（・1｝ノ2°2xB訓州三1回
マリー・ガブリエル・カペ1．1761－1818；　　　　　　1886flご出版
1’1・・1・if象・デ・サ・をする・・噛　　　蒜、㌶ml、，、，、，69，，8＿1，1，、，、，iF　　　レンブラ．卜．フ．．．、イ。［16。6、1669」
1；瓢ヴーr－T、．　　　　　　Le　Lioi’i　A・一・・、，　　　　　i．31・らかいll・i・i　f・とa・・」納き州套をまとった
77，559．5cm　　　　　　　　　　l88い、1・・1川・hいd　　　　　　　　　Hl由i像
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1631f卜
Mahい一Gabrielle　CAPE　rr［Lyoll　17（ll－Ptlris　l818】　　　　　　　・175×325mm｛PaP℃r）／269’z　IvSmm　｛ilnilge［　　　　　　　　　　　　．1．・．ノチンク．
．S’（・／／『－1）θ1’tt’（lit（ム’〔lt”tiSt（）0ビ（’Ulノ（を～｝（／（）ss↓〃（）tつ　　　　　　　　（｜・L）（）01－’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜．18xl35111m｛illll山11
c，178：．；
OH，”n　c’ll［lvlls　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《不和の女トili1．シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　REMBRANI）T　van　Rill1【1606－1｛i6f｝］
77、5・5り．5・1・　　　　　　　　　　　188（）年出版　　　　　　　　　　　　Se”LI’・i’〃’（lit　i〃・S’・〃〃a！θ〃〔／だ〃ibJ’oi〔／（．）1’（・（／
P．2U｛〕1－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工．ソチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CJIoθle
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．175×325111m〔差i氏〕　262×210nun川川lilP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l631
・ラ…ブラ・グ・ン［1867－195・ll　　　La　Di・cθr（／・　　　　　　　1：［1；lllll5、1＿、＿，。、
’し（ナa）ID　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l886．1川1）1ish・・d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．：）OOI－ll
l88g年　　　　　　　　　　　　E旦hi・8t　　　．，順・・ヴ・・　　　　　　　61；，；、1三…｜〔1．’aper〕／2｛）2×21°mm（im｛・lgv｝　　ステーフ。，．デ．ラ．べ、，ラ［161。－166・1］
1～　1謬1；・）”　’ILI　　　　《ll・1・　JEII　c2・女酬う曝て働》　篇、・麹・・…’x，
Sir　Framk　BRANGWYN［Brugge　l867－Ditchli［｜g　　　　　l886年川版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．11、・，チンク
（SUssex）195G］　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ・ソチング’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：107　M　2751nm
StorlliV　I．V（）〔1’ノ～（フ”（’～．～（ノ〔∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．175×325111111（租U　319×202mlll｛lllIi［i［i｝
lii㌔11、∴、　　　　　　　6燃瀦㍑瓢㍑評万〃・1－・C加　　鷺腸戻…1｛1：；・nEL囚IGI（）”1664］
Sigfti（“d　a・ul　d。te（i　1・w・…ight・1・．B「a・1，wiv［i　1S8！）　　　［886・P・bli・1・・．’d　　　　　　　　　　Et（．’hi［］sf
P2001－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchi｜）9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　307　x　2751｜｜｜n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’175×3251｜．［m（pdpu｜つ／31！｝×2021τ｜M（imags（’｝　　　　　　　　　　　　　　G．L）OC｝1－12
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．200｜－6
ルカス・クラーナハ（父）［1472－15531
、聖ヨハネス・クリュソストムスの悔俊》　　　　　　《蛇の頭と尾》　　　　　　　　　　　　　　　ステーファノ・デツラ・ベッラ［．1（う10－166引
1509年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1886｛卜川｝取　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《1噴水のある道》
－1］Lングレーヴfング　　　　　　　　　　エッチング　．　　　　　　　　　　1656年
251。［99mll1　　　　　　　　　　　・175×：125mm（紬L’9・1×2（｝Omn・〔1川rD
麸：1竺蹴蹴1㌫；；；元］　量難li∵∵：㌘∵　　蕪㌫概鰍；1－54］
254×II）1）ll］m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l656
G・200｜－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchillg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカス・ファン・レイデン｛．148994－1533．l　　　　　　　　L）・06×1ハ8・hnm
。エリ。クス．ブラ。クモ。U833．19141　　　《幼J”・’i’エスを才包く↓1’…i：Jrマリアピ服》　　（；・2°°1’liS
・・（11　＝1　．フォンテーヌの1’j　e；　，iJf　1－（モ・一の川川によ　　！5坦　　　　　　　　　　　　　　 、　一るは劇　　　　　　i［灘二llllインク　　　　　蒜認㍍ノ’テ’ヴァレンァィニス岬
撚雀：耀耀…1｝1；　］GuS・一誉1蹴蹴1糊l」〕㌧　蕊竺1二の休息’
G20｛｝1－2　t’7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EngraviiiLv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14ζ×川ヨnln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sepastlan（）de　VALENTINIS［Active　c．1540一
靴猫》　　　　　　G2°°1－8　　　　　　瓢卵、，、醜，輌，聯t
蝉㍑版　　　　　　　151，1、紀イタリア派　　　　　　；1㍑6。，。，1、
175×325nun（糸氏）　301×201mmc　1［1｜ilili）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《i先｛（し者’ユll1ヨノ、ネ、》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2001－l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニエロ）lit｜山1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69×3t5【llll1
う1
ハゾロ・ピカソ［1881－1973］　　　　　　　　　　　Eu9（me　CARRIERE［1849－19（）6］　　　　　　　　レオナルド・ビス1・ルフィ［1859－19331
貧しき食’∬》　　　　　　　　　　　　　　　　F〔∫∫ηθ1～ζ／de　GO／kW川　　　　　　　　　　　　　《アベグの墓碑：生と死、または）ピにlhlか・・て、
lgBlド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1896　　　　　　　　　、　、　　　　　　　　死の魅惑の虜となる生》
1∴1，漏；71；《諜一。1、、　　繍鋏　7　1畿；㍊　il　ii；1　1・　㌫、7、），m　“ピ195CI。欄，休、55。，5＿1、、
Pal）lo　PICASSO［1881－1973］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Leonardo　B［STOLFI　l　1859－19131S1
／’｝lt．4i‘1／　A）（）ρ（tst　　　　　　　　　　　　　　　ウジューヌ・カリエール［1849．　－1906］　　　　　　　Funet－ctily　M（川ltne”t　tb1’・’4　／♪（ノ99：L”1’θ”（／
㍑1＿Val】G曲P、p。，　　　　《竺ニル・ヴェルレーヌ》　　　　隠繍：㍑㍑卿四品加’V
㌫1　｜｜m（paper）／i｜（～IS×3’t’7mm　（plate）　撫（；麟袈　，悪il　皮紙貼付　曇lr－7・）・m／Dea－・・Bnse・一・μ
ハインリヒ・アルデグレーファーLl502．1555／61］　　　Euge）ne　CARRIER［1849－1906］　　　　　　　　s2001－3
．ルア・シルウィア》　　　　　　　　　　　　　　　　Pau／Verlaine
l532fl、頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　18f］6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レオナルド・ビストルフィ［1859－193：31
・’ンクレーヴ・ング　　　　　　　61㍑t浩（tw°st°nes　uS“（i）・」aPa“ese　P～’pe「t　《死の花嫁たち》
ll9吋9m｜｜1　　　　　　　　　　　　（IL・0・・199・nm（p・pe・）／522・tl・10mm（pl・t・）　　　　ブ・ンズ
H・i・・id1　ALDEGREVER［1502－1555／61］　　G・2°°｜’L）　13　　　　　　　　　27r×1°°cl“
k）／～（’θSi／t，ia　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Leonardo　BISTOLFI［1859－1933】
・．15：12　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウジューヌ・カリエール［1849－1906］　　　　　　Brides　of’Deat／7
1illlll；！㍑1，、　　　　　　鷲り・・シュフ・一ル》　　　　Dl（；1：z芋。。。m
（1．L）OU　l．17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1896‘卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SソOO　1－il
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ｛石版を2版使用）Jllii皮紙貼付　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　692×・「192inni（糸氏）　542×：398mm（IV，d）
鰍1防グ’グリーンL1484，，85－1545］懸燃RE［1849－19°6］　麓；＝《‘　㌘膓繊1－
．桃．．，　　　　　　　　　　Li・im9・t、1・h（tw・s・・neS　used），Chi…C・i］（’　　　ノ・」・illTi
L’11　”　3L’L’mrn　　　　　　　　　　　G92　x　・19L）ini・q・1．1t）t．r）／542・IS98tniil（1’・1・tv｝　　　　78刈0．7・60，5cl。
騨＝GRIEN［1　48il　／8　5－　1　：545］∴カリエール［18＿6］　馴耀燃i｛！わ一
漂1、㍑。，　　　　　　　《ピュヴィ・ド・シャヴ・ン・》　　　　！fll・．・．i）！・一，
G2川．ls　　　　　　　　　　　1897｛ド　　　　　　　　　　　　i・Y×’10．7×ciO・5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ（石版を21坂使月D、雁皮紙1［占付　　　　　　　　　　　S．200］－5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　697×500nun（糸氏）〆5・’10×40〔〕tllM（II反）
傭≧；㌫《雷ムllM5頃一15°3］㍑罐燃」18・～・19・6］　　㌫㌫ビスト・レフ・［185～・19331
11刈ヒV㌦　　　　　　　　　　1897　　　　　　　　　　　ノ、那ilL・クしニーワfング　　　　　　　　Lithegf・・Ph（・w・s・・nes　us・d　｝．　（’hi・1・C・・llU　　　　57・58・1。15c，1
2°〔レ川・・mm　　　　　　　　　　　G97・500mm　q・・p・・）／540・－1　00mm　“・1・t・）　　　　　　　’
男馴瓢蹴：M序15°13］　G2°°1蔀　　　　撚「d°BIST°LFI［185919：33］
（：’i18Cl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57×58×1045cl11
；淵llllil署。ll、　　　　　　　　　　　　　　　　　S2川一（i’
G、L）（｝01．II）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寄贈　　　　　　　　　レオナルド．ビストルフィ［1859．1933」
アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　　　　Donated　Works　　　　　　　　　　　　」」1ヒと死”のための習作
フォルトゥーナ（小）》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
欝≧9。＿蜘　1；：當蹴i禦㎞E（；UCII、　購籔隅・rl93・1】
Albrccht　D〔IRER［1471－1528］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B「on㌘e　　．
7γ～（’　Liti／（01；《〃プ～∫ノ］e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［）SJ多亥IJ］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1zz，〔lf！；”16（．Lin
c，1・195　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
Ellgmvillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　レオナルド・ビストルフィ［1859－19：33］
1〕9w89mlll（Pal）cr）／ll9×6（］Enm　（　plate　）　　　　　　　《セガンティー二記念碑：物質から解放され　　　　レオナルド・ビストルフィ［1859．1～）331
G200ト20　　　　　　　　　　　　　　　　　た［）劉》　　　　　　　　　　　　　　　　　・・犠牲・　　ヴィ・ソトリオ・エマヌエーレ21日1記念
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ〈理イi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　碑のための習作
アルブレヒト・デューラー［1471－1528］　　　　　　　　　350×154×156cI〕コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
《馬に来る女性と傭膓⇔　　　　　　　　　　　　　　　Leonardo　BISTOLFI［1859－1931S］　　　　　　　　　　lg　x　23×L’6・5cm
ll？7fトヒA　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル10tiunt（～nt　to　Segantini：B（’r1〃～v　fi’c～e〔／t｝τom　　　　　Leonardo　BISTOLFI［1859－1933】
㌫；∴聯…7・＿etJt・　　　忽1：’‘1／　　　　　瓢，i‘蒜忽；～1。；1・M°…（’11t　t°
鋼瓢！瓢㍑　∫・＿μ一　；○～・i，1！’1”i×15（㎞　　　鰍・・－
c．1・1［）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
Ellgravillg　　　　　　　　　　　　　　　　　レオナルド・ビストルフィ［1859－1933］
～｛号　　1）；1｛1mqx）1）e「）／1°（i×76mm（Plate）　　91認欝めの2：［碑二思いlhによつて癒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人こ」：11U　i’
ウジコー一ヌ・カリエール［18・19－1906］　　　　　　　2．15×50g×1：SOcm
《烹モン’ド’ゴンクール》　　　　Le。ll。，d。　BIST・LFI［1859・19313］
，燃；1罐‖霊隻！；㍑慧ト1　　竃鵠：㍑蹴㍑輌輌4ゾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2！15×509×130cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S2001－2
う8
寄‖ll儲・：へ1レムー1・・ルンゾラー、ヘトラ・1レン　　　・’Y　）oilt　i1｜c’　mlddlt’ei　ITIh　c’c’ILtu）’N
ゾラーk　」2・　　　　　　　r、‘、i況1；，．、．。
D・Ilaヒ・cl　1・y　Mi’．1嗣1川lth＆Ml’s．　Pch’a　　　　o．y、L・o［川．2
RUMBI，ER
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l㍉’ノ1ゴロノ1ラン＄哉1：房製
lsc；　1　iili　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ11スヒ（ノ）iilltい．・（アレク→J’ンド11スf」1　より、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シN’ルル・ル・’ノ1ランのド糸会にJkjく）
－1’ドルフ・ムイユ11ン〔？｝：1820－1881　　　　167。tl・t’t
．1’lt／1：エッチングiヤン・シックスーを見るレンゾ　　　　　1’．L絹礼こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
ラント｛ニコラース・ヒーネマン（ノ）1｜ll彩lllliによ　　　　267，3・6｛｝gcm
る｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Royal　Gobelin　Manufa（’ttLre．｜・・rancc
ls5凶頃　　　　　　　　　　　　　　7γ～～・Ba／〃《・。〃）。t’os（h’《川St。A・。f八k・x川dいr
l舶蝋に黒イ．・つハで‘Ml’　　　　　　th・G｝¶・卜『aftcir　ii　dc・・ig・らy　Cha・1…L・
316〆1川・nm　　　　　　　　　　　　　Br・Un）
AdolPhe　MOUILLERON（’～）［182（）－18811　　　　　　　　c・IG70
∧・、・〃～／）i・（tndt．St’idviti．gJ・Pu〃ll／’〃i・　Et・・t／li〃g　　！yl｛：°1・li］k
！・・’・t・’（lit・／ノ1i〃Si．x’　”（Af…Ni・・laas　il瓢1；1（’［”
Pkenいman）　　　　　　　　　　　　　　　’
c．1852
Bhckchalk．　Iwight｛一［ied　with　whik・on　grcy－ivOry　　　　ブリュッセル製
㍑瑠ll；1；1、　　　　　　　　《村祭》（テニールス［　「一］；こ基づく）
D201旧　　　　　　　　　　　　　　17μ1：梱ミヒn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ド亡絹糸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30工5×58．’1．8cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Unidentified　Worksh（．）p、　Brussels
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenness
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～S｜）（）L｜t　t｜｜（、　（、｜1（｜　（）f　t｜1〔、　17tt｜　（．〔11｜tし1｝、，
1｛ゴ：貝｝）lt者’：llゴC‘fハ：‖1’；’［J．k　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　V）・ool．silk　　　　　　　　　　　　　　　
Dollated　bv　Mr．　Tomoaki　KOGA　　　　　　　　　　304・5×58・L8cln
　　　　　　　　v　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）A．2001－・｜
［IV＞（　lihi］　　　　　　　　オビユ。・ル皇2
ルカス・クラーナハ（父）［1472－1553］　　　　　　　《川1；ilの恋人たちグ
《マルクス・クルティウスの殉教》（第1版）　　　　19111二紀前’卜？
17111：紀1）i∫・卜（初」［1反｛ま15（）6｛トヒ∫㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　了こ［三・判1・llノこ
イJi反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　320・5x’ll6〔’［u
335×212mlll　　　　　　　　　　　　　　　　　　Uni（］el．ltified　Worksh（）P、　Aubusson
Lucas　CRANACH　the　Elder［1472－1553］　　　　　　　Lot）ei’s　i∫1〃Pasb”（i／Sc－（？tie
7γ’（～ル／σ〃wdo1ηofMとll℃u．s　C～〃’titls　　　　　　　　　　　　The　fi　rst　halfofthe　19th　c《・ntu！き・’）
「he　fil・st　half　of　｜7th　c（？11tt｜rv　（thc　first　state　、vds　　　　　　　　VVo（ヨ・si］k
Kl：1㍑！lll…15（）6｝　』　　　　1㌫lll6cm
：lili）×242nコlll
G2°帽5　　　　　　　　　　リール製
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《狩人と娘たち》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1700年頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yミ毛、絹糸
寄贈者’：社1↓li去人糖業協会　　　　　　　3122・391．3cnl
D・n・t・dby　S・ga・1・d・・t・y・Ass・ci・ti・n・lnc・　U・id・r・tili・d　W・・k・h・P、　Li］1・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、4Hunter　tvi〃7　Aイ㍗〃’（／（・ns
［タピスリー］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c・1700
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vVool．si｜k
ウードナル製　　　　　　　　　　　　　　　　3122×iSYI．3Cm
．1庭園婦女之図》　　　　　　　　（・’A・川’G
17111：紀後’卜
’卜忘絹糸
：iO8　x　329．5cn｜
UIlidentified　Workshop，（・）udenaarde
L〔π〃（・s∫ηθGat“deri
Thpsuc《川d　h《d｛ol　l7111ccntu｝y
、．V《｝《｝1．！ilk
ilO，g×329．5Cln
OA．2｛｝0日
寄贈K◆：日本興業銀行
Donated　by　The　Industrial　Ballkof　Japan
［タピスリー］
フランドル製
《アタランタとヒッポメネス》
17川：紀1｜1ヒ正’〔
了氾、絹糸
323．5×719．5Cni
Unidentified　Flemish　WorkshoP
At（∫～（Mt（I　and〃iρ1）（）rnenρs
3リ
客員研究員一覧
List　of　Guest　Curators
佐藤厚∫・
　　）二術館教育における調査研究
　　’IL　hYl　13イド4JJI日一’ド｝茂144ド3月3111
㌧：：多lll｛1親い橋大学大学院1「語社会研究↑：1’助教授）
　　フ］ッグ）こ術館ウィンスロップコレクション展企1面協力等
　　’1勺」1ζ1［Sイ1｛5Jjl日一’1勺戊14イド3月31日
越川倫明（東京大♪1：：綜合文化研究科助教授）
　　人ウ℃博物館所蔵フランス素描展企画協力等
　　’1勺」～ζ13イ1三5月lll－’1勺戊14イ1三3月31日
｛i　S　　　　　易 ミ　　 t　　戊 Lt　　† lj　　　l　：　　業　　ノく　’1；二　UJJ　孝又　／’1“　 ）
　　）ミ術館における［1方災　　）ミ術品への免震システム研究
　　’1勺」1ζ13イト7月1川一’1勺戊14イ1三3月3111
真貝W夫戌↓京農ll人学ll学部助］二）
　　当館所蔵作｜Ill‖の材料分析に関する調査研究
　　’1〃｝，文13イド6Jllll－’IE）Jk11イ1：3Jl3111
Il∴’」橋）ミ彌∫・（1己道ll∫、Dこ術角「｛副館⊥ξ）
　　トーミエ作品（lll刷C）こ術館コレクション）および資料の調査研究
　　’ド成13年6月ll十’1ξ成14年3月31U
瀧JI：敬∫・（東京藝術人学演奏芸i’ll：センター助r・）
　　小企lllli展「rどものための）ミ術展」企画協1力等
　　’ド｝」1～13イド6月1川一’IL）Jk14イ1：－3JJ31日
マーサ・マクリントク
　　ll］i’ノ1西洋）こ術負1‘iが行なう情報、広報事業における英文表記の
　助、it、指導など
　　’1L），kl3イト4Jjl日一’1勺戊14《ド3月3111
llll日随治（国際ll本文化研究センター助教授）
　　超高精細lllli像データベースシステムの構築と活用に関する調査
　　川究
　　’j’ib～ζ13イド4］j20日一’1勺茂14イド3月3111
1｜il［1成（東京大学史料編纂所技官）
　マイクロフィッシュ等写真史料’の保存と利川に関する調査研究お
　　よび助言
　　’1勺」1ζ13イド4月2011－’1勺茂14イド3月31n
渡辺和」’・
　　llh洋）ミ術関係図itl－：資料の修復および保存に関する調査研究
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研究活動
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翻訳、．エッセイ・作III　11｜解説な．ど1、「ll頭発表・講演など：、その他　　　　新館ならびに本館19111：紀ホール風除扉基本｜没lil’
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館内外でのi：要な研究活動の搬｛1「であり、著イ乍ll録のようにあらゆ　　　　彫刻f惨復室3ハこ扉改修基イミ設liト
る活動を網羅するこ．とを意図してはいない　人項llに絞った報告も
ある　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1その他の活動1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県、’ノ1佐1H：保北高等学校教諭、松永拓己氏の研修受け人れ
大朕∬ll　Milla。YA　　　　　　　l；’：」酬Akila　K°FUKU
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ・，li：評など「
眼覧飴1酎1誠］　　　　　　　　　　「巡会と’澱展」「1セ・フユ・ス、．，第1・I」’・，　2・（）1イ1・101」、P．1・
「ウィンス゜’でZニコレクシ・ン展」咽、崩iぱ1　・：館・2002年9111411一　　陵　1汕的嵌と」ほ　映　搬・；6会1晒澱　1・」i｛iJI究』n。．6、2001年
12JJ8H）の準備　　　　　　　　　　　1（川、PP」97．199
「　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　展覧会報告「レンブラント、フコニルメールとその時代」［i国、lt：西洋丈術
嘲訳」　　　　　　　　　　　　　　　館開乏．N，，35、2002年訓
クリスティナ・ビュレイ＝ウリブ著「松方とロダン）ミ術館：あるコレクショ
㌘めぐる災山：11°ダンal本吸カタ゜グ瀞岡り1いぱ赫官彩lll　［講測
賊㈱｛・2°°lfl…・P・・187－94　　　　　　　哺『〕ミ1　J・館1効コレクシ。ンをこえて一L鵬　［、ン，1丘代）ミ術館、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2001｛ドgJ」
｛その他の活動］
灘謝∵lll㌫∴㍑灘；l　l麗㌫咄、Y〈’r‘ifil］！i’　12・・3年開1崔一準備
び輪送補助　　　　　　　　　　　　　ナン・ナノレ’ギャフリー㈹運営刻1
創膜術館鋪§学芸則1修会「鋳1錐彫刻作品の収，、酬示と鋳造　　酬1足ノ絵東矧1常任刻1
管理の望ましい在りノ∫について」（愛知県）こ術hl‘D参加　　　　　　　　　　　新潟県、7：）ミ術館ll《集．委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1リ」’i台ノくノ」ζ：t女糸i～ノ了：音1；、2套　　：文ノ1：i’‖；Jl…’‖；’苗力1；苗iRl巨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女∫・美術大学芸ld；1：学部非’｝；～’勤講師
河ll公生・Kimio　KAWAGUCHI
［．f呆イi：業拶｝］
1｛〕・　1　ビストルフィ作ll、・、の蹴と1　〕送（大阪一鯨）ならび（、　熔　　　イノ1蜘ll：樹’N・・ki　SAT（）
寄贈17世紀タピスリーの輸送、仮収蔵、イ1多復準f柿　　　　　　　　　　　　　　［展覧会」
前庭彫刻保存処fill　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『肖像が語るアメリカ史』展カタログ共1司監修、国、1ノ：西洋）こ術館、
所酬・品の展・葦絵貸牒務　　　　　　　　　2001年
クリベッリ作品額縁1彦復　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
版1、it乍ll　修1拠i；’tピラネージ作1　・114点　　　　　　［lik　＞icL’．　’　；，’；：作］
漆1蜥ll・1・点　　　　　　　　ど15、1㍑i：㍑1言h。1：：，。烈∵元“；；1篇；1’；ご㍑㍍コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ版［llll作品保イi：処置27点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Festschrift　f〔lr　Prof．　Dr．　Fedja　Allzelewski，　Brepols、　2001，　S．91－98．
新収蔵版lll｜1素手｜1｜1准品保存処ii±’l　l　3点　　　　　　　　　　　　　　　21‖ll紀のkirt；i館・展覧会へ向1ナて「記憶された身体　　アビ・ヴァー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルブルクのイメージの宝庫」展について、『変貌する）ミ術館』JJul代美
［イリ1イ修］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彿「負∬ゾ」フ：II、1昭不日’｝IC、2001イド、Pp．152－156
文部省在外研修（短期）、20（）1年9月1目一ll月3（）目　　　　　　　　　　　「日本X術の皮膚論のために　　くわび？が現れる場所」『皮膚の想
「欧米の各）ミ術館℃三｛ill・究機関の研修制度と教育科日およびその独　　　　像ノJ・The　Faces（）f　Skin』（シンポジウム報｛｜i“　，ll：）・国、Zllじ洋）こ術館・
［1・1・ノllとJ）k》！・　O）［IJ，：1イ亡」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2001イド・PP・139－143
「最新の修復保存技術およびその理論lill・究の調査」　　　　　　　　　　「皮膚の想像力’The　Faces　of　Skin』・イノ1三藤直樹・Ch．ガイスマール＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブランディ、1．li地谷＝キルシュネライト編集、国、1／1西洋夫彿「館、2001年
［展示］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［；「帝と）笥1『　カロリング朝と神聖ローマ帝国におけるローマX術
イタリア展作llllll管理抽』示業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の復興」『ドイツ語圏朋二究』第19｝」’・ヒ智大学ドイツ語1巻1文化研究所・
プラド展作、1惰∫・1！・展示業務　　　　　　　　　　2001年・　pp・1－19
コワズボー彫刻作品台座戊，㌧本設lll’
11
エッセイ・新聞記事等］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新収作品解説「ジャン＝オノレ・フラゴナール《1Tiをドる羊の群れ　1
「一レンブラント　帽r・と外套をまとった「｜画像」〈美と出会う国、’万西　　　　［「1・i・il立ll野洋）こ術館年服』No・35・2001年
洋）ミ術館3＞、東京新聞、2001年12月9日　　　　　　　　　　　　　　　　「《花と果物、ワイン容れのある静物，アンリ・ファンタン・ラトゥール1〈）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と出会う国、ア西洋美術負∫｛5＞、り｛京新聞（1川1！版）、2002年Ujll3日
［その他の活動］
東京芸術大学美11i；j：学部芸術学科非常勤講師（2001年4月一2001　　　Lll頭発表・講1寅など］
年7川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演会「X’：一術館へ行ってみよう」女のこ術大学、2001イト12月20H
f・葉人学文学部史学li「↓非常勤講師（2001年9月一2002年31」）　　　「レオナルド・ビストルフィ（1859－1933）　ltJ：発見されたlll松ノiコレク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ションの彫刻作品群について」美術史学会東支部例会、川、’ノ：西洋）こ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ村負官、2002イド3月30日
高梨光llンMitsumasa　TAKANASHI　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］
蹴禦1・1　ll，lfの文化展」（会期・2・・1年3」・J81・1－7H　i鰹1鰍鷲lll：1∴∴lll∵1する調
81　1）　　　　　　　　　　　　「ルーヴル酬館展」（イ反称）の開催準佃1澗査
［倫口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～］’山学院女子短期大学非常勤講i師（2001年4JJ－9Jj）
1〃v～“，1、．i，。ent。～，，．1，。／～。、　L。　civi／tii　d。／1。．c。t’，i、　ll、1曝覧会カタ。久　　鯨芸微学」瞠勤・1榔・l」（2001年1011－2002｛1三31j）
イタリア語版（共著、共訳、編集：マリア・スフラメーリ、高梨光IE）、日本　　　「絵を語る　　ドラクロワ《聖母の教育》」出演・NIIK第・放送［i1ラジ
経済新聞社、2001イド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ深夜便』・2001年4JJ16H放送
、・Ulla、historia　cξlusalitatis，：Struttura　della　pittura　narrativa　del　XV　　　いわさきちひろ絵本美術館運営委員
secolO∴in　ll　Riii（is（’∫〃2erito　in　／ta／ia、　（Jit．、pp．35－40．　　　　　　　　　　「小さな美術展」審査委員
Ri〃（ls（プ〃～（・1〃（）：C（～ρ（）／（lt．）Ol’i　d（～～〃～α∫（～～～ro〃01～i．7靴o冷yo－1ぞoη～（∫2001，
Roma，　scuderie　Papa［i　al　Quirinale（15settembre　2001－6　gennaio
2002）．カタログ編集協力
“Unaトhistoria　causalitatis’：Struttura　della　pittura　narrativa　del　　　　田中正、L’　，・「Masayuki　TANAKA
煮蒜脇膿輌れ輌1　～輌兜～～輌恥　 謄巖：：鵠覧］」ts蔓
1川頭発表．講演等1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「アメリカン・ヒロイズム」展
「ルネサンスの・ル・」、「イタリア・ルネサンス宮廷と都市の文化展」記　　　　（会期：2001年8月7H　一　10JJ14H）
念描演会、国、フ1西洋）ミ術角’｛、2001年4月141－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［著書］
「・イタリア・ルネサンス宮廷と都市の文化展」関連講演会：国、Z西洋　　　　［アメリカン・ヒロイズム』展カタロ久2001年8月
）こ術館（経団連）、2001年4月13日ll；1際文化会館（イタリア研究会例
会）、2001年4Jj271111（け西洋）こ術fll’1（霞ヶ関婦人会）、5JJlgj｜　　　　　［翻訳］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「肖像が語るアメリカ史』展カタログ（翻訳監修）
［イタリァ・ルネサンス宮廷と都ll∫の文化展」スライドトーク・2001年5　　　ロバート・S・ネルソン、リチャード・シフ編D＞術・史を語る、諌i：22の
月2511　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理論と実践』（共訳）、ブリュッケ星雲社、2002年Uj
1その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L論文］
「ヴ・チカン酬働～」（仮称）の調船画（2004イ1三棚1肝定）　　・Th。　U＿。y　and　Ma。　R。y，，　Ma。iP。1。・i。，（，f　Fern、1。　Ey。．・
ll本り゜ぱ銀行所蔵・lll｛紡ヲレクシ・ンタピスリーの61踏・および寄：　Aesthetics，・・．10（M…h2002），・PP．51－60．
贈受人準備、および輸送計画
国ごノ1西洋）ξ術食f｛所蔵作品のネガフィルム・データベース拡充・およ　　　［エッセイなど］
び作“・　lllデータベースの構築　　　　　　　　　「イヴ．アラン・ボア」rT・J・クラーク」1．）ミ術手・1・、ii』2。。1・1・6川・）Z，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術］三1帖編集剖≦＋谷川渥監修「20－III：紀の）ミ術と思想．D＞ll；1出版社、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002イ1三3JjcこIl11金Sk）
高橋1馳／Akiy・TAKAHASHI　　　　　　　［講演］
［著：1｜｝：i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「統一・の象徴としての英雄：南北戦争’とll否史画」国i’ノ11，Li　’；1i　）／／術館、
1ゴーガン　野生の幻影を追い求めた芸術家の魂』六耀社、200白1三　　　2001年8月2511
｛論文1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「その他の活動］
「再発見された旧松ノ∫コレクションのレオナルド・ビストルフィ作彫刻群　　　　束少」（学芸大学非常勤｜；1青師
について　　第一一［lll調査報告」『｜iC｜立西洋美術館研究紀要INo．5、　　　浦安市教育委員会、1｜∫民大学講師
2001年・pP・35－41　　　　　　　　　　　　イ1・報、紀要の編集
「エドゥアール・マネの受用と創造」「マネ』展カタログ、府中市）ミ術館／
奈⊥’↓県、Uこ術館、「マネ展」実行委員会発行、2001年、Pp．18．24
［エッセイ・作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川辺幹之助／Mikinosuke　TANABE
難｛麟鑑鴇蒜蕊認ll猫三一ヴ’ダソシー夫　［カタ・グイ廻酬筆・欄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『プラド芙術館展』匡い’臼1日洋庭術fll‘i、2002　fド3月
i2
lSl命文　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lllli、ll・l　l’tll）9？’lt”）ミ子・1：∫f：官、2002fド3月19、2011
1カール5　IH：（ノ）遺産1‘プラド）ミi’ll∫館展　力夕1、1ク11　1）P27－30　　　　　　　　　　　2（）02イド度教育フログラム準備
1展覧会企1由i・楢1成，
「フラト）二術’fi∬展1（会1！月：2002年3月5日一（｝月161　P
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波多Ψ」膓宏之　1｛iroxruki　HATANO
：展覧会準備．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1’占根資料活動，
lllllll：（ノ）lIJ‘ミリC」（1反干示｝、2001年1旧1㍑　」ニフL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初「プe：資1：：1・一ヒンターぴ）1用り儂と公こ1別1里月j、2002f「31」1511一
［その他1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会の企1山i・構成｝
1、1〔修ノV学、，Illi義、2001年・1月一2002　fl二3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［デジタル技術とミ：1、一ジアム　　情報・機器展り1、セミナーによる公川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム　　」、国、’ノ：西洋美術二館、2001年川JJI：〕H－12JJ211
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L苫㍉ll：1
塚川7こ彦Masahiko　TSUKADA　　　　　　　　　　　　　　　　　lデジタル技術とミュージアム　情ll｛・機器展．」1、セミナーによる公開
［保存修復1∬業」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム　展示解説』（編著：）・国；ノ：西洋）ミ術負官・2001年H月・3（うP・
貸川作llll保存処i胞温湿度データロガーσ）設置）
イタリア展撤収に伴う作品点検および愉送準備　　　　　　　　　　　　　［論文］
元メリー一作d占点検・卵1馴又・輸送準備・・補lr・蒜1篇1＝璽する）ミ争lllH酬∫館学II　lll「t
修復処置に伴酬1・に川いられた酬の化i”：　5jy析　　　勝ll瓢i鷺蕊ア川と像脚ンダストリア’聯避
臓」　　　　　　　　；ごジ1㌫㌶麟1㍍ll！㌫2葵』蕊llRl鳳6
「llこドノ：西洋X術fllilにおける室内空気汚染調査・）対策の’拝例A’lii．1　，’tl　　　　年・ll皮阜・図，1｝：館の旅　　IT時代の図，1｝：館像を考える　　、ll全国図
西澱　lj二飽　1究繊』N・・6・2002年131」・PP・45－60　　　　　11｝・6∫｛大会実行委員会、2002年：SJS、PP265．273
L記諭文を加竿1改、；∫し、『文化財保存修復学；ミ誌』Vol．46、2002年3
H、　pp．96－113に再録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公開プログラムiデジタル技術とミュージアム1］を開催して」、博物館
［調査・その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究」VoL37．　No．2．2002年2月、Pp．23－24
本館展示室の風防ミ扉、ガラススクリーン設置に伴う空気汚染調di
酸化プロピレン憾蒸による文化財’材質への影響調4r　　　　　　　　　［日頭発表・講演なと・1
［11松ノiコレクション、レオナルド・ビストルフィ彫刻群；句：贈受人準備　　　　　「デジタルアーカイブの光と影　　1由i像の複製・保存・活川をII：心
旧松ノ∫コレクション、タピスリー作品調査・寄贈’受入準備　　　　　　　　　　　　　　に　　」、’ド成13年度（第87回）全ll［1図、1｝：hl’｛大会・ll皮1；t　fXS　II分科会
外［　tcl人研究者招樗・1渓i、および「非破壊調査法に関する講演会」企　　　　資料f5↓存塩凋講演・2001年10月251｜
画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「イントロダクションミュージアムとイコノテーク」および「パネルデイス
東京農｜：大学非常勤言薄師　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カッション司会」・公開プログラム「デジタル技術とミュージアム」シン
x線欄縮免許取得　　　　　　ごζ認㌶テ三1蕊慈術言認薔籏一ジアムはど
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「国、1元西洋美術h「｛における1由i像利川　　マイクロ資料と超高＊lll細画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像　　」、公開プログラム「デジタル技術とミュージアム」セミナー、国｛ノ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i｝9　’？，￥i二・）ξZホf∬官、2001イ｜…llJj211【
鵠1仔Y・k・TERASHIMA　　　　　　　関　∫館ドキュ、ンテーシ。ンと人暇測1杁学大学麟》、」li、蟻、
1教育普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2002年1月231｜
Jtどもから楽しめる美術展　水の誘い、2001年9月41　1－11JJ411　　　　　「アート・ドキュメンテーション」、2001年度中1：X職員ステップアップ研
プラド）こ術館展　ジュニア・パスポート編集　　　　　　　　　　　　　　修、日本図，ll：fi1’i協会、2002年3月1811
〔エッセイ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］
「学校とミュージアムの連携による教育プログラム」1博物館1り『究ll　　　「X［1一術li1’｛における超高精細画1象の応川に関する調査研究」（客ti研
Vol．36，　No．5、2001年5）」、PP．30．35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究員との共1司イリ1：究）・2001年4月一2002年3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料コーナーの公開運川
日1頭発表］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デジタルギャラリー：超高精細1由il象検索表示システムの公開運川
［11、ン：IJIji「〔）こi’1；∫膚’i（7）孝文十fi舌重h」Associatioll　for　Professional　　　　　　lkl、‘たII町i’f）こそ・1；」：h官↑1「」幸艮ぞf半：［葱‖」炎フミ（ク）糸匿糸売ljt・MIE
Librarians定例フミ・2001年12月1511　　　　　　　　　　　　　　　　駿ill∫台大学人学院文化情報学研究科」1…常勤講師、2001イト9」」一
「海外の博物館゜lr情：アメリカの）3術館教育」’ド成13年度ミュージア　　　　2002年31」（集中講義）
ム・マネージメント研修・国、ヒ科学博物館・2002年2月2111　　　　　　　　1憂応義塾大学文学部非常勤、i’iVi師、2001年g月一2002イ1ミ3月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国、1杜忌族学卜Sil物館情報システム運営委員会委員
［その他の活動］
全川k一術館会議教育普及ワーキンググループ第23回会合共同企
］llli、6∫力戎り1し）ミi争ド「負∬、2001イ1三1工月22－2411
・ド成13イ1渡文化lDミ術館等運営研究1砺議会協力、lk杜西洋）こ術　　　　il豆辺晋輔／Shinsuke　WATANABE
館・2°°2年2Jj141　1・15日　　　　　　　　　［展覧会］
全1膜術館会議撚ミζ及ワーキンググループ第241°1会で洪齢　「プラド訓f館Jl．5！」（矧、2。。2・1・31j511．6JJ16H）
13
‘エッセイ、作品解説など］
，フ．ラド）こ術館展』カタログ作品解説、2002年
1作品解説、レアンドロ・バッサーノ『最後の審判』」、中日新聞dl曜
版）、2001年11月11n
l作品解説、ヤコポ・ティントレット「胸をはだける女性」」、ヨミウリ・ウィ
ー クリー、20024三3∫1311・しナ
［作llllll解説、ティツィアーノ『宗教を救済するスペイン．」、ヨミウリ・ウィ
ー クリー、2002イF3月10n，ナ
［その他の活動］
購人候補作品データベースの作成
ドーミエ版画の登録鴻冬理
版lllll鑑賞ガイドブック』執筆のための調査
ノ」111y物館所蔵版llhl素描』りξ（2005年開催予定）のための調査
lf：1、’tlliqi’f”）ミi’ll∫6官fド／1乏　NO．36
荊｝li∬三IEt」1　　　1Kl　L‘ノ：1戊L｛i’1三）こ稀」：角‘｛　2〔〕〔士3｛卜1月3111
1則作　　　コギト
IEijlill」　　　　i者’涼∬llp｝「川↑’k・，・iこフミkl：
ANNUAI．　BULLETINOFTHE　NATIONAL　MUSEUM　OF　WESTERN　ART、
No．3G（AprH　2001－March　2002）
PUbliShed　by　Tlle　NatiOnal　MUS（・UIII　Of　WeSterll　Al’t，　T《）kyO，　JanUaly　31．
200：3
〔｛）Thu　Nati（．）na］MuSeUmofW（～stern　Art，’roky（，．20〔｝3
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